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一般会計主要施策

2 1 1 ○ 市が設置・管理する防犯灯の修繕等。
・公設防犯灯の修繕(3件)　196,236円

輪島崎町避難路(2件)　150,768円
小伊勢町通学路　45,468円

○ 区、町内会、団体が設置する防犯灯に対し、その設置に係る費用の一部を補助する。
・LED防犯灯(補助率6/10)：10VA未満→限度額15,000円、10VA以上→限度額26,000円
・新たな電柱の設置(10/10)：限度額10,000円
・H30実績

補助件数：64件(H29：63件　H28：82件)
補助金額：2,112千円(H29：2,300円　H28：6,413千円)

＊災害対策基金繰入金活用

2 1 8 ○ 運転免許証を自主返納した高齢者に対し、タクシー券又はバス券を補助する。
対象：満70歳以上の運転免許証所持者
補助内容：タクシー券、バス券20,000円以内
H30実績：138件(H29 ：109件　H28：93件)

本事業による自主返納者が年々増えていることから、高齢ドライバーによる交通事故対策につい
て、その効果は大きい。

事業
評価

交通対策費 高齢者運転免許証自主返納支援
事業費

2,192 2,762 2,762 0

197 197 0

私設防犯灯設置費補助 2,138 2,112 26

事業
評価

　公設防犯灯の適正な維持管理ができた。

事業
評価

差引
事業内容(成果･実績)・評　価(流用額含む)

この補助制度により、H24～H30の7か年で2,578基が整備されており、市内の多くの区・町において
防犯灯の設置が進んだ。省エネ効果と経費削減にも役立っている。

(H29) A B A－B

2,300

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

防 災 対 策 課
(単位：千円)

予算額
決算額

一般管理費 公設防犯灯管理費 118
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一般会計主要施策

9 1 1 ○ 奥能登広域圏事務組合規約に基づく負担金
◇人件費

・消防長　1名分
出身消防署を置く市町が50％を負担し、残り50％を当該市町を除く関係市町が人口割で負担

・予防課・警備課・情報指令課職員　21名分
関係市町が人口割で負担

・消防長・予防課・警防課及び情報指令課の職員を除く本部消防吏員　3名分
輪島市が100％負担

◇人件費を除く経費
・本部職員派遣研修費　　関係市町が人口割で負担
・その他の経費　　輪島市が50％、残りを輪島市を除く市町で人口割で負担

○ 奥能登広域圏事務組合規約に基づく負担金
消防署及び消防分署に関する経費は、その所在する市町で負担

○ 特殊化学消防ポンプ車の整備

9 1 2 ○ 消防団の運営補助等
【 8節：報償費】
・消防団退職団員記念品　112千円
・石川県消防操法大会出場分団奨励金　100千円
【19-3節：補助金・交付金】
・分団運営費補助　一人あたり10,000円×420名(団員実人数)　4,200千円
・消防団本部運営費補助　1,270千円

消防操法大会関係　198千円、消防団役員視察研修　570千円、スポーツ大会外　502千円

○ 消防団員費用弁償(平成26年9月に改正)
【9-2節：特別旅費】
・防御を伴う水災害：1回につき3,500円
・その他の場合：1回につき2,500円
・上記のうち、長時間に渡り心身に著しい負担を与えると市長が認める場合：1回につき5,000円
H30実績：15,683千円(H29実績：16,560千円　平成28年度実績：16,495千円)

非常備消防費 消防団活動費 22,095 23,830

奥能登広域圏事務組合
輪島消防署負担金

493,113 554,843 554,843

事業
評価

消防団員の費用弁償と消防団の運営費を補助するにより、消防団の安定的維持、強化を図っていく
必要がある。

2,465

事業内容(成果･実績)・評　価

132,571 0

0

防 災 対 策 課
(単位：千円)

決算額

B

差引

21,365

常備消防費

(流用額含む)

(H29) A A－B

奥能登広域圏事務組合
消防本部負担金

123,495 132,571

前年度
決算額

予算額
款 項 目 目の名称 事業名

- 2 -



一般会計主要施策

9 1 2 ○ 自主的に消防活動を行う組織への育成補助
・婦人消防隊員福祉共済掛金(4月加入)一人あたり800円×223名(隊員実人数)　179千円
・女性防火クラブ連合会運営費補助　190千円
・自衛消防隊小型動力ポンプ指導会運営補助　90千円

9-1-3-4-1　消防施設等整備事業費から移行(前年度決算額は消防ポンプ自動車整備にかかるもの)

○ 分団車更新費用
・輪島分団(河井分団車)　消防ポンプ自動車　15,012千円

○消防用ホース整備　1,143千円(16分団　各2本)
○町野分団纏　354千円
○需用費 外　19,231千円(消防団員等公務災害補償等組合負担金など)

9 1 3 ○

【11-1：消耗品費等】

【14-2：その他使用賃借】
・輪島市総合防災訓練における「避難体験VR」のレンタル　81千円

　
＊備蓄食料及び資機材の購入については、災害対策基金繰入金を活用

事業
評価

　継続的な備蓄食料、防災資機材の購入及び防災訓練の実施等に努める。

災害対策費 2,768 3,784 2,074

事業
評価

分団センター・消防車輌の維持管理のほか、公務災害補償制度、福祉共済制度に係る経費等を計上
し、継続的な消防団の活動を支える必要がある。

市民の防災意識の高揚と啓発を図るために、関係機関との連携強化も目的とした防災訓練に係る費用、及び
防災減災事業に係る諸経費。

1,710

事業
評価

　計画的な消防ポンプ自動車の更新により安定した消防力の維持につながり、地区住民の安全確保を
図ることができた。

一般経費 20,075 20,886 20,728 158

災害対策費

(非常備消防費) 自主防災組織育成事業費補助 464 502 459 43

B A－B

消防団等施設整備事業費 15,012 15,012 15,012 0

予算額
決算額 差引

(流用額含む)

(H29) A
款 項 目 目の名称 事業名

前年度
決算額

防 災 対 策 課

・備蓄食料の購入　　缶入りパン384缶、カレーライス240食、ひじきご飯250食、
　　　　　　　　　　きのこご飯250食　外
・避難所で使用する段ボール更衣室(1セット)　98千円

事業内容(成果･実績)・評　価

(単位：千円)

事業
評価

　福祉共済制度の掛金や運営費等に助成を行い、組織の育成を図った。

- 3 -



一般会計主要施策

9 1 3 ○

◇
【19-1節：国県等の負担金(市が負担すべき費用の1/2相当分)】

・

　＊30,000円×1/2×56名＝840千円
【19-2節：その他負担金(市単独負担分)】

・H30実績 防災士資格取得者 79名　負担総額 1,248千円(県1/2補助分＋市単独負担分)
・H29実績 防災士資格取得者 23名 うち 市単独負担対象 3名 負担総額 289千円

【自主防災活動助成金】

【19-3節：補助金・交付金】
・H30実績  32組織に補助  補助総額　2,786千円
・H29実績　28組織に補助　補助総額　1,738千円
・H28実績　42組織に補助　補助総額　2,712千円
＊当該補助事業については、災害対策基金を活用

○ 防災上緊急を要する事業や災害復旧(対策)工事の実施、災害時の応急対策費
【災害復旧事業費補助金】

【19-3節：補助金・交付金】
・H30実績   3件 　683千円
・H29実績   8件 2,208千円
・H28実績   3件   900千円
＊当該補助事業については、災害対策基金を活用

(災害対策費) 自主防災活動支援事業費 2,500 7,829 6,608 防災士養成講座受講費用の市の全額負担、及び自主防災活動に対する補助により、自主防災組織の結成及
び活動の活性化を目指す。

防災士の資格取得に係る費用(講座受講料、テキスト代、試験料等)を全額負担

H30にあっては、防災士のいない地区で防災士資格を取得する人及び女性で防災士資格を取得す
る人に対し、係る費用の1/2を県が負担するかたちだが、一旦は県が全額立て替えるため、総費
用の1/2に当たる市負担分を県に支払う。

　自主防災組織の活動に際し、防災資機材の購入、消火器具置場の整備、資機材保管のための倉庫
設置等に対して補助を実施。

事業内容(成果･実績)・評　価(流用額含む)

A B A－B

3,022

　暴風豪雨等により被害を受けた、又は受ける恐れがある住宅を有する市民に対して、当該復旧費又
は防止工事費の一部を補助(上限30万円)

事業
評価

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

(H29)

1,221

2,208防災対策事業費 3,867 845

防 災 対 策 課

款 項 目 目の名称 事業名

国又は県の災害復旧事業又は防止対策工事の対象とならない小規模な事業に対し支援するもので、
継続して行っていく必要がある。

(単位：千円)

事業
評価

防災士については79名が新たに資格を取得し、H30末時点で総数699名、うち女性防災士数は178名
(25.0％)である。自主防災組織の結成率が約70％であることから、引き続き自主防災組織結成を促
し、地域防災力を高めたい。

- 4 -



一般会計主要施策

9 1 3 ○

【11-5節：修繕料】
・屋外拡声子局等の修繕　11件　1,307千円

【13-2節：その他委託料】
・防災行政無線施設保守管理業務(Jアラート含む)　　1,836千円

【19-1節：国県等の負担金】
・総合防災情報システム管理運営費　289千円
・防災行政無線(衛星系)設備利用料　399千円
・防災行政無線(衛星系)保守管理費　 60千円

○ 新たな防災情報伝達システムを整備するため、基本計画作成業務を委託した。
【13-2節：その他委託料】

・輪島市防災情報システム基本計画作成業務　3,586千円

○ 原子力災害防護施設に係る維持管理費
・陽圧化装置保守点検業務委託(年2回点検)　356千円
・消防用設備保守点検業務委託(年2回点検)　216千円
・自家用電気工作物保安管理業務(2ヶ月に1回の点検)　83千円　
・施設機械警備業務委託　　62千円
・放射線量計測値監視サービス業務委託　　389千円
・地下タンク内部清掃及び漏洩検査業務　　187千円

原子力防護施設管理費 1,532 1,899 1,676

防災行政無線整備事業費 3,994 3,586 408

事業
評価

事業
評価

223

(災害対策費)

予算額
決算額 差引

6,828 6,439防災行政無線管理費 6,611

B A－B

事業
評価

新たな防災情報伝達システムの整備に向け事業を進捗させているところだが、現設備の老朽化による修繕
件数が増えてきている。新システムの整備を控え、どの程度修繕するかの見極めが課題である。

　本市にとって最良の新たな防災情報伝達システムが整備できるよう、迅速かつ着実に事業を進める必要が
ある。

　万一の原子力災害に備え、定期的な設備の点検を実施した。
　今後も継続して行っていく必要がある。

款 項 目 目の名称 事業名

防 災 対 策 課
(単位：千円)

389

事業内容(成果･実績)・評　価

災害発生時やその他において、市民に対し警報注意報等の気象情報や避難勧告等の発令、その他様々な行政
情報等の周知を図るための防災行政無線の維持管理費を計上する。

前年度
決算額 (流用額含む)

(H29) A
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一般会計主要施策

9 1 3 ○

【13－2節：その他委託料】
・土砂災害ハザードマップ修正業務　4,007千円
・次年度繰越　4,100千円

○

【15－1節：工事請負費】
・全国瞬時警報システム(Jアラート)新型受信機設置工事　1,890千円

9 1 4

○ 防火水槽新設2基
規　格　等 設置場所 金額(千円)

耐震性貯水槽　40㎥級Ⅱ型
下山町 7,186

門前町栃木 9,079

事業
評価

　要望の多い防火水槽の新設に対し、国の補助採択関係で対応できない状況にあることが課題としてある。

　住民の安心安全に必要な緊急情報の発信のため、引き続き機器の適正な維持管理が必要である。

消防施設費 消防施設等整備事業費 12,466 16,265 16,265 0 H30から消防団装備に関しては9-1-2-6-1消防団等施設整備事業費に移行(前年度決算額は防火水槽新設にかか
るもの)

Jアラート新型受信機整備事業費
1,890 1,890 0 緊急情報受信から防災行政無線の自動起動に要する時間短縮を図るため、新型受信機の整備を行った。

事業
評価

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評　価(流用額含む)

(H29) A

(単位：千円)

4,100

款 項 目 目の名称 事業名

(災害対策費) ハザードマップ作成事業費 8,107 4,007

事業
評価

　新たなハザードマップを住民に配布することで、避難に対する考え方や日頃の備えを周知できる。

　土砂災害ハザードマップの修正(避難経路または避難方向の明示、土砂災害警戒区域の更新、指定避難所及
び指定緊急避難場所の更新等)を行う業務委託。当初H30、H31の2カ年で行う計画だったが、平成30年7月豪雨
などを受け、H31分を早期に着手するため3月補正で予算化した。

B A－B

防 災 対 策 課

- 6 -



一般会計主要施策

2 1 6 ○ のと里山空港の利用促進を図るため、PR活動を始め、各種施策を実施した。

・のと里山空港利用促進同盟会負担金
・のと里山空港ふるさとタクシー運行支援負担金
・のと里山空港ターミナルビル内コルトン看板の設置
・のと里山空港利用促進輪島市協議会負担金

1)地元イベントでのPR(市民まつり等)
2)首都圏等でのPR
3)市民向け企画旅行　搭乗座席数　84 席

・のと里山空港誘客促進事業負担金 (前年度　 9,599 千円)
　のと里山空港＆宿泊ダブル利用促進キャンペーン事業(期間：11/1～翌2/28)

「輪島ふぐクーポン券(3,240円)」の発行、及びプロモーションの展開
搭乗座席数　 9,220 席

・輪島市のと里山空港利用促進助成金 (前年度　25,058 千円)
　輪島市民ののと里山空港利用に対する助成

搭乗座席数　12,636 席　 (前年度　11,663 席)

○

能登スマートドライブプロジェクト協議会負担金

○

補助制度 1キロワット当たり7万円、30万円を上限
補助対象 太陽光モジュールの公称最大出力2キロワット以上
補助件数       4 件
補助金交付額 (前年度　9 件　2,487 千円)

(流用額含む)
(H29) A B

企 画 課

A－B

(単位：千円)

差引

企画費 のと里山空港利活用促進事業費 46,004 53,222 52,451 771

事業
評価

14,996 千円

4,429 千円

事業
評価

27,053 千円

首都圏や地元イベントでのPR活動、首都圏からの誘客促進事業、企画旅行の実施などを通じて搭乗率の向
上を図ることができた。今後も引き続き、空港利用、市内宿泊者数の増加、食のブランド化に向けた各種取り
組みを推進していく。

款 項 目 目の名称 事業名
決算額

前年度
決算額

予算額

317新エネルギー推進事業費

事業内容(成果･実績)・評価

2,527 1,540 1,223 石川県・能登4市5町・トヨタ自動車が連携し、能登の主要観光スポット等に電気自動車の充電器を設置し、環境負
荷の少ない電気自動車の普及と能登の交流人口拡大を目的とした取り組みを行った。

　太陽光については、年々売電価格が低下し、申請件数も減少傾向にある。

1,154 千円
1,359 千円

新エネルギーの普及・啓発、環境負荷軽減に資するため、住宅用太陽光パネルの設置に対し補助金を交付し
た。

1,183 千円

40 千円

1,000 千円

- 7 -



一般会計主要施策

2 1 6 ○

【旧制度】　(H26.9.30以前に転入)
　市内に転入後、1年間の就業期間を満たした者に奨励金交付
　・Ｙターン者　5万円×最大5ヶ年
【現行制度】(H26.10.1以降に転入)
　市内に転入後、１年間の就業期間を満たした世帯等に奨励金交付
　・ＵＩターン世帯　30万円(申請者)、2人目20万円、3人目以降10万円加算
◆交付決定者数

2 1 8 ○ 定期船「ニューへぐら」の運行欠損に対し補助金を交付し、島民等の足の確保を図った。

へぐら航路助成費 (前年度　3,502 千円)
交付先 へぐら航路株式会社

収益 国庫補助
費用 石川県補助
損失 輪島市補助

利用者数 人 (前年度　8043.5 人)
※小人　0.5人換算

○

・ 貨客船建造監理業務
・ 貨客船建造業務委託

6,000 千円

23,999 千円

10,100 千円Ｉターン世帯

定期船「ニューへぐら」の老朽化が著しいことから、新造船の建造を行った。

6,210 千円
523,838 千円

　ＵＩターン者助成実績は、直近3年間30～40件で推移している。労働力人口の減少は重要課題であり、今後も
移住定住の促進を図っていきたい。

13 件

94,070 千円
▲ 67,069 千円

事業
評価

16,650(企画費) 移住・定住促進事業費 16,898

1,856

へぐら航路助成事業費 3,679

1,05915,591

6,833.5

6,807 6,148

6,000 千円

27,001 千円 37,070 千円

28 件

企 画 課

事業
評価

　県内唯一の離島航路として島民のみならず、訪れる観光客等の離島への移動手段を確保できた。

3,092 千円

(単位：千円)

700 千円
1,500 千円

交通対策費

へぐら航路造船事業費 179,075 532,991 531,135

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29) A B A－B

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

「公設民営方式」を採用し、市が代わって新船を建造し、へぐら航路㈱に貸し付けることによって、同航路の
安定的かつ持続的な運営を図る。

659

事業
評価

住宅賃貸・改修・購入支援者

Ｕターン世帯
Ｙターン者 14 件

5 件

ＵＩＹターン者に奨励金を交付し、移住定住の促進を図る。また住宅賃貸・改修・購入の支援などを行った。

- 8 -



一般会計主要施策

2 1 8 ○ バス路線維持のため、バス運行事業者に対し補助金・負担金の交付を行った。

・一般生活路線運行費補助金 (前年度　55,559 千円)
　交付先　北鉄能登バス(株)

【収支】 【財源内訳】
収益  石川県補助
費用  輪島市補助 (前年度　 1,839 千円)
損失  志賀町補助

　交付先　北鉄奥能登バス(株)
【収支】 【財源内訳】

収益  石川県補助
費用  輪島市補助 (前年度　53,720 千円)
損失  他市町補助

 自己資金

・のらんけバス運行負担金 (前年度　13,917 千円)
　交付先　北鉄奥能登バス(株)

【収支】
収益
費用
損失

　利用者数 (前年度　43,163 人)

・その他修繕料等経費

2,662 千円
9,337 千円

▲ 7,274 千円

56,438 千円
65,212 千円

3,761 千円

▲ 161,595 千円

事業内容(成果･実績)・評価

130 千円

15,730 千円

36,429 人

58,625 千円

11,921 千円

2,425 千円
2,187 千円

226,807 千円
53,865 千円

74,485

2,063 千円

19,491 千円

39,371 千円

事業
評価

　地域住民の生活の足として、路線バス、コミュニティバスの運行により維持できた。年々利用者数の減少によ
り欠損額が増大している。路線バスについてはスクールバスとの統合、コミュニティバスについては、路線の見
直しの検討が必要である。

▲ 15,730 千円

(交通対策費) 70,414 74,543 58バス路線運行維持対策事業費

A－B

前年度
決算額

予算額

企 画 課
(単位：千円)

差引
(流用額含む)

(H29) A B
款 項 目 目の名称 事業名

決算額
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一般会計主要施策

2 1 8 ○

受託者：北鉄奥能登バス(株)
自家用有償旅客運送業務委託料

委託料以外の経費
燃料費
修繕料・消耗品費等 (タイヤ・オイル交換等)

○

対　象：回数券、シルバー・通勤・通学定期
補助率：1/2

1,393
1,058

2,357

6,259

2,680

安代原・西円山
5,444

895
1,067

1,128

1,125

合計

定期券
シルバー
通勤

147

1,246 千円

事業
評価

高齢者の運転免許返納制度の導入により、今後ますます増加が見込まれる運転免許を持たない高齢者の
生活の足の確保を図る。

市内コミュニティバスとの運賃格差の是正、高齢者の外出支援及び高校生通学補助の拡充を図るため、生活路
線バスの運賃補助を実施。(H30.9月～)

668
356
105

891路線バス運賃助成事業費 8,501 7,610

自家用有償旅客運送事業費 6,846 7,208

深見・六郎木
二又・入山

コース別年間利用者数(人)

7,610
3,434

45524
550

通学
合計 1,300

事業
評価

　門前地域における交通空白地帯の解消、高齢者の外出機会の創出が図れた。他の地域においても運行に
対する要望があることから、検討していく必要がある。

23枚綴
35枚綴

回数券

277 千円

公共交通の空白地帯を解消するために、門前地区でおでかけバスによる自家用有償旅客運送を実施。

助成額(千円)

1,274

5,266 千円
前年度

1,897

猿橋・小石

(交通対策費) 6,789 419

種類

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

(単位：千円)
予算額

A B A－B

件数(件)

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29)

企 画 課
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一般会計主要施策

2 1 10 ○ 自主放送番組 本
(内訳)

・ 放送課職員制作 本
・ 委託制作 本 千円

(内訳)
ニュース番組「わじままるごと情報局」 本 千円
保育所紹介番組「すくすくわじまっこ」 本 千円
漆芸美術館紹介番組「うるしうるわし」 本 千円
輪島市民まつり2018・麦屋節全国大会 2 本 千円
輪島市民まつり演奏会 1 本 千円
輪島市民文化祭 2 本 千円
少年の主張「輪島大会」 1 本 千円
輪島市小学生「合唱の集い」 本 千円

・ 番組購入等
「輪島の夏祭り2018」番組放送使用権購入 1 本 千円
「北國新聞ニュース・プラス」番組供給料 1 チャンネル 千円

○ 同時再送信
・ 地上デジタル放送 6 チャンネル
・ BSデジタル放送 チャンネル

配信料(11チャンネル) 千円
・ CS放送 チャンネル

番組購入費(21チャンネル) 千円
○ 工事請負費 千円

(内訳)
・ 千円
・ 千円
・ 千円

・ 千円
・ 千円
・ 千円
・ 千円
・ 千円

○ 自主放送配信ヘッドエンド設備更新工事 千円
(工事概要)

・

○ 千円
(工事概要)

・ 輪島市役所サブヘッドエンドの光ファイバ増幅器(EDFA)設備更新　
・ 文字放送・データ放送・Ｌ字放送設備更新

年次計画をたて計画的に設備を更新し安心・確実に契約者へサービスを提供している。
事業
評価

　地上デジタル放送・BS放送・CS放送・インターネットサービスを安定的に契約者へ提供すると共に、輪島市
情報チャンネルの番組内容の充実を図り加入促進に努めている。

ケーブルテレビ整備事業費

事業
評価

放 送 課

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

(単位：千円)

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

決算額 差引

53,395 5

188,514 194,629 189,828 4,801

23,922 53,400

引込新設、引込移設、引込撤去工事　173件

1,253

17,107

光送信設備及び文字放送・データ放送・L字放送設備更新工事 36,288

OFDM変調器、自主放送多重化装置、HDエンコーダ、自主放送コントロールサーバ等の設備更新

1,750

1,234
ケーブルテレビ伝送路変更工事

330

1,128

3,849
24,404

4,717

予算額

10,349
ケーブルテレビ伝送路撤去工事
その他の移設、復旧、新設等工事　35件

ケーブルテレビ費 ケーブルテレビ運営費

33

216

1,102
13

97

1

960

270

195

4,746

643

2,485

97

2,245
12

11

26

三井(能登空港IC)支障移転工事

84

150

65

1,488

97

ケーブルテレビ伝送路設備更新工事
石川県が施行する一般国道249号の道路改良工事に伴う
輪島市設備移設補償工事
ケーブルテレビ伝送路移設工事(その10)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 1 ○

道路台帳補正業務委託(台帳図・調書の補正、地形図データ修正等) N=1式 C=

8 2 2 ○

凍結防止剤等、光熱水費、燃料費、通信運搬費、手数料
除雪車両・消雪施設等修繕料
除雪費(作業委託、機械借り上げ)
県消雪施設維持管理負担金
県市道まがき線消雪剤散布負担金
工事請負費

合計
〔参考〕実施工事

市道美谷1号線　区画線補修工事 L=2,150m C=
河内橋　橋梁添架物補修工事 N=1式 C=
町野地区　橋梁添架物補修工事 N=1式 C=

○

〔内訳〕

2件(者) C=
1件(者) C= )

土 木 課

事業
評価

事業
評価

除排雪費

8,424千円

　道路台帳は道路法で調製・保管が義務づけられており地方交付税算定の基礎資料ともなっている。既存台
帳に対し、新規市道認定・修正があった路線の台帳補正を行うことにより、円滑な道路管理事務につなげるこ
とができた。

210,967千円 61,820千円

冬期の安全で円滑な道路交通を確保するため除排雪体制の充実を図るとともに市道の除排雪を実施

土木総務費 道路台帳整備費 6,934 8,424 8,424 0

道路橋梁維持費 79,225 13,923

道路除排雪機械購入費補助 1,867 4,766 4,766 0

93,148233,954
【H30】

347千円
1,078千円 889千円

6,745千円 3,597千円
12,779千円 9,316千円

【H29】

961千円

　「冬期間交通確保計画」に基づき除排雪体制を整え円滑な除排雪に努めた。今後も安定した除排雪の実施
に努める。

除排雪体制を維持するため市道の除排雪業務を行う事業者が保有する除排雪機械の更新及び増強に要する経費
に対し費用の一部を助成。(補助率1/3、上限額4,000千円)

3,256千円
233,954千円 79,225千円

1,890千円

1,831千円
464千円

1 5,000千円 3,333千円 1,667千円

495千円

自己資金 市補助金
㈲清廣園緑化

1,667千円合計補助件数

対象経費

事業
評価

　公共事業費の削減等により民間事業者が保有する除雪機械の購入・更新が進まず除排雪体制の維持が難
しくなっている。市道の除排雪業務を行う事業者に対し経費助成することにより除排雪体制の確保を図った。

工事路線及び新規・廃止・変更認定された路線に関して道路台帳を補正。

交付先

(※前年度補助実績 3,100千円

台数

A－B
事業内容(成果･実績)・評価

決算額
(流用額含む)款 項 目 目の名称 事業名

(H29)

前年度
決算額

予算額

A B

㈲髙安重機 1 9,300千円 6,200千円

差引

3,100千円
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 2 ○

道路・河川愛護作業謝礼金 191地区
小規模修繕 94件
市道管理等業務委託(草刈り、崩土除去等)
原材料費(常温合材等)
光熱水費(外灯等電気料)
現場用消耗品、土地賃借料、手数料
調査等業務委託
通路舗装事業補助金
備品購入費 -
工事請負費

合計
〔参考〕実施工事等
市道清太郎水の上線外1路線　道路修繕工事 L=9.0m C=
市道まがき線　側溝修繕工事 L=17m C=
市道合平線　道路修繕工事 A=118㎡ C=
市道西円山線　舗装修繕工事 L=160m C=
市道貝吹線　側溝修繕工事 L=8.0m C=
市道道下北町線　側溝修繕工事 L=3m C=
市道大川川西線　区画線補修工事 L=3400m C=
市道二又川2号線　横断溝修繕工事 L=21m C=
市道亀部田2号線外1路線　側溝修繕工事 L=22m C=
市道栃木田子線　側溝修繕工事 L=30m C=
市道中段2号線外1路線　区画線補修工事 L=800m C=
市道水守・房田線外1路線　区画線補修工事 L=1700m C=

款 項 目

(道路橋梁維持費)

土 木 課

目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

57,693 57,658 35

A B A－B

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

4,252千円

道路の異常等を日常的に確認し交通に支障を及ぼさないよう市道の維持管理を実施
【H30】

4,011千円

64,816千円

475千円

57,658千円

6,349千円
1,869千円

5,127千円

1,296千円

699千円 594千円

道路橋梁維持費 64,816

11,778千円
100千円

167千円 -

40,113千円

【H29】

1,026千円

32,241千円
652千円

11,367千円

1,838千円

1,308千円
205千円

724千円

事業
評価

723千円
286千円

2,722千円

　道路施設の維持補修に努めた。施設の老朽化が進むなか、市民要望の増加や住民の高齢化により協働作
業(清掃・除草等)が困難になってきていることから、市道の安全確保には今後ますますの費用増加が見込ま
れる。

572千円
1,231千円

1,210千円
475千円

842千円 -
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 2 ○
(防災・安全交付金)

橋梁定期点検業務 町野町外 N=16橋 C=
橋梁定期点検業務　その2 三井町 N=34橋 C=
橋梁定期点検業務　その3 門前町 N=20橋 C=
橋梁定期点検業務　その4 門前町 N=28橋 C=
おさよトンネル点検業務 門前町 L=1,359ｍ C=
木ノ葉トンネル点検業務 輪島崎町 L=20ｍ C=
長谷の澗隧道点検業務 門前町鹿磯 L=126ｍ C=

合計 C=

小型除雪機械購入補助費 ○自主防災組織の小型除雪機械購入経費に対し費用の一部を助成。(補助率1/2、上限額500千円)

〔内訳〕

輪島市山ノ上町自主防災組織
興徳寺自主防災組織
北谷町自主防災組織
大西山防災組織
輪島市西山町小西山地区自主防災組織
輪島市石休場町自主防災組織
和親会(門前町和田)
西二又町自主防災組織

8件(者) C=

8 2 3 ○

(道路橋梁維持費)

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

土 木 課

予算額
決算額

470千円

274千円

9,385千円

市補助金

240千円480千円

470千円

差引

(H29) A B
(流用額含む)

道路橋梁定期点検事業費 38,124 49,604 49,604 0

158

755千円
548千円

　市民の命と暮らしを守るため、道路施設及び道路付属物の総点検を実施し必要な対策を戦略的に推進して
いる。橋梁・トンネルについては法律により5年サイクル点検を義務づけられているため、今後とも計画的に点
検を行っていく。

道路橋梁整備費 県道路事業負担金 25,283 3,151 3,150 1

橋梁・トンネルの修繕及び維持管理を計画的に行うため、定期的な点検・診断を実施

231千円

交付先

49,604千円

430千円

600千円

A－B

230千円

　石川県が実施する市内国県道の整備費用を一部負担することにより、広域幹線道路の整備を図った。今後
も県事業進捗にあわせ費用負担することにより、安全・安心・快適な交通環境の確保を目指す。

合計補助件数
461千円

300千円

12,852千円
1,134千円

236千円
378千円
274千円

9,882千円

2,713 2,555

300千円

自己資金
470千円

234千円
377千円

2,555千円

石川県が実施する道路事業に対し所定の割合で事業費を負担。

事業内容(成果･実績)・評価

対象経費
940千円

4,881千円
8,716千円

430千円

2,754千円

240千円

事業
評価

事業
評価

860千円

事業
評価

人口減少・少子高齢化が進行し、除雪困難地域が増える中、各地区の自主防災組織が迅速に除雪できる体
制づくりが構築された。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 3 ○
市道　駅前大平線　側溝改修工事 L=7.0m C=
市道　打良木西脇線　側溝改修工事 L=6.0m C=
市道　小田屋東山里線　側溝改修工事 L=36.0ｍ C=
市道　河井町・川岸線　側溝改修工事 L=15.0m C=
市道　稲荷町3号線　側溝改修工事 L=6.5m C=
市道　惣領1号線　側溝改修工事 L=39.0ｍ C=
市道　深田上本市線　道路改良工事 L=10.0m C=
市道　宅田1号線　舗装新設工事 L=50.0m C=
市道　申ヶ場線　側溝改修工事 L=7.0m C=
市道　時国8号線　道路改良工事 L=54.0m C=
市道　深見12号線　舗装改修工事 L=38.3m C=
市道　深見3号線　側溝改修工事 L=4.0m C=
市道　真久線　道路改良工事 L~22.0m C=
市道　小田屋・東山・里線　道路改良工事 L=23.0m C=
市道　粟蔵6号線　道路改良工事 L=30.0ｍ C=
市道　輪島崎8号線　側溝改修工事 L=26.4m C=
市道　輪島崎7号線　側溝改修工事 L=24.4m C=
市道　鵜山大滝線　側溝改修工事 L=39.0ｍ C=
市道　鵜入2号線　側溝改修工事 L=3.0m C=
市道　宮地線　側溝改修工事 L=26.0ｍ C=
市道　中4号線　道路改修工事 L=4.0m C=
市道　上山3号線　側溝改修工事 L=3.0m C=
市道　滝又2号線　道路改修工事 L=35.0m C=
市道　広江2号線　側溝改修工事 L=7m C=
市街地歩道改良工事 L=4.0m C=
市道　洲衛1号線　安全施設設置工事(ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ) N=1基 C=
市道　釜屋谷2号線　側溝改修工事その2 L=4.0m C=
市道　小伊勢1号線　安全施設設置工事(ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ) N=1基 C=
市道　中7号線　側溝改修工事 L=53.0ｍ C=
市道　名舟4号線　安全施設設置工事(ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ) N=1基 C=
市道　二又川2号線　横断溝改修工事 L=6.0ｍ C=
市道　黒島北山手線　集水桝新設工事 L=6.0m C=
市道　金蔵2号線　側溝改修工事 L=30.7ｍ C=
輪島市通路舗装補助金(金蔵区)

34,983 32,024 31,657 367 道路の利便性の向上、安全性の確保を図るため市道の整備、改良等を実施

目の名称 事業名項 目

(道路橋梁整備費)

土 木 課

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

款

111千円

562千円

680千円
281千円
907千円

378千円

1,768千円
432千円

745千円

389千円

756千円

事業
評価

　補助事業の採択基準に満たない地元要望に対し、一定の基準をもうけたうえで弾力的な事業を実施し、生
活道路の利便性向上を推進した。現在も要望が多いことから、今後とも市内全体を視野に、必要性や地域の
バランスを考慮し整備を行っていく必要がある。

378千円

518千円

道路橋梁整備事業費

308千円

270千円

259千円
562千円

308千円

1,523千円

508千円
1,389千円

1,395千円

1,015千円

302千円

5,530千円
3,078千円

1,628千円

972千円

1,942千円

162千円
378千円

594千円

494千円

1,135千円
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 3 ○
(防災・安全交付金)

市道重蓮2号線　側溝改修工事 L=32.0m C=
市道新橋通2号線　側溝改修工事 L=100.0m C=
市道稲荷町4号線　側溝改修工事 L=62.0m C=
市道重蓮2号線　側溝改修工事　その2 L=24.5m C=
市道東中尾北谷線　舗装改修工事 L=53.0ｍ C=
市道釜屋谷2号線　側溝改修工事 L=86.0m C=
市道市ノ坂2号線　道路改良工事 L=60.0m C=
市道杉平1号線　道路改良工事 L=30.0m C=
市道中6号線　舗装工事 L=105.0m C=
市道杉平1号線　舗装工事 L=70.0m C=
市道市ノ瀬2号線　道路改良工事 L=216m C=
市道市ノ瀬2号線　道路改良工事その2 L=119.5m C=
市道下黒川1号線　道路整備工事 L=120m C=
市道鵜山大滝線　道路改良工事 L=55.0ｍ C=
市道内屋貝吹線　道路改良工事 L=151ｍ C=
市道市ノ坂5号線　道路改良工事 L=30.0ｍ C=
市道新保2号線　道路改良工事 L=100.0ｍ C=
市道内屋貝吹線　舗装工事 L=100.0ｍ C=
市道内屋貝吹線　道路改良工事　その2 L=151.0ｍ C=
市道下黒川1号線　舗装工事 L=123.0ｍ C=
市道市ノ坂5号線　道路改良工事　その2 L=100.0ｍ C=
市道市ノ坂5号線　舗装工事 L=100.0ｍ C=
市道新保2号線　舗装工事 L=60.0ｍ C=
市道内屋貝吹線　道路改良工事　その3 L=80.0ｍ C=
補償費 C=
事務費(人件費) C=
調査設計委託料(市道市ノ坂9号線外) C=

(道路橋梁整備費)

19,926千円

7,236千円
5,033千円
3,715千円
2,300千円
2,484千円
3,349千円

2,214千円

155,561 12,906

983千円
2,743千円

1,080千円
3,418千円
3,349千円
3,353千円

土 木 課

8,640千円
2,700千円

款 項 目 目の名称 事業名

道路橋梁整備事業費 129,844 道路の利便性の向上、安全性の確保を図るため市道の整備、改良等を実施

1,134千円
3,489千円

差引

内 繰越明許
12,906

A－B
(流用額含む)

予算額

168,467

決算額

B

4,224千円
9,934千円
9,892千円

940千円

30,370千円

4,482千円

2,900千円
5,681千円

A

前年度
決算額
(H29)

9,992千円

事業内容(成果･実績)・評価
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 3 ○
(社会資本整備総合交付金) 市道名舟尊利地線　道路整備工事 L=80.0ｍ C=

市道深田4号線　道路改良工事 L=100.0ｍ C=
市道深田4号線　道路改良工事　その2 L=100.0ｍ C=
市道深田4号線　舗装工事 L=100.0ｍ C=
補償費 C=
事務費(人件費) C=

○
市道川西・桶戸線　舗装改修工事 L=73.0ｍ C=
市道西山1号線　舗装改修工事 L=45.7ｍ C=
市道小池下山線　舗装改修工事 L=89.0ｍ C=
市道深見2号線　舗装改修工事 L=50.0m C=
市道石休場1号線　舗装改修工事 L=130m C=
市道久川中島線　舗装改修工事 L=128m C=
事務費(人件費) C=

○
(都市再生整備計画事業) 河原田川周辺整備工事(安全施設工その1) L=321.4ｍ C=

河原田川周辺整備工事(安全施設工その2) L=282.1m C=
河原田川周辺整備工事(安全施設工その3) L=379.9m C=
河原田川周辺整備工事(舗装工その1) L=300.0ｍ C=
河原田川周辺整備工事(舗装工その2) L=300.0ｍ C=
河原田川周辺整備工事(舗装工その3) L=150.0ｍ C=
河原田川周辺整備工事(水路工) L=289.0m C=
事務費(人件費) C=

5,700千円

1,663千円

2,700千円

1,466千円

13,200千円

0

1,717千円

9,285千円

3,536千円
4,193千円

1,811千円
756千円

道路の利便性の向上、安全性の確保を図るため市道の整備、改良等を実施

款 項

土 木 課

61,800

72,382千円

内 繰越明許

0

4,555千円

A－B

3,282千円

3,210千円

133,640

5,498

97,233

10,993

128,130

A B
事業名目 目の名称

87,343(道路橋梁整備費) 97,233

(H29)
(流用額含む)

決算額
予算額前年度

決算額

13,000千円

13,600千円

事業
評価

　地域間を連絡する道路もしくは集落から主道路へつながる重要な生活道路を対象とし、舗装の修繕を行っ
た。今後とも地域の生活を支える重要路線の安全・安心な通行を確保するため事業を継続していく。

66,330

事業内容(成果･実績)・評価
差引

道路の利便性の向上、安全性の確保を図るため市道の整備、改良等を実施

10,993

6,600千円

道路橋梁整備事業費

(地方創生道整備推進交付金)

道路橋梁整備事業費

道路橋梁整備事業費

370千円

道路の利便性の向上、安全性の確保を図るため市道の整備、改良等を実施

7,200千円

61,800

4,330千円
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 3 ○
(市道深谷滝町線)

事務費(人件費) C=
調査設計委託費 C=

○
(防災・安全交付金) 市道本市線　法面対策工事 L=16.0m C=

市道中1号線　落石対策工事 L=25.0m C=
市道深見2号線　法面対策工事 L=21.2m C=
市道山辺田村線　法面対策工事 L=32.0m C=
市道大久保1号線　落石対策工事 L=60.0m C=
市道西円山線　法面対策工事 L=15.0ｍ C=
市道本市線　法面対策工事その2 L=20.0m C=
事務費(人件費) C=
調査設計等委託料 C=
補償費 C=

○
(防災・安全交付金) 市道谷口滝又線　谷谷内2号橋耐震補修工事 N=1式 C=

市道別所谷3号線　東橋　橋梁補修工事 N=1式 C=
市道鳳至町・河井町線　いろは橋　橋梁補修工事 N=1式 C=
調査設計等委託料(町野町徳成　瀬戸橋補修) N=1橋 C=
事務費(人件費) C=
手数料等 C=

5,454千円

115千円

3,100千円
2,400千円
5,523千円

　老朽化する道路ストックを適切に維持管理できるよう、道路施設及び道路付属物の総点検を実施し必要な
対策を戦略的に推進している。橋梁長寿命化は国の重点施策であり、市の対策状況を対外的に発信する必
要もあることから重点的に事業を実施した。

9,180千円
25,293千円

273千円

5,727

117,748

5,727

81,550

B
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A

決算額 差引

事業
評価

(道路橋梁整備費)

5,551千円

37,028

38,243千円

20,088千円

産業廃棄物管理型最終処分場の建設工事用道路となる市道深谷滝町線の整備を実施

10,206千円

0

163,632 45,884

45,884
内 繰越明許

内 繰越明許

38,800千円

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

168,593 橋梁の安全性を確保するため橋梁長寿命化計画をもとに橋梁長寿命化対策を実施橋梁長寿命化対策事業費

道路災害防除事業費

道路橋梁整備事業費

予算額

A－B

110,847

389千円

3,600千円

18,500千円

土 木 課

87,043

道路の安全性・防災力の向上を図るため市道法面等の防災対策を実施

81,550 20,023千円

3,780千円
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 3 ○
(防災・安全交付金)

市道三井駅前通線　消雪施設改修工事 L=48.5ｍ C=
事務費(人件費) C=

○
(防災・安全交付金)
(繰越明許) 市道内屋貝吹線　道路改良工事 C=

市道内屋貝吹線　道路改良工事その2 C=
市道内屋貝吹線　舗装工事 C=
市道中6号線　道路改良工事その2 C=
市道房田1号線　道路改良工事その2 C=

○
(社会資本整備総合交付金)
(繰越明許) 市道名舟尊利地線　道路整備工事 C=

9,990千円
1,847千円
9,677千円
5,254千円

16,493 3,207

33,032 道路の利便性の向上、安全性の確保を図るため市道の整備、改良等を実施

0 道路の利便性の向上、安全性の確保を図るため市道の整備、改良等を実施

　消雪装置のポンプ及び揚水パイプが老朽化により機能が低下し散水量不足であったが、改修工事を実施す
ることにより、消雪に必要な散水量を十分確保でき住民の交通の安全に寄与できた。

A

事業
評価

33,032 0

15,606 15,606

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

6,264千円

15,606千円

3,207 0(道路橋梁整備費)
冬期間の歩行者や通行車両の安全を確保するため、老朽化にともない散水機能が低下した消雪施設の改修を実施

3,107千円

B A－B

差引
予算額

決算額
(流用額含む)

土 木 課

道路橋梁整備事業費

消雪施設改修事業費

道路橋梁整備事業費

事業内容(成果･実績)・評価

100千円

- 19 -



一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 3 ○
(防災・安全交付金　補正分) 事務費(人件費) C=
(繰越明許) 市道鈴屋・寺山線　法面対策工事 C=

市道小田屋東山里線　法面対策工事その２ C=
市道駅西通線　道路照明灯改修工事その２ C=
市道内屋貝吹線　側溝改修工事 C=
市道金蔵線　側溝改修工事 C=
市道俊兼山手線　舗装改修工事 C=
市道西山１号線　舗装改修工事 C=
市道小伊勢・二ツ屋線　側溝改修工事 C=
市道二俣大久保線　舗装改修工事 C=
市道南町６号線　側溝改修工事 C=
市道杉平1号線　道路改良工事 C=
市道五十洲吉浦線　法面対策工事その２ C=
市道清太郎水の上線　側溝改修工事その２ C=
市道内保伏坂線　側溝改修工事 C=
市道田村１号線　側溝改修工事 C=
市道道下深見線　法面対策工事 C=
市道西中尾線　舗装改修工事 C=
市道道下御仮屋線外１線　側溝改修工事 C=
市道浅生田清土線　道路改良工事 C=
市道東大野６号線　側溝改修工事 C=
市道曽々木２号線　側溝改修工事 C=
市道寺山２号線　舗装改修工事 C=
市道西山１号線　法面対策工事 C=
市道小田屋東山里線　側溝改修工事 C=
市道名舟１号線　法面対策工事 C=
市道美谷２号線　法面対策工事 C=
市道小池下山線　法面対策工事 C=
市道本町１号線　舗装改修工事 C=
市道大和１号線　側溝改修工事 C=
市道舘小石線　側溝改修工事　その３ C=
市道本内正仏線　舗装改修工事 C=
市道五十洲深見線　法面対策工事 C=
市道舘小石線　側溝改修工事その２ C=
市道尊利地１号線　舗装改修工事 C=
市道五十洲吉浦線　舗装改修工事その２ C=
市道中野屋線　舗装改修工事 C=
市道門前中学校線　道路照明灯改修工事 C=
市道道下黒島線　道路照明灯改修工事 C=
市道二又川中央線　道路照明灯改修工事 C=
市道舘本市線　道路照明灯改修工事　その2 C=

(道路橋梁整備費)

1,199千円
2,246千円
5,292千円

道路橋梁整備事業費

(流用額含む)

3,805千円

A

4,601千円

594千円
1,080千円

594千円

2,571千円

3,183千円

2,387千円
3,686千円

5,076千円

事業内容(成果･実績)・評価

2,181千円

3,875千円

9,088千円
4,235千円

1,512千円
2,515千円
4,999千円
5,289千円

2,905千円

A－B

道路の利便性の向上、安全性の確保を図るため市道の整備、改良等を実施

2,769千円

5,501千円

6,195千円
1,177千円

1,566千円
1,991千円
5,002千円

9,041千円

2,388千円
5,346千円
1,876千円

2,024千円

1,803千円

差引

6,018千円
4,018千円

5,400千円

5,335千円

決算額
予算額

土 木 課

648千円

7,733千円

B

183,413 183,413 0

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 3 市道舘本市線　道路照明灯改修工事 C=
(防災・安全交付金　補正分) 市道道下深見線　道路照明灯改修工事　その2 C=
(繰越明許) つづき 市道松風台線　道路照明灯改修工事 C=

市道まがき線　道路案内標識設置工事 C=
市道まがき線　道路案内標識設置工事その2 C=
市道粟蔵13号線　舗装改修工事 C=
市道房田2号線外1路線　舗装改修工事 C=
市道横地2号線　側溝改修工事 C=
市道山ノ上4号線　側溝改修工事 C=
市道市ノ瀬5号線　側溝改修工事その2 C=
市道小伊勢1号線　側溝改修工事 C=
市道駅前大平線　舗装改修工事 C=
市道宅田2号線　舗装改修工事 C=
市道皆月百成大角間線外1線　舗装改修工事 C=
市道西院内3号線　舗装改修工事 C=
市道洲衛与呂見線　舗装改修工事 C=
市道塚田久手川線　道路照明灯改修工事 C=
市道市役所前通線　道路照明灯改修工事 C=
市道別所谷2号線　舗装改修工事 C=
市道河井町川岸線　道路照明灯改修工事 C=
市道打越2号線　側溝改修工事 C=
市道桜木線　側溝改修工事 C=
市道粟蔵井面線　道路照明灯改修工事 C=
市道馬渡1号線外1路線　舗装改修工事 C=
市道走出田村線　道路照明灯改修工事 C=
市道鈴屋・寺山線　側溝改修工事 C=
補償費 C=

○
(都市再生整備計画事業) 調査設計委託費 C=
(繰越明許) 河原田川周辺整備工事(舗装工)(繰越明許) C=

河原田川周辺整備工事(舗装工その４)(繰越明許) C=
河原田川周辺整備工事(舗装工その５)(繰越明許) C=
河原田川周辺整備工事(舗装工その６)(繰越明許) C=
河原田川周辺整備工事(舗装工その７)(繰越明許) C=
河原田川周辺整備工事(水路工その４)(繰越明許) C=
河原田川周辺整備工事(水路工その５)(繰越明許) C=
河原田川周辺整備工事(付帯工)(繰越明許) C=
市道マリンタウン1号線　道路照明灯設置工事(繰越明許) C=
市道マリンタウン2号線外道路照明灯設置工事(繰越明許) C=
市道本町1号線外1路線　舗装改修工事(繰越明許) C=

1,143千円
486千円

356千円
497千円

702千円
6,480千円

(道路橋梁整備費) 道路橋梁整備事業費

2,888千円

886千円

1,080千円
1,080千円

1,577千円

1,253千円
1,253千円
1,048千円

8,412千円
756千円

1,080千円

1,177千円

724千円

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

決算額

土 木 課

2,992千円
508千円

680千円

599千円

1,890千円

74,646 道路の利便性の向上、安全性の確保を図るため市道の整備、改良等を実施

499千円

1

292千円

1,458千円

74,645

1,026千円
1,015千円

事業内容(成果･実績)・評価
A－B

差引
予算額

(流用額含む)
A

7,952千円

B

9,952千円

6,660千円
7,952千円

7,631千円

3,391千円
6,188千円
4,559千円

5,580千円

道路橋梁整備事業費

5,612千円
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 2 3 ○
(防災・安全交付金) 市道本市線　法面対策工事 C=
(繰越明許) 補償費 C=

8 2 4 ○
市道西二又1号線　安全施設設置工事 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ L=23.0ｍ C=
市道下山3号線　安全施設設置工事 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ L=13.0ｍ C=
市道西の端3号線　防護柵設置工事 防護柵 L=46.0ｍ C=
市道西山2号線　安全施設設置工事 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ L=21.0ｍ C=
市道西山10号線　安全施設設置工事 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ L=21.0ｍ C=
市道吉浦線　安全施設修繕工事 防護柵 L=11.0ｍ C=
市道西山10号線　安全施設設置工事その2 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ L=20.0ｍ C=
市道西山2号線　安全施設設置工事その2 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ L=25.0ｍ C=
市道鳳至丁6号線　安全施設設置工事 ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ N=1基 C=
市道大町線外1線　安全施設改修工事 防護柵 L=16ｍ.46ｍ C=
小規模修繕 7件 C=

8 3 1 ○
消耗品、光熱水費、修繕費 C=
作業委託(除草、倒木撤去、護岸補修等) 16件 C=
普通河川　大川　中州除去業務委託 N=1式 C=
普通河川　中屋川　中州除去業務委託 N=1式 C=
普通河川　矢代川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　牛尾川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　田長川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　内屋川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　縄又川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　深見川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　浅生田川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　谷内和田川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　中野屋川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　栃木川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　二又川川　中州除去業務 N=1式 C=
普通河川　神田川　河川工事(護岸工) L=25.0m C=

356千円

道路の利便性の向上、安全性の確保を図るため市道の整備、改良等を実施10,083 10,083 0

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

予算額
決算額 差引

(流用額含む)
A

6,400 6,400

B A－B

784千円
486千円

事業
評価

　河川の中州除去、樹木伐採、除草等を行うことにより、災害発生の防止、正常な河川機能の維持を図ること
ができた。

475千円

367千円
410千円
454千円
475千円
475千円
486千円

116千円
1,727千円

100千円
99千円
93千円

464千円

9,000 8,739 261 河川の機能維持を図るため整備、修繕を実施。

事業
評価

　ガードレールや区画線の整備・修繕を行い道路利用者の安全を確保した。今後もパトロール等を実施し施設
整備を図る。

313千円

河川費 河川維持費 8,882

238千円

529千円

453千円

540千円

1,242千円

6,400 0

土 木 課

事業内容(成果･実績)・評価

9,727千円

756千円

交通安全施設整備費 交通安全施設整備事業費

(道路橋梁整備費)

1,728千円

562千円
670千円
562千円

535千円

道路災害防除事業費

事故防止のためガードレール、カーブミラー等の交通安全施設の整備、修繕を実施。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 3 2 ○
県急傾斜地崩壊対策事業負担金 C=

県実施箇所：広江、古屋2号、杉平3号、出川、岡本、山本町1号

○
〔宅田地区〕
県単急傾斜地崩壊対策工事　宅田地区 吹付法枠工 A=134㎡ 外 C=
事務費(人件費、消耗品) C=

〔古田上野地区〕
県単急傾斜地崩壊対策工事　古田上野地区 待受擁壁工 L=18.4m C=
事務費(人件費、消耗品) C=

県単急傾斜地崩壊対策事業費

(流用額含む)款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29) A B A－B

予算額
決算額 差引

　急傾斜地崩壊危険箇所に崩壊防止事業を実施することにより住民の安全を図ることができた。

12,010千円
262千円

付近住民の安全確保を目的に急傾斜地崩壊危険箇所に崩壊防止工事を実施

事業
評価

　石川県が実施する急傾斜地崩壊対策事業費を一部負担することにより、住民の安全を図ることができた。

土 木 課

事業内容(成果･実績)・評価

事業
評価

8,003千円
175千円

13,247 5,273

5,273

20,45056,360

急傾斜地崩壊対策費 石川県が実施する急傾斜地崩壊対策事業に対し所定の割合で事業費を負担。
13,247千円

18,032 18,520

20,450 0

内 繰越明許
県急傾斜地崩壊対策事業負担金
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一般会計主要施策
(単位：千円)

11 2 1 ○

平成30年災害　第75号　普通河川七見川　河川災害復旧工事 L=10.0ｍ C=
平成30年災害　第76号　普通河川徳成谷内川　河川災害復旧工事 L=14.0ｍ C=
平成30年災害　第77号　普通河川小西山川　河川災害復旧工事 L=44.0m C=
平成30年災害　第263号　普通河川渋田川　河川災害復旧工事 L=15.0m C=
平成30年災害　第264号　普通河川渋田川　河川災害復旧工事 L=26.0ｍ C=
平成30年災害　第266号　普通河川七見川　河川災害復旧工事 L=13.0ｍ C=
平成30年災害　第268号　普通河川谷坂川　河川災害復旧工事 L=20.0ｍ C=
平成30年災害　第377号　普通河川鈴屋川　河川災害復旧工事 L=6.0ｍ C=
平成30年災害　第378号　普通河川馬場川　河川災害復旧工事 L=29.0ｍ C=
平成30年災害　第379号　普通河川馬場川　河川災害復旧工事 L=16.7ｍ C=
平成30年災害　第380号　普通河川渋田川　河川災害復旧工事 L=57.4ｍ C=
平成30年災害　第382号　普通河川尊利地川　河川災害復旧工事 L=18.0ｍ C=
平成30年災害　第383号　普通河川菰沢川　河川災害復旧工事 L=5.0m C=
平成30年災害　第384号　普通河川市ノ坂川　河川災害復旧工事 L=10.0ｍ C=
平成30年災害　第385号　普通河川皆月川　河川災害復旧工事 L=38.6ｍ C=
平成30年災害　第388号　普通河川深見川　河川災害復旧工事 L=6.0ｍ C=
普通河川小西山川　河川災害応急復旧工事 L=44.0ｍ C=
普通河川皆月川　河川災害応急復旧工事(大型土のう設置) N=50袋 C=
普通河川渋田川　河川災害応急復旧工事 L=30.2m C=
平成30年災害　第78号　市道浅生田大町線　道路災害復旧工事 L=9.0ｍ C=
平成30年災害　第79号　市道亀部田2号線　道路災害復旧工事 L=12.0ｍ C=
平成30年災害　第80号　市道鬼屋西中尾線　道路災害復旧工事 L=21m C=
平成30年災害　第81号　市道上山5号線　道路災害復旧工事 L=10.0ｍ C=
平成30年災害　第82号　市道申ヶ場線　道路災害復旧工事 L=9.0ｍ C=
平成30年災害　第83号　市道西山8号線　道路災害復旧工事 L=110.0ｍ C=
平成30年災害　第269号　市道浅生田大町線　道路災害復旧工事 L=8.0ｍ C=
平成30年災害　第270号　市道二又川2号線　道路災害復旧工事 L=6.0ｍ C=
平成30年災害　第271号　市道日野尾鬼屋線　道路災害復旧工事 L=12.0ｍ C=
平成30年災害　第272号　市道六郎木線　道路災害復旧工事 L=18.0ｍ C=
平成30年災害　第273号　市道清沢馬渡線　道路災害復旧工事 L=12.0ｍ C=
平成30年災害　第389号　市道名舟1号線　道路災害復旧工事 L=13.0ｍ C=
平成30年災害　第390号　市道石休場1号線　道路災害復旧工事 L=7.0m C=
平成30年災害　第391号　市道中1号線　道路災害復旧工事 L=8.0m C=
平成30年災害　第392号　市道興徳寺3号線　道路災害復旧工事 L=7.0m C=
平成30年災害　第393号　市道暮坂線　道路災害復旧工事 L=20.0ｍ C=
平成30年災害　第394号　市道皆月百成大角間線　道路災害復旧工事 L=21.0ｍ C=
平成30年災害　第395号　市道道下深見線　道路災害復旧工事 L=18.0ｍ C=
市道名舟1号線　道路災害応急復旧工事 L=13.0ｍ C=
事務費(人件費) C=

土 木 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額

現年発生土木施設補助災害復旧
事業費

100,032 280,637 162,641

差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B

117,996 豪雨等により被災した土木施設の復旧を図るため国庫補助災害復旧事業制度により災害査定をうけた事業につい
て災害復旧事業を実施。内 繰越明許

A－B

108,427 2,851千円
3,834千円

1,900千円
3,500千円
3,434千円

12,800千円

3,942千円
1,199千円

1,700千円
2,376千円
1,800千円
1,500千円
9,000千円
1,400千円

3,132千円

1,577千円
2,787千円

10,200千円
1,600千円

土木施設
災害復旧費

事業
評価

　豪雨等により被災した土木施設の復旧を行い、土木施設の機能を維持管理することができた。

1,404千円
1,760千円
1,400千円
1,858千円

2,200千円
1,242千円

2,149千円

23,425千円

4,518千円
2,400千円

7,052千円
10,152千円
2,700千円
3,454千円

8,277千円
1,922千円

810千円

11,800千円
1,890千円
1,696千円
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一般会計主要施策
(単位：千円)

11 2 1 ○

公共土木施設(輪島地区)巡視点検業務委託
公共土木施設(門前地区)巡視点検業務委託
作業委託(崩土除去等)
書籍、杭等
設計業務委託
工事請負費

合計

〔参考〕実施工事等
市道久川中島線　側溝復旧工事 L=100.0m C=
市道山是清1号線　側溝復旧工事 L=60.0ｍ C=

B

事業
評価

　土木施設の巡視点検を行い、異常箇所の早期発見から土木施設の機能維持を図ることができた。

1,927千円

予算額
決算額 差引

(流用額含む)款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29) A

2,592千円
14,875千円 43,520千円

1,296千円
1,296千円

29,405千円
52千円 226千円

648千円 10,746千円

332千円 356千円
14,818

事業内容(成果･実績)・評価
A－B

182千円 195千円
11,734千円

現年発生土木施設単独災害復旧
事業費

14,875 61,000 43,520 17,480 公共土木施設災害復旧国庫補助の適用をうけるための日常点検業務等を実施するとともに国庫補助対象とならな
い災害復旧事業を実施。内 繰越明許

(土木施設
災害復旧費)

土 木 課

【H29】 【H30】
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 1 2 ○ 既存木造住宅の耐震改修にかかる経費の一部を助成。
補助対象　 S56.5.31以前に建築された木造住宅。

① 1戸あたり限度額　 千円
・ 上部構造評点の判定値を1.0以上とする工事

② 耐震診断
・ 1戸あたり限度額 千円

【H29】 【H30】
一 般 型 5 件 千円 一 般 型 4 件 千円
簡 易 型 4 件 千円

5 件 千円 9 件 千円
計 千円 計 千円

③ 千円

都 市 整 備 課

(H29) A
事業内容(成果･実績)・評価

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

B A－B
款 項 目 目の名称 事業名 (流用額含む)

3/4

建築総務費 既存建築物耐震改修促進事業費 5,850 9,930 8,430 1,500

一般型
補助率 10/10

90 補助率

1,500

件数
5,000

400
耐震診断 450 耐震診断 810

件数 補助額 補助額
6,000

既存建築物耐震改修促進業務委託

5,850 6,810

事業
評価

これまで一般型86件、簡易型486件、耐震診断118件を実施。能登半島地震より10年以上経過したが、耐震
化率の向上が鈍化しているので、耐震改修の普及・啓発を目的として住宅訪問等を建築士会輪島支部に委
託。また、今年度より一般型の上限を1,500千円に増額、簡易型を廃止。今後もより補助制度の周知を図り、耐
震改修の促進に努める。

1,620
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 1 2 ○空家等利活用補助金制度の実施
① 危険建築物除却費　    危険と認定した建築物の解体 限度額 千円 補助率1/2
②　登録空家購入費　 空き家データベース登録空家の購入　 限度額 千円 補助率1/2
③　登録空家改修費 空き家データベース登録空家の改修 限度額 千円 補助率1/2

件
件
件
件

○公共施設の除却
① 旧旅館施設の解体
② 旧保健福祉施設の解体 （R1.9末完了予定。繰越明許45,400千円）
③ その他公共施設の解体

○ 公共施設の除却設計
解体費用の積算のため除却設計を実施
公共施設5ヶ所

○ 危険建築物に対する行政代執行の実施
小田屋町1件　・　鳳至町下町1件

○ 空き家データベースの運営事業における補助金
交付先：輪島市空家等活用推進協議会

〇 空家等対策審議会委員報酬等 千円

○ 空き家等対策計画策定業務委託の実施
市内全域の空き家情報を把握するため地図情報と連携したデータベースの作成

246,805

款 項 目

空家等対策事業費

目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
(流用額含む)

(H29)

(建築総務費) 6,878

A

500

決算額 差引

B A－B

192,642 54,163
内　繰越明許

1,000
1,000

都 市 整 備 課

事業内容(成果･実績)・評価

2 2,000

48,532

【H30】 件数 補助額
除却費 61 23,193 千円

千円
改修費 2 1,402 千円
合計 65 26,595 千円

購入費

事業費 8,824 千円

事業費 110,665 千円
事業費 30,200 千円

事業費 4,240 千円

計 149,689 千円

事業費 11,250 千円

7,025 7,025

562

事業
評価

補助金制度開始による危険建築物の解消および空家利活用の促進が図られた。
防犯・防火および景観改善につながるため引き続き対応していく。

306

千円

0空家等対策事業費

事業
評価

　市内に約2,000件の空き家を把握し、その中の危険空き家に対して行政指導実施にむけた準備が整う。

(繰越明許)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 1 2 ○ 多世代交流拠点の設置など「生涯活躍のまちづくり」に資する事業の経費の一部を補助。
①生涯活躍のまちづくり計画推進事業

調査、計画策定及び事業の実施に関する事業 補助率　10/10(上限45,000千円)
②空き家再生等推進事業

空き家住宅等を改修・活用する事業 補助率　2/3
③都市再構築戦略事業

中心拠点誘導施設の整備に関する事業 補助率　2/3

○ 危険ブロック塀撤去等補助金制度の実施
① 危険ブロック塀等撤去 限度額 千円 補助率1/2
② 板塀等設置(景観に配慮したもの) 限度額 千円 補助率1/2

件
件
件

8 4 1 ○ 輪島港県事業負担金 千円

県単港湾改良事業(導流堤等整備) 千円 千円
航路泊地安全対策事業(泊地浚渫等) 千円 千円
港湾修繕費(側溝補修等) 千円 千円
港湾改修費(桟橋補修) 千円 千円
港湾補修費(桟橋補修) H29繰越分 千円 千円

千円 千円

款 項 目

(建築総務費)

目の名称
予算額

決算額
(流用額含む)

(H29) A B

都 市 整 備 課

事業内容(成果･実績)・評価
前年度
決算額事業名

生涯活躍のまちづくり事業費 10,000 10,000 0

差引

A－B

H30 実施事業 補助金額(千円)
1件 中心拠点誘導施設(複合型)整備事業 10,000

ブロック塀撤去費等補助

事業
評価

多世代が交流できる社会福祉施設、商業施設等の多機能を有する複合型施設の整備及び経営を行う事業
者に補助を行うことで、市街地の賑わい創出並びに交流人口の拡大及び地域活力の維持・増進を図ることが
できた。

453 398 55

【H30】 件数 補助額

100
100

千円
千円

撤去費 4 206
設置費 2

9,033 8,769 264港湾費

192
6 398 千円合計

事業
評価

　危険なブロック塀の早期発見および改善を図るとともに街並み景観にも配慮することにつながっている。

対象事業費 負担率 負担額
県港湾事業負担金

8,160 2,040

4,650
6,760

0.25

11,877 8,769
事　業　名

0.45
0.25

2,093
1,690

1,146
1,800
8,769

0.15
0.15

計

7,641
12,000
39,211

事業
評価

　港湾施設の計画的な改修や補修を実施しており順調に進捗している。今後も必要予算の確保について関係
機関との調整を行う必要がある。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 5 1 ○ 輪島景観重点地区における修景整備事業補助。
補助率 上限額 千円

馬場崎・駅前地区
鳳至上町地区 1 件 千円
總持寺周辺地区
まんなか地区 2 件 千円 1 件 千円
間垣の里地区(大沢･上大沢)

2 件 千円 2 件 千円

○ 民間事業者が行う地域防災施設整備事業に係る経費の一部を補助。
地域防災施設整備事業

マリンタウン地内に地域防災施設を整備する事業者に整備費の一部を補助 補助率　1/4

○ 都市計画基礎調査業務委託の実施
都市計画法第6条に基づく、本市の人口、産業、土地利用、交通などの現況及び将来の
見通しを定期的に把握するための調査

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

決算額 差引

1/3

(流用額含む)
(H29) A B A－B

都 市 整 備 課

事業内容(成果･実績)・評価

38,137 4,238

輪島景観重点地区 【H29】

予算額

500
都市計画総務費 景観推進事業費 1,000 1,000 1,000 0

【H30】

500

1,000

本市の人口推移や土地・建物の利用現況などを把握することができた。本市の各施策等の検証資料及び将
来の都市計画に調査結果を反映させていく。

1,000 500

長山地区
計 1,000

修景整備事業に補助を行うことで、統一的なまちなみ景観を整備することができた。今後も制度を周知し、ま
ちなみ景観の保全に努めていく。

マリンタウン地域防災施設整備
費補助 内　繰越明許

4,238

事業
評価

地域防災施設の整備に補助を行うことで、マリンタウン周辺の津波等発生時の避難場所の確保及び防災機
能の向上に一定の効果が期待できる。

42,375

事業
評価

都市計画基礎調査費 8,170 8,170 0

事業
評価
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 5 2 ○ 一本松総合運動公園、鳳来山公園、健康ふれあい広場の維持管理 千円

全体
除草作業 千円
トイレ管理 千円
光熱水費 千円
修繕(備品・外灯等)・消耗品等 千円

一本松総合運動公園
灯篭管理 千円
ライトアップ 千円
立木管理 千円

鳳来山公園
設備管理 千円
立木管理 千円

健康ふれあい広場
駐車場ゲート管理 千円
芝生管理 千円
遊具管理 千円

款

190

項 目

都 市 整 備 課

目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
(流用額含む)

(H29) A

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価

B A－B

公園費 公園管理費 8,327 9,853 9,663 9,663

2,123
543
784
828

90
70

689

69
290

742
3,219

216

事業
評価

　市民の憩いの場である都市公園等の管理を行い、老朽化した設備の改修や危険木の伐採を行うことで、安
全で利用しやすい公園を維持することができた。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 5 4 ○ 街路事業負担金 千円
・ 社会資本整備総合交付金(防災安全・旧市街地整備)

(都)河井町横地線整備事業 千円 千円
(都)河井町横地線整備事業 千円 千円
(都)河井町横地線整備事業(補正分) 千円 千円

千円 千円
前年度決算額 千円

・ 県単街路事業

(都)河井町横地線整備事業 千円 千円
(都)釜屋谷塚田線整備事業　ほか 千円 千円

千円 千円
前年度決算額 千円

○ 市街地中心部の道路整備により、市民や観光客の利便性の向上、安全性の確保を図る。
(都)本町宅田線

計画延長　L=300ｍ　W＝12ｍ
うち繰越分

建物補修  N=14件 C= C=
用地補償 N=17件 C= C=
工事費 N=2件 C= C=
委託料 N=7件 C= C=
事務費(人件費) C= C=

合計 C= 合計 C=

○ 市が人口密度を維持したい区域(居住誘導区域)内における住宅の新築補助
居住誘導促進事業
・ 居住誘導区域に自己の居住用の住宅を新築する者に建設費の一部を補助

補助率　10/10 上限額　 千円

目款 項

2,000 2,000

(流用額含む)

内　繰越明許
128,720

決算額 差引

0.22580,000

目の名称

県街路事業負担金

A B A－B

予算額
事業名

前年度
決算額

街路事業費

0.225

(H29)

67,470 81,864 81,864 0

0

18,000

計

80,701
66,075

計

事　業　名 対象事業費 負担率 負担額

81,864

都 市 整 備 課

事業内容(成果･実績)・評価

都市再構築戦略事業費 570,205 441,485

0.275
189,570
72,900

42,653
20,048

128,720

342,470

570,205千円

4,650

2,790
1,860

事　業　名 対象事業費

1,395

0.25
0.25

698

336,618千円 89,942千円
128,171千円 13,312千円
25,466千円 25,466千円

事業
評価

事業
評価

1,000
補助件数 建設地

2,0006名2件
河井町　　　　　1戸

465

負担率 負担額

1,163

60,750千円 0千円

中段町　　　　　1戸

19,200千円
128,720千円

居住誘導区域内での個人住宅の建設に補助を行い市街地への居住を誘導することで、市街地の人口密度
の維持に一定の効果があった。

誘導人口 金額(千円)

0千円

　(都)本町宅田線を整備するため、建物移転補償に取り組んだ。地域の生活を支える重要路線の安全・安心
な通行を確保するため早期の完成を目指し事業を継続していく。

事業
評価

　都市再構築戦略事業費との連携により市街地における回遊性及び交通の利便性の向上を図るための街路
事業を実施しており、道路網の形成に向けた進捗を図ることが出来た。今後も必要予算の確保について関係
機関との調整を行う必要がある。

居住誘導促進事業費
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 7 1 ○ 市営住宅の維持管理を図る。

管理戸数436戸　
輪島地区(青葉ヶ丘、夕陽ヶ丘、二勢、久手川、中浜、大倉)
門前地区(本市、舘、道下、広岡、松風台、さくら)
災害住宅(マリンタウン、宅田、横地、松風台、日野尾、清水東、清水西、道下東町)

・ 市営住宅管理人報酬(6人) 千円
・ 市営住宅未納家賃訴訟業務、支払督促手数料等 千円
・ 市営住宅管理にかかる消耗品費(消火器・冊子「公営住宅管理必携」等) 千円
・ 市営住宅管理にかかる電気料、水道料 千円
・ 市営住宅管理にかかる修繕費(給湯器・ディスポーザ取替等) 千円
・ 市営住宅管理にかかる火災共済掛金 千円
・ 公営住宅総合管理システム保守業務 千円
・ 公営住宅総合管理システム管理機能追加・改修作業 千円
・ 市営住宅貯水槽清掃業務(青葉ヶ丘・二勢・久手川) 千円
・ 市営住宅樹木剪定業務 千円
・ 市営住宅水道開閉栓手数料等 千円
・ 市営住宅跡地管理にかかる草刈り業務 千円
・ 市営住宅清掃業務等 千円
・ 市営住宅消防設備保守点検業務 千円

(青葉ヶ丘・夕陽ヶ丘・二勢・久手川・さくら)
・ 市営住宅電気温水器取替修繕費(5台　青葉ヶ丘・二勢) 千円
・ 市営住宅火災警報器取替工事 千円

(青葉ヶ丘・夕陽ヶ丘・中浜・本市・舘・道下・広岡・松風台)
・ 市営住宅駐車場区画線補修、立看板設置等 千円
・ 二勢住宅昇降機保守点検業務 千円
・ 二勢住宅ディスポーザシステム排水処理槽維持管理業務 千円
・ 大倉住宅浄化槽修繕工事 千円
・ 大倉住宅浄化槽清掃及び保守点検業務 千円
・ 事務費 千円

BA

予算額

A－B

1,805
2,497

款 項 目

346

106

都 市 整 備 課

718
367

331
1,335

328

246

1,374
1,205

222

9

差引決算額

住宅管理費

前年度
決算額

27,410 21,538 21,529

(流用額含む)
(H29)

1,014

766
346
263

事業内容(成果･実績)・評価

123

公営住宅管理費

目の名称 事業名

事業
評価

7,033

497
247
360

　市営住宅の設備の定期点検及び改修により、入居者の居住性・安全性等の維持・向上を図ってきた。今後
は点検を強化し、計画的な改善により長寿命化を図っていく。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 7 1 ○ 移住促進住宅の維持管理を図る。

管理戸数：世帯ルーム6戸、シェアルーム6戸18部屋、体験ルーム1戸、パブリックルーム1戸

・ 需用費 千円
・ 役務費 千円
・ 委託料 千円
・ 使用料及び賃借料 千円
・ 負担金 千円
・ 給水設備工事 千円

8 7 2 ○ 市営青葉ヶ丘住宅の外壁を長寿命化改修するとともに、ガス給湯器の住戸を電気温水設備へと
改修し、建物の保全と生活環境の向上を図る。

青葉ヶ丘住宅 13棟110戸 延床面積 A=9,128㎡
構造 RC-3 築年数 18年～22年

・ 市営青葉ヶ丘住宅外壁改修(外断熱等)
補助率　　国庫補助　50/100

H28～H29 実施設計 H30～R4 改修予定
・ 市営青葉ヶ丘住宅設備改修

H30～R4 改修予定　 対象　6棟50戸

・青葉ヶ丘住宅外壁改修工事(4棟33戸) 千円
・青葉ヶ丘住宅外壁改修工事監理業務 千円
・青葉ヶ丘住宅設備改修工事(3棟10戸) 千円
・事務費(人件費) 千円

○ 市営住宅の長寿命化を図るため、長寿命化計画に基づいて改修工事を実施する。

・二勢住宅設備改修工事 千円
・二勢住宅非常灯灯具改修工事(Ｅ棟・Ｗ棟) 千円
・大倉住宅改修工事(Ａ棟・Ｂ棟) 千円
・大倉住宅設備改修工事 千円

14,505

款 項 目

864
11,340

82,716

64

10
218

2,516

　住宅の修繕や設備の点検等により入居者の居住性・安全性等の維持・向上を図ることができた。

912

3,251

1,300

移住促進住宅管理費 798 3,794 0

公営住宅ストック総合改善事業
費 内　繰越明許

3,794

公営住宅長寿命化対策事業費 20,131 20,131 0

(住宅管理費)

　外壁改修工事はH29に実施設計が完了し、H30より事業に着手した。建物の状況から適切な時期に事業に
着手できたと考えており、今後も計画的に改修工事を進めていく。

　今年度実施した改修工事により、住宅の長寿命化や、今後の維持管理費の節減が見込まれる。今後も計画
的な改善により長寿命化を図っていく。

事業
評価

1,155
7,085

事業
評価

74

住宅建設費 3,640 110,727 96,220

事業
評価

8,640

予算額
決算額

(流用額含む)
(H29) A B

目の名称 事業名
前年度
決算額

A－B

14,507

事業内容(成果･実績)・評価

都 市 整 備 課

差引
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一般会計主要施策

4 1 4 ○ 地元で管理している飲料水供給施設の塩素滅菌設備等の整備費補助
交付先(計4件)

北浦給水利用組合(門前町飯川谷) 円
貝吹簡易水道組合(門前町貝吹) 円
上大沢水道組合(上大沢町) 円
上大沢水道組合(上大沢町) 円

款 項 目

事業
評価

人口減少が進む中、地元で管理している飲料水供給施設の老朽化に伴う施設の更新費用について地元住民
の負担を軽減することができた。

目の名称
前年度
決算額事業名

(単位：千円)
上 下 水 道 局

差引
(流用額含む)

飲料水供給施設整備費補助環境衛生費 2,117

予算額
決算額

(H29) A B A－B

419,000
227,000

4,000 1,990 2,010

事業内容(成果･実績)・評価

593,000
751,000
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臨海土地造成事業特別会計主要施策
(単位：千円)

2 1 1 ○ マリンタウン分譲地の販売促進及び良好な街並みを形成するための住宅建設費補助
マリンタウン街並み景観形成事業補助金
・ マリンタウン街並み景観基準により建設した住宅に対し、120万円を限度として助成
・ マリンタウン街並み景観基準によりモデル住宅建築業者に対し、300万円を限度として助成

【H29】 【H30】

款 項 目
(H29) A B A－B

予算額

マリンタウン用地販売促進事業
費

目の名称 事業名
前年度
決算額

都 市 整 備 課

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

販売促進費 30,000 38,192 38,192 0

補助件数 交付先 金額(千円) 補助件数 交付先 金額(千円)

10件 市内　9名 12,00010件 市内　8名 12,000

㈱家づくり輪島 26,1926件 ㈱家づくり輪島 18,000 9件

計

　マリンタウンにおける住宅建設費補助により、マリンタウン住宅用地の販売を促進し、良好な街並み景観形
成を図ることができた。今後は効果を継続させるため、周知の徹底を図ることとする。

30,000 計 38,192

事業
評価
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水道事業会計主要施策

1 1 1 ○ 水道未普及地域解消事業
・ 舗装本復旧工事(1工区) 円
・ 舗装本復旧工事(2工区) 円
・ 舗装本復旧工事(3工区) 円
・ 明前ポンプ場機械設備工事

円
・ 舗装本復旧工事(4工区) 円

○ 水道管路緊急改善事業
・ 舗装本復旧工事(1工区) 円
・ 水道管布設替工事(鳳至工区)

円
・ 水道管布設替工事(水守工区) 配水管(φ50)L=100.7m 円
・ 水道管布設替工事(塚田工区)

円
・ 水道管布設替詳細設計業務 円

○ その他工事等
・ 水道管布設工事(大和工区) 配水管(φ50)L=131.9m 円
・ 水道管布設工事(新橋工区) 配水管(φ50)L=45.9m 円
・ 稲舟送水ポンプ場更新工事設計業務 円
・ 市道走出田村線渡架管更新工事　　150A L=10.49m 円
・ 国道249号清水地内　渡架管更新工事 200A　L=17.09m 円
・ 遠方監視システム更新工事 円
・ その他工事等　14件 円

水道施設整備費

款 項 目 目の名称

9,180,000

予算額

(φ50)L=205.8m、空気弁設置工事N=1基、消火栓設置工事N=1基

配水管(φ250)L=242.5m、250A水管橋L=28.9m、消火栓設置工事N=1基

21,193,920

配水管布設(替)事業 298,482 233,671 205,870

事業名
前年度
決算額

9,690,840

事業内容(成果･実績)・評価

上 下 水 道 局

配水管(流入管)(φ50)L=8.9m、配水管(流出管)(φ50)L=10.1m

配水管(φ150)L=62.2m、(φ100)L=281.7m、(φ75)L=73.8m

10,763,280

5,411,880

453,600

決算額 差引

(単位：千円)

事業
評価

未普及地域解消事業を行うことにより、今まで渇水期の水不足などの不安が解消された。また、老朽管の更
新事業等を実施することにより、良質な水道水の安定供給が図られた。今後も引き続き水道水の安定供給が
図られるよう努めていく。

2,208,600

4,440,960
8,748,000
7,920,720

24,904,789

B A－B
(流用額含む)

(H29) A

13,429,800
27,801

15,369,480

2,307,960

3,643,920

6,480,000

59,721,840
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水道事業会計主要施策

1 1 2 ○ 町野地区
・ 1工区(里町地区)

円
・ 2工区(町野町広江地区外)

円
・ 3工区(里町地区外)

円
・ 4工区(渋田町地区)

円
・ 5工区(東印内町地区外)

円
・ 6工区(町野町鈴屋地区)

円
・ 舗装本復旧工事　7件 円
・ 水道管布設替実施設計業務委託 円
・ 遠方監視システム更新工事 円
・ その他工事　1件 円

〇 舳倉島地区
・ 機械・電気設備工事(翌年度繰越:73,942,000円) 円
・ その他工事　1件 円

〇 大沢地区
・ 遠方監視システム更新工事 円

配水管(φ75)L=266.5m、空気弁設置工事N=1基 6,175,440

配水管(φ100)L=586.5m、(φ75)L=333.7m、(φ50)L=73.9m

5,512,320

14,341,320

486,000

8,462,000

空気弁設置工事N=1基、消火栓設置工事N=3基

16,992,720

配水管(φ75)L=7.9m、(φ50)L=436.0m、空気弁設置工事N=1基
13,733,280

51,030,000

3,055,320

237,600

37,970,640

(H29) A B

上 下 水 道 局

橋梁添架工事(渡町橋)L=20.8m、橋梁添架工事(大下橋)L=21.5m

小型消火栓設置工事N=1基

橋梁添架工事(荒巾木橋)L=8.0m、小型消火栓設置工事N=1基 10,649,880

配水管(φ50)L=535.8m、小型消火栓設置工事N=2基

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

7,792,200

事業
評価

　老朽管の更新事業等を実施することにより、良質な水道水の安定供給が図られた。今後も引き続き水道水
の安定供給を図っていく。また、監視装置の更新を図ることにより不測の事態に備えることができた。

263,216 176,439 86,777

配水管(φ50)L=197.6m、橋梁添架工事(七軒地橋)L=20.5m

簡易水道施設整備費 生活基盤近代化事業 321,515

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

73,942
内　繰越明許

A－B

配水管(φ50)L=223.0m

(単位：千円)
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下水道事業会計主要施策

1 1 1 〇 輪島処理区
・ 公共桝設置工事　10件 円
・ 舗装本復旧工事　 3件 円
・ その他工事　　　 1件 円

〇 門前処理区・剱地処理区
・ 管渠詳細設計業務 円
・ 公共桝設置工事　 1件 円
・ その他工事　　　 3件 円

1 1 2 ○ 輪島処理区
・ 浄化センターの実施設計作成委託に関する協定 円

〇 門前処理区
・ 前処理棟脱臭設備更新工事 円

〇 農業集落排水処理区(美谷地区、三井町洲衛地区、阿岸第1地区)
・ 機械・配管設備工事 円
・ 防食工事 円
・ 実施設計業務等　4件 円

1 1 3 ○ 市町村整備浄化槽設置工事
浄化槽設置基数 26基 5人槽 22基 、 7人槽 4基

上 下 水 道 局

17,604,000

款 項 目
B

目の名称 事業名
前年度
決算額

管渠施設整備費

2,099,520

A－B

(単位：千円)

4,137,480
14,182,560

939,600

1,410

626,400

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A

7,927,200
18,900,000
5,000,400

事業
評価

下水道への新規接続向上に役立てることが出来た。引き続き下水道への普及促進を図っていく。

処理場施設整備費 65,530 56,347 9,183
3,500,000

21,018,960

管渠施設整備 41,000 39,590

処理場施設整備

浄化槽整備費

事業
評価

設備の長寿命化対策を実施し、施設の大規模な更新費用の抑制が図られた。

事業
評価

浄化槽設置基数を増やすことができ、市内全体の水洗化率向上に役立てることができた。

浄化槽整備費 35,000 34,223 777
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 2 ○

＜寄附を受けたのとキリシマツツジの概要＞
寄附者 上地キミ氏　(輪島市空熊町)
寄附理由 上地家23代目当主　故上地貢氏の遺志、高齢により管理が困難のため。
寄附内容 幅：約5m、高さ：約3m、推定樹齢：約500年

＜業務委託＞
 育成管理、土質検査、除草等(のとキリシマツツジの郷) 千円 千円
 悪天候対策、寒冷紗の設置(㈱田中組) 千円 千円

合　　　　計 千円 千円

6 1 3 ○

農 林 水 産 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

農業総務費 農村景観シンボル形成事業費 1,358 1,500 1,499 1 H25年6月に寄附を受けた「のとキリシマツツジ」を活用したシンボル形成のための維持管理を業務委託。(水や
り、殺虫、養分・堆肥補給等)を実施

【H29】 【H30】
696 837
662 662

1,358 1,499

事業
評価

寄附当時は衰弱していたが、本事業を実施することにより、しだいに木に活力が戻ってきており一定の効果
があったと判断できる。

農業振興費 農産物主産地化事業費 913 1,800 1,123 677 奨励作物(かぼちゃ、ミニトマト、小豆、小松菜、そば、自然薯)を栽培する市内に住所を有する農家団体(3戸以
上)、農業協同組合に対し、苗代20％を助成することで、奨励作物の産地化、農業経営の複合化を進め奨励作物
栽培農家の所得向上を図る。

区　分 【H29】 【H30】

農家団体等 作物名
戸数 作付面積 生産量 補助額(千円)

(kg) 事業費等

ＪＡおおぞら
輪島支店

14 41.9 15,496 194

補助額(千円)
(戸) (a) (kg) 事業費等 (戸) (a)

戸数 作付面積 生産量

13 40.2 14,918
総事業費

182
かぼちゃ 13 44.2 4,229 12 総事業費
ミニトマト

38.2 3,462
969

自己資金

ＪＡおおぞら
門前支店

ミニトマト 14

912

775 730
自己資金

36.2 9,511 238 11 25.0 6,650 177
かぼちゃ 8 64.6 4,306 9 65.6 7,026 総事業費総事業費
かぼちゃ(抑制) 0 0.0 0 1,190 0 0.0 0 883
そば 3 209.0 1,789 4 260.0 22 自己資金

952 706

ＪＡ町野町

ミニトマト 16 70.2 28,525 481 19 77.5 30,508 764
かぼちゃ 10 85.0 10,200 9 85.0 10,280
小豆 61 258.0 1,621 2,403 0
アスパラガス 1 2.0 1 2.0
自動かん水装置 1,922 3

913
3,026
1,123

事業
評価

地域振興作物の栽培普及を行った結果、生産農家の農業所得向上と経営の安定化が図られた。また、H28
年度より主産地化としてアスパラガスの取組を開始し、H30年度からは自動かん水装置設置の補助を開始。
継続的に水を確保することにより、生産者の生産意欲の向上並びに所得の向上が図られた。

66.0
補助合計

自己資金

総事業費 総事業費

自己資金

自己資金
0.0 0 3,790
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 3 ○

○

＜補助の概要及び実績＞

新たに農業経営
を開始する者

100㎡以上200㎡未満 600

453500 1

200㎡以上 1,000

100㎡以上200㎡未満

農 林 水 産 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

(農業振興費) 農業経営基盤強化支援事業費 2,404 2,800 2,562 238 市内に住所を有する農業者(3戸以上で組織された農業団体で水田耕作面積が2.5ha以上のもの)が購入する農業
用機械の購入費用を一部助成することで、農業者の経営基盤の強化及び組織的農業の促進を図る。

補助対象 補助率 上限
【H29】 【H30】

件数(件) 補助金額(千円) 件数(件) 補助金額(千円)
トラクター 1/7 500千円 2 920 3

2

1,185
田植機 1/7 300千円 5 1,484 1 300

1,077
合　　計 7 2,404 6 2,562

コンバイン 1/7 600千円

事業
評価

　共同農業生産活動の機械導入により農地の集積及び組織的農業の促進が図られた。

522 2,4783,000 　市内におけるハウスを利用した農産物の生産を促進することにより農業所得の向上及び地域農業の維持と保
全を図る。また、水稲単作農家の複合経営を推進し農業所得の安定を図る。(H24年度から3年間の実施事業であ
り、H27年度は未実施。農家等からの要望によりH28年度に事業を実施。)

市内に住所を有する者(申請時18歳以上)で、朝市、直売所等に出荷するための農産物を生産する者補助対象者
は、事業開始年度から3年間、ハウス販売実績報告書を提出することとなっている。

ハウス園芸作物チャレンジ支援
事業費

2,227

(単位：千円)
区　　分

補助率 限度額
補　　助

事業費
補助対象者 ハウス面積 棟数 金額

50㎡以上100㎡未満
2/3以内

300

50㎡以上100㎡未満
1/3以内

150 1

1,469

225
300

合　　計 2 522 1,694

事業
評価

　H30年度について、ハウスの設置が秋以降であることから、販売実績はない。H29年度については、H30.1～
H30.12までの販売実績は1,264千円であり、旧事業の輪島市ハウス農園チャレンジ支援(H24～H26)に係る販
売額が大幅に増加していることから、H29･H30年度設置分についても、今後、販売額の増加、農家所得の向
上が見込まれる。

上記以外の者
69

200㎡以上
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 3 ○

農林水産物ブランド化推進事業費補助金
(交付先：山菜ブランド化推進協議会)

○
農林水産物ブランド化推進事業費補助金
(交付先：雪割草・門前そば振興協議会)

旅費、需用費

〇 「のとてまり」の生産拡大の加速を図るため、意欲ある生産者の規模拡大や商品化率向上等
に必要な施設及び機械の導入に対して支援する。

県1/2以内　市1/6以上　JA1/6　生産者1/6
奥能登原木しいたけ活性化協議会
ビニールハウス 2棟
3,689千円　(県1,768千円　市616千円　その他1,305千円)

○

事業
評価

　地元食材を使用した給食等により、食を通じて食文化の継承等を図ることができた。

給　食 12
件数(件) 支援額(千円)

440
15

620
体験等 2 2

支援内容

地産地消推進事業費 440 620 620 0 輪島の農林水産物を輪島市で消費する「輪産輪食」運動を支援し、地産地消の機会を得ることで、地元食材の普
及促進を図る。

事 業 費 ：

事業
評価

　市特産品である行者ニンニクの育苗と肥培作業を一本化した事により、経費節減を図り、より効果的な栽培
ができた。生徒による植替えや植栽により、「雪割草」の認知度や愛着度の向上が図られた。のとてまりのハ
ウス整備を行うことにより、冬期間においても安定した出荷ができ、また袋掛け作業・温度・湿度の管理を効率
的に行うことが可能になった。

区　分
【H29】 【H30】

件数(件) 支援額(千円)

市の花に制定されている雪割草群生地を保護し、雪割草の栽培・移植活動を実施。
【H30】

200千円 200千円 200千円 200千円

事 業 内 容 ：

農 林 水 産 課

目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
A(H29) A－BB

(農業振興費) 農林水産物ブランド化推進事業
費

款 項 目

1,174 1,815 1,536 279 市の地域資源である山菜等特色ある野菜のブランド化を進めるため栽培方法や販売方法の研究に対し支援を実
施。(種苗の育成、苗の販売、山菜栽培講習会の開催等)

【H30】
総事業費 補助金額 総事業費 補助金額
1,000千円 877千円 1,000千円 720千円

【H29】

総事業費 補助金額 総事業費 補助金額
【H29】

【H30】
97千円 ―

【H29】

補 助 率 ：
交 付 先 ：

- 41 -



一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 3 ○ 新規就農開始助成金
→市外から新たに定住した新規就農者に対し助成を行うことで、農業担い手の確保を図る。

H27年度、H28年度ともに実績なし
H29年度 1名 粟野貴史 540千円(新規就農開始助成 500千円、経営安定助成 40千円)
H30年度 1名 粟野貴史 200千円(経営安定助成)

○ 農業インターンシップ

＜負担金＞ 【H29】 281千円 【H30】 101千円

○ 適切な米の需給調整を図るため、水稲作付け確認を実施(県補助率10/10)
交付先：輪島市農業活性化協議会

・認定方針作成者別の需要量の算定 ・水稲生産実施計画書用紙の作成
・生産数量目標の配分ルールの設定 ・水稲作付けの実施確認
・認定方針作成者への情報提供

○

交付先：輪島市農業活性化協議会

前年度
決算額款 項 目 目の名称 事業名

直接支払推進事業費 4,154 3,876 3,876

米需給調整定着支援事業費 0

0 農業者戸別所得補償制度の運営に必要となる対象作物の生産数量目標の設置・作付け状況の確認を実施(国補
助率10/10)

　本事業実施により、水稲生産実施計画及び作付面積確認依頼書(水稲細目書)による水稲の作付確認を行
うため活用している。生産調整においても、水稲配分面積を超過することなく実施できており、R1年産において
も県内の市町で需給調整を図りながら実施していく。

事業内容(成果･実績)・評価

事業
評価

事業
評価

　対象作物の生産数量目標の決定、作付状況の確認を実施した。

農 林 水 産 課

新規就農者助成事業費 821 1,240 301 939

261 269 269

予算額
決算額 差引

→都市住民の農作業等への従事や地元住民との交流など能登での生活を体験・研修する機会を設けることによ
り、都市住民が能登地区で就農・定住することを図る。

事業
評価

　H30年度、市で新規の受け入れはなし。住居に関してはアパートや空家の数が少ないことや研修場所へのア
クセス条件が良くないため、今後、協議会で修繕や整備についてどのように対応するのか検討が必要。

A B A－B

(農業振興費)

(流用額含む)
(H29)

→市町からの負担金を財源の一部として、奥能登地区農業インターンシップ協議会が事業を展開する。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 3 ○

＜交付金概要＞

＜交付実績＞

※集落数合計については、実集落数。 補助率：国50％、県25％、市25％
事務費　　500千円

○

対象農地：急傾斜(田1/20～・畑15度)、緩傾斜(田1/100～・畑8度)
対象行為：①農業生産活動等を継続するための活動、②体制整備のための前向きな取組
交付単価：次表のとおり(加算措置あり)

 加算措置(田1/10以上、畑20度以上が対象)
 ・集落協定の広域化 田・畑　3,000円/10a
 ・小規模・高齢化集落 田 4,500円/10a・畑 1,800円/10a
 ・超急傾斜農地保全管理加算 田・畑　6,000円/10a

※②を行わない場合は80％

補助率：国50％、県25％、市25％　(事務費、国費100％)
9,157,232 4,446,957 144【H30】 128,531 103 101 2 4,710,275

102 100 2
緩傾斜農地個別 急傾斜農地

【H29】
(職員費、委託料等)

4,692,894 4,423,645

年度
その他(千円)

集落
9,116,539 144

交付額(千円)
協定数 対象面積(㎡)

中山間地域等直接支払事業費 128,159 128,676 128,675 1

128,015

集落の人口減少等に伴い、一戸あたりの負担が増加している現況において、当事業は農業や地域を維持す
る上で重要な役割を担っており、今後も継続して支援していく必要がある。

緩傾斜
急傾斜 21,000円/10a

8 147 6,196

緩傾斜  3,500円/10a

49,048 12,262
③ 7 120 5,023 1,256 1,549

合計 75 1,8021,746 47,302 11,825 77

8,000円/10a

畑
急傾斜 11,500円/10a

② 50 683 14,089 3,522
943 28,190 7,047① 75 77

14,375 3,594
953

53 702
28,477 7,119

集落数
面積
(ha)

交付金(千円) 面積
(ha)

交付金(千円)
うち市費 うち市費

集落数

備　　考
①農地維持 3,000 畦畔除草や農道の管理

老朽化が進む農業用水路や農道等の施設の補修・更新

支払種別
【H29】 【H30】

多面的機能支払事業費 47,629 49,549 49,548 農地、用水路、農道等の地域資源の適切な保全管理等、農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るた
め、農業者を中心とした地域の共同活動を支援。

支払種別 交付金単価(円/10a)

款 項

1

③資源向上(長寿)
2,400

事業内容(成果･実績)・評価

農 林 水 産 課

B A－B

4,400

A
事業名

(H29)

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

(流用額含む)目 目の名称

(農業振興費)

②資源向上(共同) 生態系保全、景観形成等農地の多面的機能の向上に資する活動

事業
評価

中山間地域での農業生産活動をする集落等を支援(交付金の交付)することで、農業生産条件の不利を補正し集
落の維持・強化を図る。

田

事業
評価

　協定数が増加してきており、R1年度においても新たに1集落と協定を締結予定。中山間農地の維持及び耕
作放棄地の解消が見られることから、今後も継続していく必要がある。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 3 ○

補助率
　国50％
　県25％
　市25％

①
②
③
④
⑤
計

○

対象者 ・原則45歳未満 ・人・農地プランに位置づけられていること
・独立・自営農業者 ・前年の農業所得が350万円未満であること
・経営開始計画が妥当なものであること(石川県の審査あり)

6 8,561千円
交付件数 給付金 備　考

12,460千円 新規認定 1件

件数
面積
(a)

1,406

0

6

0 0

対象となる取組

事業
評価

就農時は農機等の購入に多額の費用が必要であることから、広く制度を周知し就農者が積極的に活用でき
るよう支援していく。

交付件数 給付金 備　考

青年就農給付金事業費 12,460 10,500 8,561 1,939

14,779 7,473

事業
評価

　環境に配慮した作物へのニーズの高まりもあることから、今後も継続して支援していく必要がある。

4,219
10,875 4,350 3,263 1,087

7 10,421 5,625 7 5,605 1,868
3 6,676 2,644 1,983 661 3

0
4 3,745 2,981 2,236 745 4

00 0 0 0
3,904 3,123 2,342 781

0 0
0 00 0 0

件数
面積
(a)

補助金(千円)
市費 国費・県費 市費

補助単価
(円/10a)

①化学肥料、化学合成農薬の5割低減＋カバークロップ作付

8,000
②化学肥料、化学合成農薬の5割低減＋リビングマルチ又は草生栽培
③化学肥料、化学合成農薬の5割低減＋冬期湛水管理
④有機農業(化学肥料、農薬を使用しない)

0

4,000

【H29】 【H30】

0

(農業振興費) 環境保全型農業直接支払事業費 5,625 8,175 7,473 702

補助金(千円)
国費・県費

農 林 水 産 課

事業名
前年度
決算額

決算額

(H29)
(流用額含む)

A B
事業内容(成果･実績)・評価

差引
予算額

款 項 目 目の名称
A－B

農業の持つ物質循環機能を活かし、生産性との調和等に留意しつつ、土づくり等を通じて化学肥料、農薬の使用
等による環境負荷の軽減に配慮した持続的な農業に取り組む農業者に対して助成

⑤ＩＰＭと組み合わせた畦畔の機械除草及び長期中干し

青年の就農意欲の喚起と就農定着を図るため、就農開始後の不安定な時期において最大5年間の給付金を交付
(国費100%)

【H29】 【H30】
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 3 ○ 本市の農林水産業の振興を図るため、県農林漁業まつりに出店(業務委託)。
＜委託先＞ (一財)日本海むら開発公社

(石川の農林漁業まつり出店業務委託) 【H29】 100千円 【H30】 100千円

○わじま里山里海まつり事業費補助
＜交付先＞ わじま里山里海まつり実行委員会

(農林水産業の重要性について、市民に広く周知するためのイベントを開催)

○ 農地等に被害を及ぼす有害鳥獣を捕獲した者に対し報償金を交付。
(対象有害鳥獣：イノシシ、報償額：30,000円／頭(国費分を含む。))

○

＜交付先＞ 輪島市有害鳥獣対策協議会 【H29】 5,302千円 【H30】 4,221千円

○ 視察研修費 【H30】 20千円

事業
評価

(H29) A

関係機関、関係団体との協調により、鳥獣による農林業被害を把握し、被害防止のため対策を実施する組織に
対し運営費用を助成。

302

イノシシ捕獲に対する報償金により、イノシシ捕獲数を前年度と比べて大幅に増加させることが出来た。加え
て、電気柵等購入に対する補助と組み合わせることで農作物被害の減少が期待できる。

【H29】 【H30】

農 林 水 産 課

款 項 目
前年度
決算額

予算額
事業内容(成果･実績)・評価

A－B

「わじま里山里海まつり」の開催は、市民に対して農林水産業の取り組みやその重要性について、理解を深
める機会となっている。(近年では、各農林水産業関係団体において、各分野に特化したイベントも実施されて
いる。)

214

補助金額

平成30年11月4日(日)

目の名称
B

総事業費

事業名

1,523千円 1,585千円

事業
評価

75,833 68,201

決算額 差引
(流用額含む)

9:00～14:00 9:00～14:00

(農業振興費) 1,623 1,851 1,685 166わじま里山里海まつり事業費

1,905千円 1,933千円

場　　所 マリンタウン特設会場

有害鳥獣対策事業費

マリンタウン特設会場

23,961

イベント
日　　時

平成29年10月29日(日)

7,632

交付件数 捕獲数 報償額(千円) 捕獲数 報償額(千円)
690 18,659

交付件数
2,132 63,960

【H29】 【H30】
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 3 ○ H20年度作成した計画について、国の「農用地等の確保等に係る基本指針」の変更(H27年12月)
県の「石川県農業振興地域整備基本方針」の変更(H28年11月)に伴い見直しを行うもの

＜委託先＞ 石川県土地改良事業団体連合会
＜業務名＞ 輪島市農業振興地域整備計画書策定業務
＜業務費＞ 2,344千円

計画書作成940千円　図面作成1,404千円

○ 人・農地プランにおいて担い手に位置づけられた中心経営体等が融資を活用し、経営規模の
拡大や経営の複合化等に取り組むために必要な農業用機械・施設を導入する際、融資残に
ついて補助金を交付する事により主体的な経営展開を支援する。

次の①から③により算定した額のうち一番低い額を補助
①事業費×3/10　②融資額　③事業費－融資額
有限会社ファーマー
農業用ドローン1式、播種機1台、大豆選別機1台、自走式施肥機1台
10,072千円　(国2,796千円　融資7,000千円　自己負担276千円)

○

奥能登の棚田米ブランド化推進事業
奥能登農業推進協議会(能登棚田保全活動協議会)

3,000千円　県1/2、2市2町・4ＪＡ1/2
※県負担額1,500千円を本市で受入後に支出
※市負担分(351千円)は、別科目において支出

0

補 助 率 ：

対 象 経 営 体 ：

農業振興地域整備計画策定事業
費

3,000 2,796 204

事業内容(成果･実績)・評価

輪島市農業振興地域整備計画を策定することにより、自然的経済的社会的諸条件を考慮して総合的に農業
の振興を図る必要がある農業振興地域において、農業の健全な発展を図るとともに、国土資源の合理的な利
用に寄与するため、地域の整備に関し必要な施策が計画的に推進されることが見込まれる。

B A－B

農 林 水 産 課

2,344

事業
評価

農業用機械等を導入することにより、農業経営の拡大を図り、農業所得の向上に繋げることで、経営の安
定・経営基盤の強化が見込まれる。

活 動 内 容 ：

事 業 費 ：

経営体育成支援事業費

事 業 名 ：
事 業 主 体 ：

良食味米生産と環境に配慮した米づくり推進、流通販売対策、棚田保全活動の推進等
事 業 費 ：

事 業 内 容 ：

能登の里山里海が世界農業遺産に認定されたことを受け、奥能登2市2町及び奥能登の4つのＪＡで構成する協
議会にて奥能登で生産する棚田米のブランド化を図り、ＰＲと販路拡大を実施。

2,344

事業
評価

0

事業
評価

　H30年度は奥能登2市2町の44集落で79.6ha、67名の生産者で能登棚田米を栽培し、221トンを生産。石川の
農林漁業まつりにおいて、「能登棚田米の習字」を実施し精米200gをプレゼントするとともに、来場者へおにぎ
りを配布。金沢路線バス側面に能登棚田米の掲示を1年間実施。また、首都圏での商談会への参加や販売促
進により新規販売先の開拓を行った。

決算額 差引

(農業振興費)

棚田保全対策事業費 1,500 1,500 1,500

款 項 目 目の名称
前年度
決算額

予算額
(流用額含む)

(H29) A
事業名
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 3 〇 H30年1月から2月にかけての大雪により被害を受けた農業用施設の復旧のための支援。
H30年1月11日から平成31年3月31日
H30年1月から2月にかけての大雪により農業用施設等に被害を受けた被災者
1 大雪による被害を受けたことが証明できること
2 再建後の施設について、園芸施設共済等の保険に加入すること

【国庫補助対象　1件(1棟)】
1,734千円　(国481千円　県317千円　市95千円)

【国庫補助対象　4件(7棟)】
2,248千円　(県580千円　市172千円)

〇 中山間地域において、収益性の高い農産物の生産・販売等に本格的に取り組む場合に、農産
物の販売戦略の策定、マーケティング調査、水田の畑地化等の基盤整備、生産・加工・販売
等の施設整備等を総合的に支援する。

計画区域内の農用地全体に占める主傾斜1/100以上の農用地の割合が25%以上
事業完了年度の翌々年度までに販売額の10%以上増加、もしくは生産コスト等
の10%以上の削減
長沢夢黄金営農組合
集出荷貯蔵施設　1式
5,252千円　(国費2,626千円(1/2以内)　自己負担2,626千円)

6 1 4 ○

＜補助金額＞ ＠14,000円 × 50％ ＝ 7,000円

実 施 期 間 ：

事 業 費 ：

事 業 主 体 ：
事 業 内 容 ：

交 付 要 件 ：
対 象 者 ：

事 業 費 ：

対 象 地 域 ：
成 果 目 標 ：

2,098

　被災した地域の担い手の速やかな営農再開を支援することにより、地域農業の維持保全が図られた。

事 業 費 ：

事業
評価

能登のブランド牛である「能登牛」の生産拡大を図るため、1頭あたり年1回、人工授精に対する経費の一部を助
成。

農 林 水 産 課

事業
評価

事業
評価

　能登牛の効果的な繁殖により、輪島市の畜産農家の経営の安定を図ることができた。

農業用施設の整備について支援することで、品質向上や高付加価値等により、販売額を向上させ、また時
間短縮や労力削減により、生産コストの低減が図られ、所得向上が見込まれる。

12

6

12

1,645農業施設等雪害復旧緊急対策事
業費

【H29】

合　　計

【H30】

2,764 2,626 138

84 28

助成先

84 84

助成額(千円)
おおぞら農業協同組合(輪島分) 42 6

6おおぞら農業協同組合(門前分)
42

84 112

頭数 助成額(千円) 頭数

6 42

(農業振興費)

B

453

款 項 目 目の名称 事業名 (流用額含む)
(H29) A

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価
A－B

中山間地域所得向上支援対策事
業費

畜産業費 能登牛人工授精事業費

42
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 5 ○
事 業 名：県営広域営農団地農道整備事業
事業内容：能登外浦４期(飯川谷～千代)　Ｌ＝4,180ｍ

○
事 業 名：県営一般農道整備事業
事業内容：能登外浦地区(清沢地内)

○

事 業 名：農村地域防災減災事業(西山町大西山、町野町徳成のため池改修事業)
事業期間：H28～H30,H29～H33
補 助 率：国55％、県29％、市11％、地元5％

※市負担欄：地元負担5％を含む金額。

県営広域営農団地農道整備事業に関する市の所定割合負担(市負担：15％)

農 林 水 産 課

67,464
内 繰越明許

5,376 0

B A－B

決算額 差引
前年度
決算額

予算額
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A
款 項 目 目の名称 事業名

農地費 県営広域営農団地農道整備事業
負担金

県営農村地域防災減災事業負担
金

6,080 5,376

県営一般農道整備事業に関する市の所定割合負担(市負担：25％)

区　分

区　分

事業費(千円) 市負担(千円) 備　　考

繰越 　20,435千円

事業
評価

【H29】 11,300 2,825
【H30】 143,500 15,440

事業
評価

99,055 134,100 66,636

1,135,800 99,055
【H30】

20,435

67,464
事業費(千円) 市負担(千円)

【H29】

事業
評価

　輪島市門前町から宝達志水町を結ぶ、広域営農団地農道のうち未供用区間である能登外浦４期地区(飯川
谷～千代)の、県営事業への市負担であり、今後事業の早期完成に向け進捗を図るうえにおいても負担額の
確保が必要である。

内 繰越明許
県営一般農道整備事業負担金 2,825 35,875

備　　考
繰越 　71,315千円
繰越 　67,464千円

15,440 20,435

894,000 66,636

　広域営農団地農道のうち、供用開始した能登外浦3期地区(清沢地内)において、大規模な法面の地すべり
が発生し現在片側交互通行の対応をとっている。当初想定した以上の背後地からの土圧によるものと想定さ
れており、対策工の早期完成のため負担額の確保が必要である。

【H30】 33,600 5,376 大西山 12,900千円、徳成 20,700千円

区　分 事業費(千円) 市負担(千円) 備　　考
【H29】 38,000 6,080 大西山 21,000千円、徳成 17,000千円

　大西山第2地区(社茂地3)は、当該地区の重要な水源であり、老朽化により波浪侵食・漏水が確認されてい
たが、堤体及び付帯施設の改修により、ため池機能の改善を図ることができた。徳成第2地区(袖ヶ谷)は、災
害時には下流域への影響が想定され、早期完成に向け予算の確保が必要である。

農業水利施設の長寿命化対策等として、老朽化した農業水利施設の機能診断や補修・更新、集中豪雨による農
村地域の湛水対策等を実施。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 5 ○

事業個所 ： 門前町清水地区(A=11.9ha)
事業期間 ： H29～H34
負担割合 ： ・事業負担金 国55％、県30％、市10％、地元5％

・調査設計事業 国55％、県22.5％、市22.5％
・土地利用調整 国55％、県45％
・環境機能増進 県100％ (単位：千円)

○

補助率： 国30％、県30％、市30％、地元10％

深田地区(用水路) 10,508千円
道下地区(ポンプ1) 7,517千円
道下地区(ポンプ2) 5,508千円

事業費(千円)

【H30】

拠出金(千円)
【H29】

事業内容(成果･実績)・評価

事業
評価

農業水利施設の計画的な整備・補修を行うことで、施設の機能保全を図ることができた。地区からの要望が
多く、引き続き適切な予算の確保が必要な事業である。

区　分

農業水利施設の機能保持と耐用年数の確保を図るため、5年間に分けて均等に事業費を積み立てし、計画的に整
備・補修等を実施。

3,960

23,533

4,500

差引

内 繰越明許

決算額

4,909

農 林 水 産 課

交付先：清水地区ほ場整備事業推進協議会
　環境機能増進 130

0

予算額
(流用額含む)

(農地費)

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29) A B A－B

6,068 1,557 4,511

23,533

67
3,750

【H29】 【H30】 備　　考
負担金

－

　事業負担金

県営ほ場整備事業負担金 3,980 県営ほ場整備事業に関する市の所定割合負担及び、事業完了後の農地集積のための土地利用調整に関する補
助金。

区　分

1,490 H30事業費 40,000千円(地元負担5％含む)
　調査設計事業 －

　促進計画作成 － －

補助金
　土地利用調整 100

　換地設計賦課金 － －

－
市単独

合　計 3,980 1,557

事業
評価

営農の効率化を図るための農地の大区画化事業であり、完成後の担い手への農地集積により更なる営農
の効率化が見込まれる。現在事業継続中であり早期完成に向け予算の確保が必要である。

土地改良施設維持管理適正化事
業費

23,533 0

備　　考

その他
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 5 ○

決算額 差引

A－B

農業用施設において維持管理の軽減や農家経営の安定を図るため、国費・県費補助事業や災害復旧事業として採
択できない整備・改良・修繕等を実施。

農 林 水 産 課

予算額

(農地費) 市単土地改良事業費 8,000 8,028 8,028 0

【H29】 【H30】

地区 業務名
事業費(千円)

地区 業務名
事業費(千円)

内 地元

馬渡 水路改修 29-24 803 241
西中尾 ため池改修 29-25 391 117

合　　計 8,000 2,400 合　　計 8,028 2,409

事業
評価

農業用施設では、補助災害復旧に該当しない小規模な崩壊が発生することが多く、水田維持のため早急か
つ適切な対応が求められる。受益者負担(30%)の事業であるが、地区からの切実な要望が多く、引き続き適切
な予算の確保が必要な事業である。

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
A B

内 地元
房田 水路改修 29-1 275 83 鈴屋 排水路改修 30-1 294 88
高根尾 水門等改修 29-2 199 60 徳成 ため池補修 30-2 230 69
飯川谷(北浦) 農道橋改修 29-3 142 43 大西山 排水路改修 30-3 230 69
大西山 水路改修 29-4 209 63 水守 用水路改修 30-4 410 123
小池 ため池改修 29-5 497 149 小石 法面改修 30-5 100 30
下山 水路改修 29-6 497 149 大切 排水路改修 30-6 216 65
空熊 水路改修 29-7 345 104 道下 排水路堆積土除去 30-7 999 300
田村 用水路改修 29-8 497 149 尺ヶ池 揚水機改修 30-8 583 175
堀越 用水路改修 29-9 242 72 勝田 揚水機改修 30-9 1,188 356
山本 ため池改修 29-10 252 76 餅田 排水路改修 30-10 292 87
広岡 ため池改修 29-11 114 34 新保 用水管改修 30-11 169 51
飯川谷 ため池改修 29-12 131 39 尾山 用水機等改修 30-12 482 145
馬渡 農地等改修 29-13 497 149 長井 用水路改修 30-13 497 149
仁行 取水施設改修 29-14 473 142 下黒川 排水路改修 30-14
皆月 農道改修 29-15 124 37 光浦

29-16 486 146 市ノ瀬

222 67
水路改修
用水路改修

149
123

小西山 水路改修 29-17 416 125 熊野 用水路改修
熊野 水路改修

市ノ瀬

30-15 497
30-16 410
30-17 389 117

水路改修 29-18 448 134 谷内和田 用水路堆積土除去 30-18 323 97
久川 農地改修 29-19 292 87 定広 用水路改修 30-19 497 149
吉ヶ谷内 農地復旧 29-20 270 81
知気女 水路改修 29-21 173 52
道下 水路改修 29-22 117 35
徳成谷内 水路改修 29-23 110 33
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 1 5 ○
・地域内の環境評価
・環境保全の基本方針
・地域の整備計画
・農業農村整備事業における環境への対応方策

4,007千円　国1/2　市1/2

○
事 業 名：県営広域営農団地農道整備事業
事業内容：能登外浦４期(飯川谷～千代)　Ｌ＝4,180ｍ

○

事業個所 ： 門前町清水地区(A=11.9ha)
事業期間 ： H29～H34
負担割合 ： ・事業負担金 国55％、県30％、市10％、地元5％

(単位：千円)

A－B

決算額

農業農村整備事業における環境保全対策についての基本方針を定めた農村環境計画を策定。

農 林 水 産 課

農村環境計画策定事業費 4,007 4,007 0

事 業 費 ：

事業
評価

地域の自然環境や社会環境の現況について整理し、環境保全の基本方針を定めることにより、今後の農業
農村整備事業における環境配慮対策の明確化を図った。

県営広域営農団地農道整備事業に関する市の所定割合負担。(市負担：15％)

【H30】 894,000 66,636 繰越 　67,464千円

県営広域営農団地農道整備事業
負担金(繰越明許)

63,786 71,315

【H29】 1,135,800 99,056 繰越 　71,315千円

71,315 0

事業
評価

　輪島市門前町から宝達志水町を結ぶ、広域営農団地農道のうち未供用区間である能登外浦４期地区(飯川
谷～千代)の、県営事業への市負担であり、今後事業の早期完成に向け進捗を図るうえにおいても負担額の
確保が必要である。

県営ほ場整備事業負担金(補正
分)(繰越明許)

0 22,500 22,500 0 県営ほ場整備事業に関する市の所定割合負担。

【H29】 【H30】 備　　考
負担金

予算額
差引

款 項 (流用額含む)
(H29) A B

目 目の名称 事業名
前年度
決算額

(農地費)

　事業負担金 3,750 1,557 H29事業費(繰越) 150,000千円(地元負担5％含む)

　営農の効率化を図るための農地の大区画化事業であり、完成後の担い手への農地集積により更なる営農
の効率化が見込まれる。現在事業継続中であり早期完成に向け予算の確保が必要である。

区　分

事業
評価

区　分 事業費(千円) 市負担(千円) 備　　考

事業内容(成果･実績)・評価
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 2 2 ○

 伐倒駆除
国50％、県25％、市25％

 樹幹注入
国50％、市50％
※一部、市単独分あり

○

・交付先：能登森林組合 【H29】 4,722千円 【H30】 1,778千円
・市：事業費の11％以内

○

国100％

国土保全、水源涵養、環境保全等の公益的機能の回復を推進するため、民有林の利用間伐に対する助成を実
施。

項 目 目の名称 事業名
B A－B

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

(流用額含む)
(H29) A

農 林 水 産 課

款

施業集約化に必要な森林情報の収集や合意形成、境界の明確化などの活動を支援することにより、効率的に森
林環境を整備し、森林の多面的機能を推進。また、整備が必要な手入れ不足人工林の所有者に対し行う意向調
査の準備を進めることにより、計画的な森林整備の推進を図る。

能登森林組合 1,250
交付先 【H29】

0
株式会社パスコ　石川支店 0 4,000

合　　計 1,250 4,000

事業
評価

　意向調査の準備を進めることにより、計画的な森林整備の推進が図られた。

松くい虫伐倒駆除(春)業務

事業内容(成果･実績)・評価

事業
評価

　松くい虫の繁殖源を除去し、松林の健全な育成及び保全が図られた。

4,751

事業
評価

　民有林の間伐が促進され、森林の持つ公益的機能の回復を推進できた。

松くい虫伐倒駆除(秋)業務

442

森林環境保全整備事業費 4,722 2,091 1,778 313

1,7174,957
松くい虫防除(樹幹注入)業務

合　　計 9,185

林業振興費 松くい虫奨励防除事業費 9,185 4,810 4,751 59

業務内容 【H29】 【H30】

0

(単位：千円)

778

3,175

918
その他　枯松等の伐採業務 275

【H30】

1,250 4,000 4,000

(単位：千円)

1,674

松の保全を図る計画区域において、松くい虫被害の拡大を防止するための伐倒駆除及び予防対策として樹幹注
入を実施。

森林整備地域活動支援事業費
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 2 2 ○

＜業務委託＞
委託先：能登森林組合
業務名：環境林整備推進事業 【H29】 393千円 【H30】 420千円

＜その他＞
事務費(消耗品等) 【H29】  45千円 【H30】 100千円

○

＜その他＞ 事務費(消耗品等) 【H29】 65千円 【H30】 51千円

○

438 695 520

B A－B

175環境林整備推進事業費

件数

405

区　分

合　　計

いしかわ森林環境基金事業における広報・普及啓発や、図面作成の協力、各種調査、森林所有者の確認、その
他関係事務を実施することにより、森林の多面的な機能を安定的に健全な状態に保つ。
(県費100％)

事業
評価

　環境林整備事業の計画作成、協定の締結が促進され、森林整備の推進が図られた。

1,500

広葉樹植栽箇所下刈業務 405
【H29】

【H29】

能登森林組合
広葉樹植栽事業準備業務

事業
評価

業務内容 委託先

【H30】

691

【H30】

(流用額含む) 事業内容(成果･実績)・評価
予算額

決算額 差引

(単位：千円)

1,037

2,100

広葉樹植栽事業費 1,161 1,500 1,493 7

1,442

7

1,096

　広葉樹の植栽を通じて、地元児童等に森林の果たす役割や大切さを理解してもらうことができた。

新築(限度額300千円) 5

輪島産材活用住宅助成事業費 2,100 一定の交付要件を満たす、市内で自ら居住するために輪島産材を活用した住宅を新築する者、新築住宅を購入
する者、または増築する者に対して助成。

金額(千円) 金額(千円)

2,825 1,500 1,325

件数

0
合　　　計 7 2,100 5

0 0

事業
評価

　前年度に比べ件数が減少しているため、更なる地元産材の需要を推進する必要がある。

前年度
決算額

(林業振興費)

森林の手入れ不足や荒廃が進んでいる中で資産価値の低下や水源涵養機能の向上、洪水・土砂災害等の自然
災害による被害を拡大させないために、手入れ不足の森林に広葉樹を植栽する。

款 項 目 目の名称 事業名

農 林 水 産 課

1,500
増築(限度額100千円) 0

(H29) A
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 2 2 ○

＜業務委託＞
委託先：株式会社パスコ 石川支店
業務名：輪島市林地台帳整備業務 【H30】 2,804千円

＜その他＞
使用料 【H30】   219千円

6 2 3 ○ 市管理の林道を継続して維持管理することにより、利用者の利便性と安全確保を図る。
修繕・委託・原材料 20件  4,547 千円

(修繕、草刈り、崩土除去等)
工事 林道房田線改修工事 外  3,396 千円
保険料 　　57 千円

○

千円
千円

6 2 4 ○ 材木の育成及び水資源の涵養等森林資源の充実を図るため、公有林を計画的に整備。
委託先：能登森林組合
業務名：公有林整備事業　間伐業務

139
1,545

事業費(千円)内　　　容
515

差引

B

3,030

　施業の集約化や適切な森林整備に向けて活用することができた。

委託料(設計)

事業
評価

　市有林を計画的に整備することで、今後の木材の育成及び森林資源の充実につながった。

合　　　計 3,920

　林道の維持管理を適切に実施し、道路利用者の利便性及び安全性の確保が図られた。

事務費 100

事業
評価

　林道橋の維持管理を適切かつ効率的に実施することができた。

森林作業道　L=500m 890

予算額
決算額

林道施設(橋梁等)における長寿命化対策について、点検・診断の結果に基づき、施設の機能の維持・強化等の
対策を適切な時期に実施し、効果的かつ効率的な維持管理更新等に繋げるメンテナンスサイクルの構築を図る。
(国50％、県10％、市40％)

森林における所有者や土地に関する情報を一元的に林地台帳として整備し、台帳情報の一部を公表するととも
に、森林組合や林業事業体等の森林整備の担い手に提供することにより、施業の集約化や適切な森林整備に活
用。

事業
評価

1,962

林道維持費 12,404 8,000 8,000 0

林道長寿命化対策事業費

国　費(千円)

事業
評価

417

事業内容(成果･実績)・評価

8,192 3,100 3,100 0

3,000

3,456 3,023 433(林業振興費)

654

3,888 3,921

林地台帳整備事業費

3,920 1

A－B
款 項 目 目の名称 事業名

前年度
決算額 (流用額含む)
(H29) A

林道費

公有林費 公有林整備事業費

県　費(千円)
間　　　伐　A=5.0ha

農 林 水 産 課
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 3 2 ○
交付先：石川県信用漁業協同組合連合会　輪島営業店

○

交付先：石川県漁業協同組合　輪島支所

60

　漁業者に利子補給の措置をすることにより、漁業者の経営の安定を図ることができた。
事業
評価

水産業振興費

7,746

【H29】 【H30】
7,163千円 (該当件数 116件)

【H29】 【H30】
355千円 (該当件数 59件) 181千円 (該当件数

7,686千円 (該当件数

355 195 181 14

漁家の不安を軽減し就業環境の安定を図るため、漁業者が異常事象や不慮の事故による損失を補償する漁業
共済に加入する際の掛金に対する助成を実施。

117件)

漁業者が漁船等の施設整備の際に漁業近代化資金の融資を受けた場合、貸付金利の40%を補給

50件)

事業
評価

　漁業共済契約加入者の契約者負担金を一部助成することにより、漁業者負担の軽減を図った。

7,163 7,686

小型合併：65件、一般まき網：4件、一般底びき網：39
件、大型定置：3件、いか釣り：1件、休漁補償：4件

小型合併：66件、一般まき網：4件、一般底びき網：39
件、大型定置：3件、いか釣り：1件、休漁補償：4件

款 項 目 目の名称 事業名
予算額

決算額
(流用額含む)

(H29) A B A－B

前年度
決算額

差引

漁業共済契約掛金助成事業費

漁業近代化資金利子助成費

事業内容(成果･実績)・評価

農 林 水 産 課
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 3 2 ○

交付先：北部外浦水産振興協議会
※種苗放流、県外視察研修等 【H29】 400千円 【H30】 400千円

交付先：県漁協輪島支所 【H29】 1,350千円 【H30】 353千円

補助率：市50%、漁協50%(事業費)

○

出張先・物販名

内閣府 アイランダー2018
　 H29年7月13日～14日 　 H30年11月16日～19日

場所：東京都 場所：東京都
特定有人国境離島ヒアリング

金沢・能登展
　 H30年2月19日～20日

場所：東京都
海鮮丼イートイン　等

北陸４県食べ歩き飲み歩き
H30年3月16日～21日
場所：大阪府　阪急百貨店本店
輪島ふぐの唐揚げ実演販売　等

○ 水産種苗放流事業について支援する。

交付先：県漁協輪島支所
【H29】 800千円 【H30】 800千円

交付先：県漁協門前支所
【H29】 228千円 【H30】 207千円

補助率：市50%、漁協50%(定額補助)

補助率：市50%、漁協50%

事業
評価

　水産種苗放流により漁業経営の安定、資源管理型漁業の推進を図ることで、漁業者の所得向上や水産資
源の確保につながった。

53水産振興事業費 1,901 873 820

(単位：千円)
【H29】

(水産業振興費)

事業名
前年度
決算額

漁場の整備開発の一環として実施した資源魚礁の調査、栽培漁業の推進、漁業技術の向上を図るため、先進地
視察や研修会の実施に要する費用の支援。

農 林 水 産 課

差引
事業内容(成果･実績)・評価

A－BA B

【H30】
34 67

※海底耕耘事業　舳倉島沖海底を耕耘して底質の改善を図り、カニ・カレイ等の漁獲量増加に繋げる。

決算額

舳倉島 海女採れ特産品などのＰＲ活動
30

87

・水産振興、離島支援に係る国機関とのヒアリング
・石川県漁業協同組合輪島支所の加工施設で作成した水産物の加工品を中心に販路開拓として県外催事の出
店に対する協力。

款 項 目 目の名称
予算額

(流用額含む)
(H29)

1,028

　石川県漁業協同組合輪島支所と連携し、県外で物産販売等を行うことにより、舳倉島の海女採れ特産品な
どのＰＲにつながった。

1,100 1,007水産種苗放流育成事業費 93

事業
評価
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 3 2 ○

＜補助実績＞
交付先：舳倉島集落 【H29】 6,800千円 【H30】 6,800千円

※種苗放流、食害生物駆除、藻場清掃、製塩業務、水産加工等
補助率等：国50％、県25%、市25%(事業費)

交付先：県漁協輪島支所 【H29】 5,517千円 【H30】 5,699千円
※水産物の海上輸送に係る経費(舳倉航路での輸送コスト)

補助率等：国60％、県10%、市10%、漁協20%(事業費)
＜その他＞

事務費等 【H29】 100千円 【H30】 100千円
補助率等：国100%(事務費)

○

＜補助実績＞
交付先：輪島の里海を守る会 【H29】 1,200千円 【H30】 1,200千円

※計画づくり、モニタリング、食害生物や浮遊・浮遊堆積物の除去　等
＜その他＞

事務費等 【H29】 　300千円 【H30】 　300千円
補助率等：国70％、県15%、市15%(事業費)、国100%(事務費)

A－B

　アワビ・サザエの種苗放流による水産資源対策及び特産品の生産・開発を行った。
また、水産物の海上輸送に係る舳倉航路の輸送コストを支援して、舳倉島の基幹産業である漁業の活性化に
つながった。

農 林 水 産 課

事業内容(成果･実績)・評価

事業
評価

水産資源の保護・培養や水質浄化等の機能を持つ藻場を保全することで、持続可能な漁業活動を支援。

事業
評価

B(H29) A

(水産業振興費) 石川県内唯一の離島である舳倉島における多面的機能を有する離島漁業の再生を図るため、漁場の生産力向
上や漁業集落の創意工夫に対して支援。

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

(流用額含む)

離島漁業再生支援事業費 12,417 12,599 4,001

豊かな藻場支援事業費 1,500 1,500 1,500 0

　専門家の潜水による藻場(沿岸の海藻等の郡落地)調査、海藻を食害する生物の除去等により、藻場の保全
が図られた。

16,600
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 3 2 ○

＜県事業負担金＞ 県1/2、市1/2

＜補助実績＞
交付先：輪島の海女漁保存振興会 【H29】 1,000千円 【H30】 1,000千円

＜その他＞
・事務費(旅費)等 【H29】   230千円 【H30】    28千円

○ ①輪島港 輪島崎活魚水槽用ろ過装置について支援する。

交付先：県漁協輪島支所
【H30】 1,110千円

○ ②輪島港 海士町船揚場レールについて支援する。

交付先：県漁協輪島支所
【H30】 1,413千円

事業内容(成果･実績)・評価

海女文化の国指定重要無形民俗文化財指定に向けた調査事業に係る県事業負担金及び海女振興協議会の取
組に対する支援。

【H29】

事業
評価

(水産業振興費) 海女漁振興事業費

予算額
決算額

有識者による海女習俗調査報告書の発行、海女漁フェアの開催、海女サミット参加等、全国へ向けてのPR
活動により国指定重要無形民俗文化財指定に向けての活動ができた。

補助率：市30%、漁協70%(事業費)

事業
評価

①水揚げされたカニ等を水槽で生かすために、海水ろ過装置を増設して施設能力の改善を図ることにより、
市場への安定供給並びに需要が高まる「ふるさと納税の返礼品」の対応にも効果があった。

②船揚場レールの改修を行い、本来の船揚場機能を回復させて、作業時の安全並びに効率化が図られ効
果があった。

市負担額 事業費 市負担額
7,545

2,523

【H30】
事業費

5,780 2,890 12,090

補助率：市30%、漁協70%(事業費)

農 林 水 産 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額 (流用額含む)
(H29) A B A－B

漁業経営構造改善事業費 0 2,523 0

4,120 8,816 8,573 243

差引
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 3 2 ○ 輪島港海水取水施設整備について支援する。
【H29】
交付先：石川県漁業協同組合
国事業名：水産業競争力強化緊急施設整備事業(TPP対策) 補助率等：国50%、市25％、漁協25％
予算年度：平成28年国補正分

・取水施設　L=410m ・ポンプ建屋(撤去・新設)　N=1棟
・送水管　L=480m ・着水槽(撤去・新設)　N=1箇所
・事業費 122,900千円 【H29】 90,000千円

(取水設備110,700千円、建築工事4,400千円、施設撤去費800千円、設計・管理7,000千円)

○ 鹿磯漁港 製氷貯氷施設改修について支援する。
【H30】
交付先：石川県漁業協同組合

・事業費 18,900千円 【H30】 8,750千円

6 3 3 ○ 県が実施する漁港事業に対し所定の割合で事業費を負担。

 県漁港改修費(工事費の15％)
鹿磯漁港 道路工

 県漁港局部改良費(10％)
舳倉島漁港 耐震耐津波機能診断

鹿磯漁港 耐震耐津波機能診断

 県漁港修繕費(工事費25％)  県漁港修繕費(工事費25％)
鹿磯漁港 泊地浚渫、海岸土砂除去工 鹿磯漁港 泊地浚渫、海岸土砂除去工

 県単漁港改良費(工事費45％)  県単漁港改良費(工事費45％)
舳倉島漁港 防舷材設置､立入禁止看板 舳倉島漁港 防舷材設置､立入禁止看板

農 林 水 産 課

事業内容(成果･実績)・評価
決算額 差引

B
項 目 目の名称 事業名

前年度
決算額

A(H29)

予算額

事業
評価

(流用額含む)

補助率：市50%、漁協50%

255千円

1,815千円

8,750 0

778 28

A－B

90,000 8,750

漁港費 県漁港事業負担金 4,360 806

漁業経営構造改善事業費(繰越
明許)

【H29】 【H30】

348千円 341千円

1,462千円

　老朽化に伴い製氷貯氷能力が低下していた施設を改修して、生産から出荷までの各段階における衛生的な
生産体制を構築した結果、水産物の安定供給が実現出来た。

480千円 437千円

778千円

　県の漁港事業に対して、市が所定割合の負担をし、漁港の改修･改良･修繕並びに漁場の整備を行い、施設
機能の向上･改善及び環境保全が図られた。

事業
評価

4,360千円

(水産業振興費)

款
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 3 3 ○ 大沢漁港において、機能保全計画に基づき対策工事を実施して、漁港施設の長寿命化を図る。
大沢漁港施設機能保全工事

事業期間：H29年～R2年度 【H29】 【H30】
全体計画：護岸　L=46.6m 実施設計業務 7,149千円
          物揚場　L=96.1m 機能保全工事 11,675千円 30,024千円
負担割合：国50％,市46.5％,地元3.5％ ※国庫補助50％ 9,412千円 15,000千円

その他人件費 658千円 1,050千円

○ 皆月地区において、越波や飛沫による民家への影響を防ぐため、皆月漁港の離岸堤を整備。
皆月漁港海岸保全施設整備工事

事業期間：H24年～R1年度
全体計画：離岸堤　L=200m(100m×2基)
負担割合：国50％、市50％ 【H29】 20,002千円 【H30】 20,866千円

※国庫補助50％　10,000千円 10,420千円
その他人件費 【H29】 800千円 【H30】 833千円

○ 漁港海岸保全施設において、予防保全を踏まえた適切な維持管理を推進していくため、
施設の損傷度の調査ならびに長寿命化計画の策定を行う。
海岸堤防等老朽化対策事業

事業期間：H30年～R2年度
全体計画：黒島漁港(1),曽々木漁港(2),大沢漁港(2),皆月漁港(1),深見漁港(1),光浦漁港(1)

合計８地区
負担割合：国50％、市50％ 【H30】 5,562千円

※国庫補助50％ 2,780千円

B
事業内容(成果･実績)・評価

農 林 水 産 課

(漁港費) 大沢漁港改修事業費 19,482 31,074 31,074

事業
評価

　漁港海岸保全施設において、総合的な計画を策定することで、効率的・効果的な維持管理を行い、施設の
長寿命化を図るとともに更新コストの平準化・縮減を図る。

事業
評価

　水産物の安定的な供給に向けた漁港施設の適切な保全のため、機能保全計画に基づき、早急に対策が必
要な施設から工事を実施して、施設機能の改善･保全を行う事により、漁港施設の長寿命化が図られる。

事業
評価

　事業の全体計画として、離岸堤L=100mの新設整備を2基行い、事業効果の発現を図る。現在の進捗状況
は、1基目が完成し2基目を整備中であり、R1年度の事業完了を目指す。

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

決算額

海岸堤防等老朽化対策事業費

0

予算額

5,562 5,562 0

(流用額含む)
(H29) A－B

差引

A

海岸保全施設整備事業費 20,802 21,699 21,699 0
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一般会計主要施策
(単位：千円)

6 3 3 ○ 市単独による漁港施設の整備・補修等を実施。

鵜入漁港 浚渫 V=400㎥ 赤神漁港 浚渫 V=120㎥
剱地漁港 浚渫 V=500㎥ 大沢漁港 消波提改修 L=20m
曽々木漁港 補修 L=5.0m 鵜入漁港 防波堤改修 L=10m

(小鵜入地区)

・浚渫工事等に伴う機械借上料
(単価契約に基づくもの)

・修繕費
(看板、防波堤外灯 等)

・その他

農 林 水 産 課

40千円

1,296千円
2,290千円
1,425千円

8,208千円

【H29】
988千円

【H29】 【H30】
市単漁港施設整備事業費 6,034 13,554 0

B A－BA
(流用額含む) 事業内容(成果･実績)・評価

(漁港費)

　市管理の漁港において、市単独事業により、漁港の整備･補修並びに適正な維持管理を行い、施設機能の
向上･改善･保全が図られた。

4,050千円

4,350千円 13,554千円

656千円

635千円

計

計 1,684千円

事業
評価

計

予算額
決算額 差引

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

13,554
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一般会計主要施策
(単位：千円)

11 1 1 ○ 農地・農業用施設における現年発生補助災害復旧事業。
補　 助 　率：農地68.5％　農業用施設80.7％
受益者分担金：農地 3 ％　 農業用施設 2 ％
＜復旧実績＞

H30実績
H30実績
H30-H31繰越
H30-H31繰越

＜その他＞ H30実績計
事務費 H30-H31繰越計

○ 農地・農業用施設における現年発生災害復旧事業。
＜復旧実績＞

業務委託
災害設計委託 　291,600円
崩土除去(広域農道他) 5,548,813円
その他 　222,852円 合計6,063,265円

＜その他＞   136,154円

6,199 1,961

事業
評価

　異常な気象現象により農地・農業用施設への災害が多数発生した。当初予算を上回る事業費となったもの
の、適正に補正予算が確保され、農地・農業用施設を適切に復旧することができた。

2% 455,887

3%
2% 49,874

110,516
14,077,557

現年発生農業用施設単独災害復
旧事業費

1,753 8,160

事業
評価

　補助災害に該当しない災害復旧に利用でき、農地・農業用施設の機能復旧ができた。

12,306,960

合　　計
農地

農業用施設

農業用施設
8,640

12,298,320

364,831

205,058
内容 件数

68.5%

40,268,880

農地計

農地 4 3,683,880

農業用施設計

80.7%

6

農地

6,835,320 4,679,235

100,261,240

計

地元分担金(円)

農 林 水 産 課

事業内容(成果･実績)・評価

3%
2%

68.5% 2,522,170

補助額(円)

2,011,851

工事費(円) 補助率

款 項 目 目の名称 事業名 (流用額含む)
予算額前年度

決算額

農業用施設
災害復旧費

(H29)

113,795 100,261 13,534

決算額 差引

負担率

12,307

現年発生農業用施設補助災害復
旧事業費

81,915

発生日

80.7% 9,398,322
7月4日 農地 9

159,773
7月7日 計 18 18,485,280

～ 農業用施設 9 11,649,960

6,177,600 4,534,021
8月16日 農業用施設 2 2,493,720 80.7%

160,390
8月30日 農地 16 17,079,120 68.5% 11,694,320 3% 512,371

8,678,265

12 22,794,480
9月1日 計 28 39,873,600

18,390,723～ 農業用施設

684,587

30,085,043 968,258
9月7日 農地 21 12,679,200 68.5%

～ 農業用施設 21 34,229,520 80.7% 27,616,347
9月10日 計 42 46,908,720 36,294,612

50 40,277,520 68.5% 27,573,990 3% 1,208,318

3% 380,373
2%

2,558,439
44 71,167,680 80.7% 57,417,243

1,064,960

2% 1,350,121
94 111,445,200 84,991,233

1,123,000

58,869,360

内 繰越明許

A B A－B
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一般会計主要施策
(単位：千円)

11 1 2 ○ 林道における現年発生補助災害復旧事業
補　 助 　率：奥地幹線林道 65%　　その他林道 50%
受益者負担金：2%(ただし、一部林道を除く)
＜復旧実績＞

＜その他＞
事務費 H30実績計

○ 林道における現年発生災害復旧事業
＜復旧実績＞

業務委託
測量設計業務委託  3件  5,680,800円
その他 20件  6,996,855円
合計 12,677,655円

路線名 工事費(円) 補助率

4,064,000

－

33,000

補助額(円) 繰越額(円) 負担率 地元負担金(円)

42,336
坪野山線

大沢線 4,298,400 50% 2,149,000 2,598,400

2,786,400 －

－ 0
黒杉線 2,116,800 50% 1,058,000 2,116,800 2%

2,786,400 50% 1,393,000
和尻線 16,524,000 50% 8,262,000

現年発生林道単独災害復旧事業
費

13,000 12,678 322

432,000

鵜入線 3,780,000 50% 1,890,000

9,924,000 －

事業内容(成果･実績)・評価

0
117,936

75,600
0

41,212,800

久手川線

佐比野線 6,253,200 65%

林道災害復旧費 現年発生林道補助災害復旧事業
費

3,067 45,732 12,732
内 繰越明許

28,913

2,280,000
－
2%

農 林 水 産 課

2,916,000 －
0
0

3,753,200

事業
評価

　豪雨災害により被災した林道を適切に復旧することができた。

2,538,000 50% 1,269,000 2,538,000

事業
評価

　補助災害に該当しない災害復旧に利用でき、林道の機能復旧ができた。

21,543,000 28,912,800

0

12,732,000

合計

房田線 2,916,000 50% 1,458,000

決算額 差引
(流用額含む)

A B A－B

予算額
款 項 目 目の名称 事業名

前年度
決算額
(H29)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

5 1 2 ○

交付先：(公財)輪島市シルバー人材センター
H30 H29

事業費：155,910千円 事業費：156,517千円
(財源) 市補助金 (財源) 市補助金

受託事業収益 受託事業収益
国庫補助金 等 国庫補助金 等

成果
受託事業実績

受託件数　3,594件　　就業延日人員　32,603人　　契約金額　134,618千円
会員数　408人　　年間就業率　89.0％

○
・

：
：
：

( )
・

：
：
：

( )

漆 器 商 工 課

高年齢者が働くことを通じて生きがいを得ると共に、地域社会の活性化に貢献するシルバー人材センターに運営
費の補助を行った。

10,739千円 10,284千円

事業
評価

　(公財)輪島市シルバー人材センターへ運営費の補助を行うことにより、団体が安定した運営を行うことがで
き、シルバー人材センターの目的である高年齢者が働くことを通じて生きがいを得るとともに、地域の活性化
に貢献していただくことができた。

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

労働諸費 シルバー人材センター運営費補
助

13,200 13,200 13,200 0

障害者雇用促進事業費 500 1,350 447 903

13,200千円
135,152千円

障害者等の就職が困難な者を労働者として雇い入れた事業主に対して賃金の一部を助成した。
障害者継続雇用奨励金(国の制度終了後、継続して雇用する場合を対象)
交 付 金 額 給与月額の1/3　(限度額　月額25千円)

13,200千円
134,619千円

交 付 期 間 雇用開始から24ヶ月間
交付対象者 対象事業者・対象人数 対象期間

社会福祉法人寿福祉会 1人 3期 ※H30.10月に退職
1人 1期・2期

合　　　　計 2人
H29 2人

障害者雇用促進奨励金(国の基準に満たない短時間の雇用に対応)　　
交 付 金 額 給与月額の1/2　(限度額　月額25千円)
交 付 期 間

交付金額
147千円
300千円
447千円
500千円

有限会社再生プラント

雇用開始から24ヶ月間
対象事業者・対象人数 対象期間 交付金額(円)

実績無し 0

0人 0千円

事業
評価

　市内事業者において障害者の長期雇用・安定に一定の効果があるが、一方では周知不足も否めないことか
ら、職業安定所と連携を密にし、様々な場面で周知をしていきたい。

合　　　　計 0人 0
H29

交付対象者
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・
・
・

(財源内訳)
補助金 千円 花火基金 千円 協賛金 千円
参加負担金 千円 雑入 千円 繰越金 千円

・ 観客動員数

人

17,000
1,830

3,654
124

285
462

(流用額含む)

17,000 17,000

A

プログラム
950第30回能登麦屋節全国大会

予算額
差引

B

人数 計
950

商工振興費 輪島市民まつり事業費

補助金名：輪島市民まつり2018補助金
交 付 先：輪島市民まつり振興会
総事業費：23,355千円

17,000 0

ひろえば街が好きになる運動

事業
評価

　輪島市民にとって初夏の一大イベントとして定着している。中でも輪島市民大花火大会の知名度は市内外に
広く浸透してきており、開催期間中の観客動員数が目標の10万人を超えるなど大きな賑わいを創出すること
ができた。交通・駐車場問題など解決すべき課題は多いが本市の交流人口拡大に必要な事業である。

6月2日

笹ギリコ行列・輪島市民大花火大会 47,145

永井豪記念館9周年イベント・マーチングドリル演奏・
倭の島交流大パレード・自衛隊フライバイ・奥能登の
食まつり

合　　計

82,895

夜の部ステージイベント

市民一人ひとりの地域愛と連帯感を醸成し、豊かで住みよく活力ある輪島市を育むことを目的として、官民一体と
なって輪島市民まつりを開催した。能登立国1300年の節目の年として能登ふるさと博オープニングイベントを開催
したほか、輪島市民大花火大会では過去最大20分間で20,413発の花火を打ち上げた。

7,000

第21回桂文珍独演会 450

輪島オートモビルミーティング・特殊車両展示会

開催日

1,500

18,000

輪島オートモビルミーティング(のと里山空港) 10,000

102,845

6月3日

目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

昼の部ステージイベント

にっぽん丸見送イベント

決算額

A－B
事業内容(成果･実績)・評価

5月27日

2,000
能登ふるさと博オープニングセレモニー

1,000

1,500

總持寺会場食まつり・禅の里交流ステージ

(参考)　H29　観客動員数 87,482

19,000

輪島市民まつり演奏会

禅の里パレード・ドリル演奏

漆 器 商 工 課

300

500

1,000

国土交通省 港湾業務艇「のとかぜ」

7,000

にっぽん丸歓迎イベント

500

2,000

1,500

500海上保安庁 巡視艇「はまゆき」

款 項 目

倭の島子どもステージ

- 65 -



一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 2 ○

・

・

・

物産展開催地
尾張旭市民祭（愛知） 東海輪島会（愛知）
石川県人祭（東京） 大阪輪島会（京都）
かわさき市民祭り（神奈川） 東京輪島会（東京）
安城七夕まつり（愛知） 長野駅物産展（長野）
鶴見物産展（神奈川） わじマルシェ（大阪）

・

　　　　　（財源内訳）市補助金　　　1,000千円　　その他補助金　200千円
　　　　　　　　　　　物産展負担金　　361千円　　物産展収入　　558千円　
　　　　　　　　　　　その他　　　　　　3千円

　石川県アンテナショップや県内外の各種物産展において、広く輪島市の特産品及び観光のＰＲを実施するこ
とができた。輪島市の特産品の販路拡大に向け、引き続き取り組んでいく必要がある。

石川県の観光物産展開催負担金

店 舗 名：いしかわ百万石物語・江戸本店　（H26.10.8　東京・銀座で開設）

運営主体：石川県（指定管理：シダックス大新東ヒューマンサービス㈱）

出張旅費　　405千円　（H29　503千円）

輪島市物産品販路開拓事業補助金

総事業費：2,122千円　（H29　3,371千円）

負 担 額：   90千円　（H29　   90千円）
事業主体：（一社）石川県物産協会

交 付 先：輪島市物産展実行委員会　　

事業名 (流用額含む)
(H29) A B

2,844 68

予算額
款 項 目

決算額 差引
目の名称

(商工振興費) 物産品販路開拓事業費 2,942

A－B

2,912

前年度
決算額

交 付 額：1,000千円　（H29　1,000千円）

　　　　　来店者数　224千人（620人/日）　売上高　229,522千円（634千円/日）

事業
評価

輪島市の物産品の販路拡大を目的として、石川県アンテナショップの管理運営負担及び各種物産展への出展を
支援した。併せて輪島市の観光ＰＲを実施し、首都圏等における交流人口の拡大に向けた取組を行った。

事業内容(成果･実績)・評価

漆 器 商 工 課

石川県アンテナショップ管理運営負担金
負 担 額：1,349千円　（H29　1,349千円）
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・
・

・ 補助実績

56千円 (事業費　　123千円)

2,886千円 (事業費  5,773千円)
918千円 (事業費　1,985千円)

○ 中小企業退職金共済制度及び特定退職金共済制度への加入促進を図った。
交付先： 中小企業退職金共済制度加入事業所･･･①

特定退職金共済制度加入事業所･･･②

①  6社30名 360千円 ① 20社35名 420千円
② 11社29名 223千円 ② 13社22名 211千円

合計 27社59名 583千円 合計 33社58名 631千円

　　松尾栗園　松尾　和広（能登の焼き栗きんとん）
②販売促進費補助（開発した新商品等の販路開拓を目的とする宣伝広告費に対する補助）

　　㈱ハイディワイナリー（スパークリングワイン）

その他費用　 　105千円

　（交付先）

③開設準備費補助（開発した新商品等の製造に必要な機械器具等の導入費用に対する補助）

　　松尾栗園　松尾　和広（能登の焼き栗きんとん）

　（交付先）

補助金名：輪島市中小企業等産業育成支援補助金
補助内容：新商品等研究開発費補助　　補助率　1/2　限度額　2,000千円
　　　　　販売促進費補助　　　　　　補助率　1/3　限度額　1,000千円
　　　　　開設準備費補助　　　　　　補助率　1/2　限度額　3,000千円

差引

①新商品等研究開発費補助（新商品等の研究開発費に対する補助）

　合計　0件　　　0千円　（H29　0件　　　0千円）

事業
評価

中小企業者へ補助金を交付することにより退職金共済制度への加入を促進することができ、その従業員の
福利向上及び雇用の安定を図ることができた。今後は本制度の周知をより一層図り、退職金共済制度へ加入
する事業所の増加を図る。

H30 H29

　合計　2件　3,804千円　（H29　1件　3,000千円）

中小企業退職金共済制度加入促
進事業費

漆 器 商 工 課

A－B

631 257

3,965 486

583

5,276 4,451

　地域資源等を活用した新商品の開発や生産環境の整備を支援することができた。本市の中小企業等には
新商品の開発需要があり、地域産業の育成を図るため支援を継続していく必要がある。

事業
評価

(商工振興費)

840

産業育成支援事業費 雇用の拡大と地域活性化に繋げるため、地域資源等を活用した新商品の研究開発等を行う中小企業等を支援し
た。

目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

予算額
決算額

A B
(流用額含む)

　合計　1件　 　56千円　（H29　6件　2,174千円）　

款 項 目 事業内容(成果･実績)・評価
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・
・

・

⑤個店対策事業(業種・業態転換事業)
　合計　0件　    0千円　　（参考）H29　0件　    0千円　

④個店対策事業(遊休施設利用促進事業)
　合計　2件　  950千円　　（参考）H29　0件    　0千円

　　㈱奥能登元気プロジェクト  650千円 （事業費 12,000千円）
（事業費  5,000千円） 300千円

　　わいち商店会（窓ガラスアート、納涼三夜おどり等）  134千円
（事業費  1,060千円）

 500千円
③団体対策事業(共同販売施設設置事業)
　合計　0件　    0千円　　（参考）H29　0件　    0千円　

 464千円 （事業費　  928千円）　　輪島市本町商店街振興組合（大売出､プレゼント抽選）
 500千円

　合計　6件　2,363千円　　（参考）H29　3件　1,342千円　
　（交付先）
　　馬場崎商店会（季節ごとの沿道飾付、馬場崎の市等）  265千円 （事業費　  530千円）
　　輪島市商店連盟協同組合（まちゼミ､グランドセール）  500千円 （事業費  1,119千円）

　限度額　イベント等開催費補助　500千円（開催団体数複数　1,000千円）

　補助率　1/4

　合計　1件　  117千円　　（参考）H29　0件　    0千円　

　　輪島市まんなか商店街振興組合（のとキリシマツツジ）  117千円 （事業費　 351千円）

　　　　　遊休施設購入費補助　　300千円　　広告宣伝費補助 　50千円

④個店対策事業(遊休施設利用促進事業)

①団体対策事業（魅力創出事業）

　限度額　店舗整備費補助　　　　300千円　　店舗賃借料補助　300千円　

⑤個店対策事業(業種・業態転換事業)

事業内容(成果･実績)・評価

補助内容
①団体対策事業（魅力創出事業）

補助実績

（事業費  1,002千円）

　補助率　1/4
　限度額　店舗改装費補助　　　　300千円　　広告宣伝費補助　 50千円

　　漆の蒔絵れゐな　島田　玲奈

　（交付先）

　　輪島市まんなか商店街振興組合（まんなかフェスタ等）

　（交付先）

　　輪島市商業協同組合（ポイント5倍8倍企画等）

（事業費  　415千円）

②団体対策事業(賑わい創出事業)

　補助率　1/3

漆 器 商 工 課

款 項 目 目の名称 事業名

事業
評価

　地域商業の活性化に資する取組に対して支援を行った。市内の商業振興及び商店街等の活性化に資する
取組に対し今後も支援を行っていく必要がある。

3,430

　　　　　遊休施設購入費補助　1,000千円

3,859

A

　　　　　遊休施設購入費補助　1,000千円

　限度額　施設整備費補助　　　2,000千円　　施設賃貸料補助　300千円

②団体対策事業(賑わい創出事業)

429

B A－B

市内の商店街等が行う地域振興事業に対し支援を行い、市内商業の活性化を図った。

　補助率　1/2

　補助率　1/3

補助金名：輪島市商業等活性化推進支援補助金

　限度額　施設整備費補助　　　1,000千円　　施設賃貸料補助　300千円

③団体対策事業(共同販売施設設置事業)

(商工振興費) 商業活性化支援事業費 1,342

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

(流用額含む)
(H29)
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・

・

○

・
：
：

：
： 43千円　1件(H29：実績なし)

・

： 247千円　27件(H29：300千円　28件)

　　　　　　　　　　　自己資金      1,303千円

交付対象者 公共職業安定所に求職登録し、市内に住所を有する15歳以上60歳未満の者
交 付 実 績

　　　　　　　　　　　自己資金等　　1,340千円

総事業費：32,035千円　(H29　32,474千円)
　　　　　（財源内訳）市補助金　　　4,450千円　　県補助金　　　20,138千円
　　　　　　　　　　　その他補助金　　265千円 　 会費・手数料　 5,879千円

交 付 先：門前町商工会　

事業内容(成果･実績)・評価

輪島市求職者資格取得支援助成金
交 付 金 額

輪島市中小企業経営安定資金利用者利子補給補助金

事業
評価

　市内の商工業者数が減少している状況の中で、地域商業を活性化させていくことが課題となっており継続し
て支援していく必要がある。

輪島市中小企業経営安定資金融資制度の利用者に対する借入利息の一部補填を実施することで、市内中小企
業者の経営安定及び強化を図った。

教育訓練講座受講費の3/10　(限度額：50千円)
対 象 講 座 厚生労働大臣指定教育訓練講座及び輪島綜合自動車学校における中型自動車免許教習

又は大型特殊自動車教習

輪島市中小企業経営安定資金融資制度の利用者に対する借入利息の一部補填を実施することで、市内中小
企業者の経営安定及び強化を図った。
交 付 実 績

事業
評価

　輪島市求職者資格取得支援助成金については、条件に該当する対象者がいなかったが、今後も職業安定
所と連携を密にして引き続き制度を周知していきたい。利子補給については事業者へ利子補給をすることによ
り、経営安定及び基盤強化に繋がっており、今後も事業を継続する。制度を広く周知する事が課題。

市内商工業者の振興と安定を図るため、市内の商工団体が実施する経営改善普及事業等を支援した。

交 付 額： 4,450千円　(H29　 4,450千円)

補助金名：門前町商工会事業活動補助金

総事業費：39,921千円　(H29　42,516千円)
　　　　　（財源内訳）市補助金　　　9,350千円　　県補助金　　  29,231千円

漆 器 商 工 課

款 項 目 目の名称 事業名
決算額

(H29) A
(流用額含む)

前年度
決算額

予算額

B A－B

13,800

290 244

0

交 付 先：輪島商工会議所
補助金名：輪島市商工振興強化育成支援事業補助金

13,800 13,800

差引

(商工振興費)

不況対策事業費 330

商工振興強化育成支援事業費

534

交 付 額： 9,350千円　(H29 　9,350千円)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 2 ○

・
・
・
・
・

・
・
・
・

個別専門家相談　　　　　　　　　　　　　　　派遣企業数4社（ 5回）
経営安定特別相談室との連携　　　　　　　　　派遣企業数5社（14回）
石川県企業ドック制度との連携　　　　　　　　派遣企業数5社（11回）
石川県生産性向上トレーナー派遣制度との連携　派遣企業数2社（ 4回）

③各種相談会
　金融・経理・経営・税務・販路開拓等に関する相談会を開催
　開催日：6月26日・9月10日・10月29日・2月26日・2月28日
④景況調査
　市内中小企業者の景況・業況動向調査を四半期ごとに年4回実施
⑤専門家派遣事業

①創業支援講習会（実践創業塾）
　実際に創業した事業者を講師に経営・財務・人材育成・販路開拓に関する講習を開催
　開催日：11月26日
②わじま創業応援ネットワーク
　金融機関・経済団体・市の実務担当者による意見交換会議を開催
　開催日：11月26日

補助金名：輪島市創業支援事業補助金
交 付 先：輪島商工会議所
交 付 額：700千円　（H29　700千円）
総事業費：849千円　（H29　724千円）
事業内容

事業内容(成果･実績)・評価

事業
評価

　地域商業の活性化を図るため、創業を支援する体制の充実と、市内事業者が各分野の専門家に相談できる
体制を維持していくことが求められており、今後も継続して支援をしていく必要がある。

漆 器 商 工 課

決算額
款 項 目 目の名称 事業名

前年度
決算額

予算額
差引

A B A－B

(商工振興費) 創業支援事業費 700 700 0700

(H29)
(流用額含む)

創業者、創業検討者及び市内の事業者へ各種支援を行う商工団体に対し支援を行った。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 2 ○ 起業・新規での出店に対する支援 千円
【内容】

千円
H30　新規出店

1 千円
2 千円
3 千円
4 千円
5 千円
6 千円
7 千円
8 千円

千円

その他 過年度創業者に対する利子補給 千円
事業紹介新聞折り込み広告 千円

H29　新規出店

1 千円
2 千円
3 千円
4 千円
5 千円
6 千円
7 千円
8 千円
9 千円

千円

前年度決算額

漆 器 商 工 課

全体事業費 22,360

倉　香緒里 河井町で飲食店 SKY(スカイ)

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
A B A－B

目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

22,360 2,681

款 項

(商工振興費) 起業・新規出店支援事業費 25,427 25,041

補助金額氏名等

大北　智美 河井町で飲食店 3,042 CHOA(チョア)
河井町で飲食店

店名等
3,019

内容

楠　由香利 3,056
鳳至町で美容室 3,068 hairMOSS(ヘアーモス)

金融機関等と連携しながら、「あと一歩」で実現できそうな新たな出店に対し、初期投資等を支援し、
新店舗の開業を促す。

酒井　透
上濱　夏希 マリンタウンで美容室 3,006 apple(アップル)

25,427

わじまんま

河井町で飲食店 3,009 ナイスインCOCO(ココ)
池澄　美貴 鳳至町で美容室 1,520

店名等

河井町で飲食店 2,075 藤田総本店

GLAMOROUS(グラマラス)

谷内口　冬馬 マリンタウンで釣り具店

合計

503
62

氏名等
3,044

21,795

山崎　恵美 門前町で美容室 3,038

藤田総本店

内容 補助金額

下原　啓子

中西　美佐子 河井町でセレクトショップ 2,939
河井町で美容室 3,034

桶　裕佳子 河井町で飲食店
池田　貴美栄

1,572

門前町で美容室 3,012 R(アール)

Seacret(シークレット)
ヘアーサロンゆいっと
Good ones(グッドワンス)
ENTRAID(アントレイド)
Cats(キャッツ)

村東　幸治 門前町で小売店 2,181 ショップつるぎじ

山瀬　公博 マリンタウンで飲食店 3,010
24,846

事業
評価

　過去の実績として、H26 4件、H27 5件、H28 10件　H29 9件、H30 8件の新規での出店を支援することができ
た。本市の賑わいを更に高めるには、新しいお店づくりは欠かせないものであることから、今後も同様に出店
の支援に取り組む。

濵野　悦子 河井町で飲食店 3,016 美豚(ビトン)

合計

西　里絵

わじもん
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 3 ○ 輪島塗の普及啓発や販路開拓
①海外販路開拓拡大支援事業→H30より漆器海外マーケット開拓支援事業に統合

※参考：H29年度までの補助金交付先は輪島商工会議所のみ
　　　　補助率1/2以内、上限1,600千円
　　　　決算額1,077,245円(総事業費2,233,210円、商工会議所自己負担1,155,965円)

②学校教科書輪島塗掲載拡大事業
学校教科書への輪島塗掲載拡大によるブランドイメージ向上を目的
補助金交付先：輪島商工会議所
補助率1/2以内、上限250千円
総事業費553千円　(会議所303千円、輪島市250千円)
※参考：H29年度決算額400千円(総事業費536千円　会議所136千円)

③報償費： 円 ※参考：H29年度決算額 円
④旅費等： 円 ※参考：H29年度決算額 円
⑤消耗品費： 円 ※参考：H29年度決算額 円
⑥広告費： 円 ※参考：H29年度決算額 円
⑦委託費： 円 ※参考：H29年度決算額 円

○ 輪島漆器商工業協同組合が行う漆器振興・活性化
補助金交付先：輪島漆器商工業協同組合　
総事業費8,504千円　(漆器組合4,004千円、　輪島市4,500千円)
・首都圏等における各種伝統産業関係催事等への参加を通した業界の活性化と漆器の普及振興
・漆器青年会や婦人会への活動支援を通した業界の活性化と漆器の普及振興
・漆採取、漆の苗木づくり、漆植栽地管理

388,800
0
0

31,180
030,000

118,680

21,600
168,558

212,852

978 45

0

事業
評価

漆器組合の安定的運営に貢献。とりわけ漆採取・植栽については、本事業によって漆器組合が雇用した漆
掻き職人の技術が向上。さらにH30より新たな漆掻き職人が1名加わった。

漆 器 商 工 課

輪島漆器商工業協同組合運営費
補助

4,500

予算額前年度
決算額

漆器費

(流用額含む)
A

決算額 差引

A－B

4,500

事業内容(成果･実績)・評価
B

漆器普及宣伝費 1,721 1,023

4,500

事業
評価

教科書輪島塗掲載拡大は、これまでに掲載された出版社に関しては、2021年から2025年改訂版においても継
続掲載が約束された他、新規掲載もあるとのこと。H30年度からは効率性を考慮して予算を若干縮小した。と
はいえ、近年、国内他産地(とくに陶芸や木工)も掲載拡大に対して力を入れているため、出版社への働きかけ
継続自体は必要。また、編集側が求める新たなネタや資料等の充実も図るべきと考えている。教科書に限ら
ず様々なメディアで使える素材として、工程作業等の写真を今後も増やす方向で考えている。

款 項 目 目の名称 事業名
(H29)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 3 ○ 輪島塗に携わる若手技術者の確保対策
補助金交付先：輪島漆器商工業協同組合(総事業費の1/2を支援)
総事業費5,300千円(漆器組合2,650千円、輪島市2,650千円)
輪島塗の各業種(木地・塗り・加飾)で、新たに若手を弟子として雇用する漆器事業者に対して、
月50千円を3年間支給。H29からR3の5年間で15人を育成(年5人)する計画。
H30支給内訳
H29～H31支給者：塗り4名、加飾1名　※うち塗りの1名がH30年7月に離職
H30～R 2支給者：塗り3名、加飾2名　※うち加飾1名が7月から支給、塗り1名が12月に離職
※離職者2名については支給停止(総事業費700千円のうち1/2となる350千円補助金不用額)

○ 輪島塗世代交流施設設置運営事業　→　H29年度で事業終了
参考：輪島塗世代をつなぐプロジェクト
　  　　補助金交付先：輪島漆器商工業協同組合
  　　　総事業費597千円(漆器組合298,520円、輪島市補助金298,520円)  

○ 輪島漆芸作家活動支援事業
若手漆器従事者の作品発表(グループ展開催)や勉強会開催の費用一部を支援
対象：輪島在住の若手漆器従事者(50歳未満)を3人以上加えた漆器従事者グループ
補助金額：200千円上限、補助対象経費の1/2以内　※5件の申請を想定
内訳

(漆器費)

425

 木地部門の後継者育成が本事業における一番の目的であるが、残念ながら応募が無い状況。
今後も募集等で力を入れていくとのこと。

輪島漆芸作家活動支援事業費 499 1,000 575

事業名 (流用額含む)
(H29) A

事業
評価

漆 器 商 工 課

款 項 目 目の名称 事業内容(成果･実績)・評価
A－B

予算額
決算額

B

前年度
決算額

3503,0001,425輪島塗後継者育成奨励事業費

内容

575千円合計

　輪島漆芸作家活動支援事業について、H29では若手漆器従事者だけで構成されたグループを対象としたた
め輪島漆器青年会による申請1件だけに留まった。H30より、若手以外の年輩漆器従事者も加わることを可能
にしたところ申請数は4件となった。また、このことが若手と年配の世代間交流にもつながった。

輪島漆器青年会 113千円 名古屋三越で作品展
交付先

輪島漆再生プロジェクト実行委員会

補助金額

阪急梅田で作品展
127千円
163千円

事業
評価

銀座と名古屋三越、博多阪急で作品展172千円

2,650

わじま工迎参道
漆遊会

差引

新宿伊勢丹で作品展
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 3 ○ 輪島が持つ漆芸技術の活用拡大、漆器関係者の資質向上に向けたセミナーの開催

○ 高度な輪島塗技術の象徴となる作品の製作　輪島塗技術保存会に製作依頼
※H29年度から製作開始(5年計画・令和4年3月完成予定・総事業費見込5,000万円)

○ 首都圏において石川県内の伝統工芸品を一堂に展示販売。普及振興を図る。
補助金交付先：石川県合同見本市実行委員会
内容：いしかわの伝統工芸フェア2019(2月8日～10日　東京ﾄﾞｰﾑｼﾃｨ･ﾌﾟﾘｽﾞﾑﾎｰﾙ)

　(輪島市1,000千円、輪島市以外の県内自治体負担28,830千円、産地負担金13,963千円)
入場者推移

(漆器費)

漆 器 商 工 課

(流用額含む)
A

款 項 目 目の名称 事業名

伝統産業合同見本市開催事業費

10,694

差引

1,000 1,000 1,000 0

B

前年度
決算額

予算額
決算額

(H29) A－B

漆芸技術活用推進事業費 397 500 246 254

輪島塗技術再認識・普及事業費 15,316 15,066 250

H28(参考)

事業
評価

H27(参考)
入場者数　59,302人入場者数　41,080人 入場者数　58,386人

33人

入場者数　58,488人

輪島塗会館

下地塗～上塗、加飾見本・図案作成
木地～下地塗、加飾見本・図案作成

H29(参考)

3月23日神谷嘉美

H29
作業内容

6月9日

3月24日高鳥浩介文化財(漆芸品)のカビについて 輪島塗会館

年度

参加者数

事業内容(成果･実績)・評価

輪島塗会館

H30

事業
評価

　現在、呂色作業中。映像記録等も同時に収録。製作中の作品は技術的にも大変難度が高く、象徴となり得
る。ある程度の製作段階で、情報発信等も進めていきたいと考えている。展示場所は漆芸美術館で展示方法
と併せて調整中。

30人
24人

総事業費：43,793千円

H30

開催日
今の伊勢丹・新宿店では　顧客の動向
文化財(漆芸品)の紫外線劣化について

場所講師
鈴木康之

事業
評価

　講師が技術者の場合は実演等もして欲しいという参加者の要望があったため、H30では実演も行った。今後
も参加者の意見を取り入れながら、セミナー内容の充実を図りたい。

内容

　毎年約10軒の塗師屋が参加。他の県内伝統工芸品と比べ輪島の営業成績は良いとのこと。来場者はH27
から減少傾向。H30では前年比で大幅減となった。実行委員会事務局は悪天候が原因としている。輪島出展
関係者は入場者減がとくに悪影響だとを感じていないらしいが、問題無しとは思えない。企画がマンネリ化し
顧客に飽きられているのではないか？今後の動向を注視していきたい。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 3 ○ 海外で展示会等を行う漆器事業者に対して経費の一部を補助
漆器普及宣伝費の海外販路開拓支援事業と統合
これまでの輪島商工会議所に加え、個人事業者等の海外展開にも支援を拡大
補助金交付先：市内漆器事業者、輪島商工課会議所
補助金額：補助対象経費の1/2以内、 漆器事業者は上限30万円、輪島商工会議所は上限150万円
　　　　　※漆器事業者への支援は7月から実施(10件の申請を想定)
内訳

7 1 5 ○ 企業誘致活動
【内容】 企業訪問、要望活動により、輪島市内への企業誘致活動を実施し雇用の拡大を目指す。
・企業誘致に係る事務経費等(賃金、旅費、需用費、役務費、負担金) 千円
・臨空産業団地の管理費等(除雪機借上、水質検査、草刈) 千円
・臨空産業団地内における工事(法面改修工事) 千円

内 繰越明許
100,000

(漆器費)

予算額
決算額 差引

款 項 目 目の名称 事業名 (流用額含む)
(H29) A B A－B

前年度
決算額 事業内容(成果･実績)・評価

漆 器 商 工 課

企業誘致対策費 企業誘致推進事業費 26,116 109,756 7,816 101,940

合計 1,894千円

内容
香港(バイヤー商談会、テスト販売)
四川省眉山と陝西省西安(茶会と併せた展示会に参加)

広東省広州と浙江省舟山(ギャラリーで展示会)

上海、アメリカ、ドイツ、シンガポール(県関係展示会)
ドイツ、フランス(美術館作品展に参加、ギャラリー出展)

輪島キリモト

3,843
659

事業
評価

 H30の成果として、臨空産業団地のダイコウ化研の新工場が着工し、次年度に竣工を迎える。またH31は輪島
バイオマス発電所の操業開始、ホテルルートイン輪島の増築部分竣工も予定されている。今後も積極的に企
業の立地に取り組む。

事業
評価

3,314

漆器海外マーケット開拓支援事
業費

1,077 4,500 1,894

85千円
300千円

300千円

2,606

交付先

上海(ギャラリーで展示会)
237千円
151千円
239千円

282千円

彦十蒔絵

田谷漆器店

輪島屋善仁

四十沢木材工芸

 海外展開を考えている漆器事業者の後押しにつながったと考えている。輪島商工会議所については、当初、
補助金額150万円で北京・蘇州・台湾で展開する予定であったが、先方との調整によって中止となり、大幅な事
業縮小となった。

上海(商談会)輪島商工会議所

香港、福州、上海、シンガポール(バイヤー商談会、県関係展示会)

補助金額

300千円

藤八屋

坂口漆器店
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 6 ○

：
：

： ：
：
：
：

：
：
：

漆 器 商 工 課

事業内容(成果･実績)・評価

ものづくりに対する関心と理解を深め、製造業に係る人材の育成を図るため、ものづくりに必要な技能等が習得で
きる場の提供として「第5回のとロボット競技輪島大会」を開催した。

交 付 先 のとロボット競技大会実行委員会　委員長　岩　和志
実 施 内 容 ジュニアロボット部門(小学5年生以上中学3年生まで)

200

ジュニアロボット製作教室 2019年1月13日 参加人数：11人

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

　人材確保対策費 ロボット競技大会開催支援事業
費

1,600 1,800 1,600

(流用額含む)
予算額

決算額 差引

(Ｈ28) A B A－B

　(小学生8名、中学生3名)
ジュニアロボット部門 2019年2月16日 参加人数：11人

石川地区大会 2019年2月10日 参加チーム： 9ﾁｰﾑ
バトルロボット部門(高校生以上)

ジュニアロボット部門 輪島商工会議所507会議室

バトルロボット部門 2019年2月16日 参加チーム：74ﾁｰﾑ

輪島市文化会館3階小ホールバトルロボット部門本大会
石川地区大会

開 催 場 所 ジュニアロボット製作教室 輪島商工会議所507会議室

入 場 者 数 約500人

輪島市文化会館3階小ホール

事業
評価

　県外からの参加者も年々増えており、低迷する冬季の観光・宿泊にも寄与しているものと思われるが、一方
ではジュニアの参加者が減少しており、将来のものづくりの担い手育成につなげるために今後とも参加しやす
い様々な取り組みを検討していきたい。

H29：2,080千円
交 付 金 額 1,600千円
総 事 業 費

H29：1,600千円
1,790千円
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 4 ○ 国指定名勝「白米の千枚田」の景観保全事業費補助
事業主体：(公財)白米千枚田景勝保存協議会
総事業費：6,413千円　(財源：市補助金4,200千円　寄付金等2,213千円)

前年度決算額 4,000千円

【H29】 【H30】
田植えイベント 参加ボランティア 約 人 約 人

稲刈りイベント 参加ボランティア 約 人 約 人
その他荒起こし、草刈り等実施

【H29】 【H30】
白米千枚田オーナー制度会員数･･･ 組 白米千枚田オーナー制度会員数･･･ 組

オーナー会員 組 オーナー会員 組
トラスト会員 組 トラスト会員 組
企業会員 団体 企業会員 団体
特別名誉会員 組 特別名誉会員 組

事業
評価

　耕作イベントには市内外から延べ800人を超えるボランティアが参加した。また、オーナー制度会員数はH29
年度を大きく上回った。これら外部の協力は、継続的な耕作活動によってのみ景観を維持しうる白米千枚田に
とって効果的かつ不可欠である。更なる会員増に努めたい。

22

観 光 課

15

400

400

9 10

22

400

事業内容(成果･実績)・評　価

184

9

165

5月13日
500

9月23日

内訳： 125 内訳： 137

観光費 白米千枚田観光景観保全事業費 5,200 4,200 4,200 0

(H29) A B A－B

予算額
決算額

前年度
決算額 (流用額含む)

差引
款 項 目 目の名称 事業名
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 4 ○ 市の知名度アップによる誘客を図るため出向宣伝等各種PR活動を行った。
(広告)

産経新聞(輪島市全面広告カラー) ( 千円)
東京新聞「輪島ふぐ広告」 ( 千円)
北國新聞「いしかわ百万石紀行」 ( 千円)
北國新聞「月刊アクタス」 ( 千円)
石川観光タブロイド(首都圏版) ( 千円) 　など

(会費・負担金)
(一社)能登半島広域観光協会 ( 千円)
(公社)石川県観光連盟 ( 千円)
飛越能経済観光都市懇談会 ( 千円)
奥能登ウェルカムプロジェクト推進協議会 ( 千円)
北前船日本遺産推進協議会 ( 千円)
ふるさと祭り東京2019出展(御陣乗太鼓出演) ( 千円) 　など

(補助金)
「いしかわの観光18」事業 ( 千円)
水上運動会開催事業 ( 千円)

(委託料)
マリンタウン観光ガイド ( 千円)
ドローン空撮映像制作 ( 千円)

(その他経費)
出向宣伝等旅費 ( 千円)
観光パンフレット・ポスター増刷 ( 千円) 　など

○ 輪島キリコ会館もてなし広場等で御陣乗太鼓の無料実演の事業委託。
委 託 先： 株式会社まちづくり輪島
委 託 料： 千円
実施期間： 4月28日～11月4日の134日間
実演回数： 回 (荒天のため中止3回)
入場者数： 【H29】 人

【H30】 人

776
4,981

29,359

事業
評価

　郷土芸能御陣乗太鼓を実演し、夜の賑わいを創出し、市内の宿泊客の増加を図り、交流人口の拡大のおも
てなしの充実が図られている。

4,200

600

事業内容(成果･実績)・評　価

0

事業
評価

　地域資源を活用した新聞広告や旅行会社への旅行商品造成依頼活動など、全国や世界への情報発信によ
り交流人口の増大を図りながら、市内で最も観光客が訪れる輪島朝市にほど近いマリンタウンで観光案内を
行い、着地型観光にも力を入れた。減少傾向にあった入込客数が下げ止まり、上昇に転じ、宿泊者数も増加し
た。

131
28,735

御陣乗太鼓実演事業費 4,200 4,200 4,200

500

観 光 課

500

250
160

486

97
300
216
300

1,952

14,890 17,296 17,000 296

予算額
決算額

(流用額含む)

1,620

1,435
100

59

目の名称 事業名
前年度
決算額

差引

観光宣伝費(観光費)

(H29) A B A－B
款 項 目
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 4 ○

・るるぶ石川、るるぶ金沢能登加賀温泉郷の観光情報広告掲載
【H29】 千円 【H30】 千円

・輪島観光プロモーション
【H29】 千円 【H30】 千円

・石川さんカーニバル、MRO旅フェスタなどイベントPR事業
【H29】 千円 【H30】 千円

・誘客及び出向宣伝旅費
【H29】 千円 【H30】 千円

・その他消耗品等 千円

(補助金)
誘客宣伝事業
事業主体：誘客宣伝実行委員会
総事業費：3,334千円　(財源：市補助金2,948千円　自己負担金386千円)
・観光キャンペーン

大都市圏での観光キャンペーンや観光物産展、
旅行素材の情報発信など輪島市の観光をPR。
信州北陸フェスタin軽井沢やつるみ夢広場in總持寺への出店

・旅行商品造成販売促進等
JTB、近畿日本ツーリスト他旅行会社にツアー
造成依頼.いしかわ旅行商品プロモーション会議
などにて観光PR他

・インバウンド対策事業費
海外旅行会社招へいなど

・輪島観光大使情報発信事業費
輪島観光大使、能登わじま食の大使、輪島モーターサイクル親善大使及び
輪島観光サポーターによる情報発信

観光案内人クラブ「あかり人」活動事業費補助
事業主体：観光案内人クラブ「あかり人」
総事業費：1,638千円　(財源：市補助金300千円　自己負担金1,338千円)

地域イベント事業補助

イベント名：輪島朝市感謝祭　　開催日：12月2日
主　催：マリンタウンおもてなし委員会
共　催：輪島市朝市組合、輪島市観光協会、石川県漁協輪島支所、本町商店街振興組合

　 　輪島温泉宿泊業協同組合
後　援：一般社団法人　地域活性化センター
総事業費：1,766千円　(財源：市補助金1,000千円　自主財源766千円)

2,088

事業
評価

　広告掲載や出向宣伝などによる輪島観光の露出を増やすことで、更なる「輪島」の認知度向上を図るととも
に、受入態勢の整備充実により、入込客数・宿泊客数ともに昨年より増加した。

1,904
130

2,149 1,242

4,666 7,476

2,106 2,969

17,969 610

決算額

旅行会社や雑誌、マスコミなどを複合的に活用した誘客につながる広報活動、北陸新幹線金沢開業による沿線で
の観光プロモーション活動、受入態勢の整備。

事業内容(成果･実績)・評　価

観 光 課

18,579

(H29)

予算額
目の名称

(観光費) 誘客宣伝対策事業費 15,435

A B

差引
(流用額含む)款 項 目 事業名

前年度
決算額

A－B

輪島で最も観光客が集まる輪島朝市でのイベント開催費補助。輪島の強みである豊富な海の幸を大きく前面に
出し、屋外露店ならではの楽しみやわくわく感を作り出して魅力を発信することにより輪島朝市を活性化させるとと
もに誘客につなげる。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 4 ○ イベント名：あえの風冬まつり
事業主体：輪島まちおこし連絡協議会
総事業費：3,027千円　(財源：市補助金1,400千円　各種団体負担金等1,627千円)
冬期間の誘客を促進するためイベントを開催。
輪島塗ありがとう市、にぎわい大市、輪島ふぐごっつお祭など。

入込 【H29】 人 【H30】 人

○ イベント名：一本松公園桜ライトアップ事業
事業主体：輪島商工会議所
総事業費：1,168千円　(財源：市補助金700千円　輪島商工会議所負担等468千円)
花見の時期に合わせ、一本松公園にボンボリや提灯を設置しライトアップ。
市内外から来訪者を呼び込み、消費を喚起した。

ボンボリの設置 【H29】 本 【H30】 本
提灯の設置 【H29】 本 【H30】 本

○

【H29】
件 人 千円
件 人 千円
件 人 千円
件 人 千円

【H30】
件 人 千円
件 人 千円
件 人 千円
件 人 千円

25

2,735
44 2,130 2,234

2,631

2,133
計 75 2,576 2,647

学会等 514
0

件数 宿泊人数

0
合宿

66

460
修学旅行 0 0

事業
評価

合宿 50 2,116

　昨年度より延べ宿泊人数は減少したものの、全国規模の学会が開催され遠方からの宿泊者誘致につながっ
た。

修学旅行 0 0

計

金額

29,841

22 501 501

109 115

事業
評価

　輪島商工会議所などの民間団体により、輪島市の賑わい創出を図り、地域の活性化につなげている。

市内において実施され、市内の宿泊施設に宿泊を伴うコンベンション等に対し助成金を交付し、交流人口の増加
と賑わい創出を図る。

件数 宿泊人数 金額

31,282

学会等

160 270

事業内容(成果･実績)・評　価

観 光 課

(観光費) 輪島まちおこし連絡協議会等事
業費補助

コンベンション等誘致支援事業費 2,735 2,647 2,647 0

2,100 2,100 2,100 0

予算額
決算額 差引

(流用額含む)
(H29) A B A－B

目の名称 事業名
前年度
決算額款 項 目
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 4 ○ 市内中学校卒業者等のふるさとでの55歳交流支援事業の補助。
対象：昭和38年4月2日～昭和39年4月1日生まれ
総事業費：1,497千円　(財源：市補助金917千円　参加者負担金580千円)
事業主体：セカンドメモリアルGOGO実行委員会

・対象人数 【H29】 人 【H30】 人
・参加人数 【H29】 人 (県外者 人、 県内者 人)

【H30】 人 (県外者 人、 県内者 人)

○

事業主体：千枚田景勝保存実行委員会

【輪島・白米千枚田あぜのきらめき事業】
開催期間：10月13日～翌年3月10日 日間
総事業費：11,637千円　(財源：市補助金11,400千円　出店料等237千円)
自然エネルギーである太陽光パネルを電源としたLED発光装置25千個を千枚田に設置。
国道上にも範囲を拡大。拡大部分の5千個は4色に変色するペットボタルを導入。
冬期の誘客対策の目玉として実施。宿泊客の増加を目的とする。
・来場者 【H29】 人 【H30】 人
・ほたるびと 【H29】 人 【H30】 人

【白米千枚田結婚式事業】
開催日：9月23日
総事業費：2,800千円　(財源：市補助金2,800千円)

白米千枚田イベント開催費補助 11,700 14,200 14,200 0

149

96,000

決算額
前年度
決算額

107,100
241 272

農業の原点ともいえる棚田(千枚田)で縄張り等昔ながらの風習を取り入れた結婚式を実施することにより誘客と
千枚田の認知度向上を目的とする。

83

121 10

H23年6月に「能登の里山里海」が国連食糧農業機関から世界農業遺産に認定され、その象徴といえる白米の千
枚田を利用したイベント開催事業費補助。

111

事業
評価

　「あぜのきらめき」来場者は、ペットボタル設置範囲を国道上にまで拡大し、4色変色のペットボタルを導入し
た効果もあり昨年度より約11,000人増。来年度は25,000個全てのペットボタルを4色変色にし、更なる誘客増を
見込む。また結婚式はその珍しさから各種メディアに取り上げられ、白米千枚田の知名度向上に繋がってい
る。

13 153

観 光 課

166

事業
評価

冬場の閑散期における賑わいづくりとして一定の効果はあったが、市外からの参加者増に向けてさらなる努力
が必要。

788 336

(観光費) セカンドメモリアルGoGo 1,000 1,000 917

差引
事業内容(成果･実績)・評　価

予算額
款 項 目 目の名称 事業名 (流用額含む)

(H29) A B A－B
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 4 ○

総事業費：7,241千円　(財源：市補助金7,000千円　自己負担241千円)
(開催日)

① 客船 「にっぽん丸」　商船三井客船㈱

② 客船 「ぱしふぃっくびいなす」　日本クルーズ客船㈱

③ 客船 「ぱしふぃっくびいなす」　㈱I.S.T

④ 客船 「にっぽん丸」　日立埠頭㈱

⑤ 10月16日～10月17日※中止 客船 「ぱしふぃっくびいなす」　日本クルーズ客船㈱

(来場者数等)
【H29】 【H30】

中止

2月16日～17日 輪島あえの風冬まつりにぎわい大市 15,000

事業
評価

　海の玄関口「マリンタウン」のブランド力を高め、更なる活性化を図った。寄港の際には、マリンタウンウェル
カムデーと称し市民総出の歓送迎を行うことでおもてなし日本一の港をPRするとともに、各種イベントの開催
により交流人口の拡大に寄与している。

11月4日 輪島ふぐまつり(輪島里山里海まつり同時開催) 6,000
11月18日 輪島かにまつり 30,000

【マリンタウンイベント支援事業】
(人)

主なイベント 来場客数

7月29日 輪島あわびまつり 30,000

にっぽん丸 370 1,500
ぱしふぃっくびいなす 329 0

ぱしふぃっくびいなす 389 1,500 ぱしふぃっくびいなす 450 1,100

1,800
ぱしふぃっくびいなす 380 1,500 ぱしふぃっくびいなす 444 1,500

8月2日

来場者数 客船名 乗客数 来場者数

にっぽん丸 323 400 にっぽん丸 422

(観光費) 7,500

9月15日
10月3日

(人) (人)

事業主体：マリンタウンおもてなし委員会　委員長　山市　新太郎

6月2日

マリンタウンおもてなし事業費 大型客船の乗客に対し、また輪島市へ訪れたいと思って頂けるよう、また口コミでの評判が広がるように市民挙げ
ての歓送迎を行う。また、マリンタウン周辺でのイベント開催により誘客促進を図る。

【大型クルーズ客船等受入促進事業】

(H29) A B A－B

7,000 7,000 0

款 項 目 事業名
前年度
決算額

差引
目の名称

決算額
事業内容(成果･実績)・評　価(流用額含む)

予算額

客船名

観 光 課

乗客数
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 4 ○

※実績　ＣＭ3件、テレビドラマ1件、テレビ番組53件、その他(雑誌、Web系など)169件
事業主体：輪島フィルムコミッション
総事業費：816千円　(財源：市補助金628千円　　自己負担金188千円)

ロケに対する支援の他、制作会社が集まるイベント参加や出向宣伝による情報発信。
(委託料ロケ地マップ作成 ( 千円)
(負担金ジャパンフィルムコミッション年会費 ( 千円)

輪島ご当地グルメ開発事業費 ○

事業主体：能登半島・輪島わのしま食楽部
総事業費：3,252千円　(財源：市補助金2,000千円　　自己負担金1,252千円)

○

○

・申請件数(改修) 17
・補助金額
・総事業費

・申請件数(改修) 15
・補助金額
・総事業費

千枚田周辺魅力アップ改修事業
費

3,650

71,635 千円

事業
評価

　ホテルや旅館、民宿などの宿泊施設のトイレ洋式化や外国語表記看板への改修など、施設の魅力向上及
び外国人旅行者に配慮した改修による宿泊客の増加を図った。

219,482 千円

H29実績(H30へ繰越した分を
件

宿泊施設魅力アップ事業費補助
(繰越明許)

71,635 122,624 121,400

2,864 2,000 2,000

　食の取組第一弾として、5年連続漁獲量日本一である輪島ふぐをＰＲした。ふぐコース料理や一品料理など
各店舗が開発して、キャンペーンなどを実施。観光客入込の増加に努めている。

0

市を挙げた食の取組を行うとともに、輪島の食をＰＲすることによって、観光入込客の増加と滞在時間の延長、さ
らには宿泊者数の増加による売上向上を目指す。

(観光費)

119,245

【補助率】　　①施設新築・改修　補助率2/3　　　②備品設置　補助率
　　　　補助限度額　　　1施設10,000千円

H30実績(H29からの繰

千円

1,600 825

121,400

映画やテレビドラマなどのロケ地としての支援を行うとともに、メディアなどを通じて輪島の魅力を発信する。

97
100

事業
評価

　映画などのロケが行われることで、ロケハン(下見)やロケによる相当数のスタッフの宿泊や飲食、また、公開
後のファンの入込により経済効果につながっている。

散策道を歩かれる方のほとんどが手摺りを利用しており、設置したことにより非常に散策しやすくなった。景観
にも配慮した色にもなっており、設置効果有。

多様な宿泊ニーズに対応するとともに輪島温泉郷の魅力を高めるため、宿泊施設の改修、新規開業・再開などに要

事業
評価

件

0

775

1,224

千枚田の散策道には斜度30度ほどの急な坂道があり、晴天の日でも転げ落ちそうになるくらいであり、冬場のあぜの
きらめき期間は特に、暗闇で歩きづらく危険度が増すため手摺りを設置。

千円

事業
評価

3,650

差引
事業内容(成果･実績)・評　価

A－B

フィルムコミッション事業費 1,013

予算額
決算額

B
款 項 目 (流用額含む)

(H29) A
目の名称 事業名

前年度
決算額

観 光 課
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 4 平家の里推進事業費 ○

・報償費 141千円 (能登平家の里のつどい　講演会及び琵琶演奏)
・旅費 117千円 (全国平家会総会、イベント参加)
・消耗品費 98千円 (のぼり旗、のぼりポール等)
・その他 51千円 (広告料、土地賃借料等)
・補助金 1500千円

事業主体：御陣乗太鼓保存会　会長　今寺　研治
総事業費：800千円　(財源：市補助金500千円　自己負担300千円)
事業内容：名舟大祭において花火の打ち上げを実施し平家の里地内の賑わいを創出した。

(7月31日)

総事業費：3,877千円　
(財源：市補助金1,000千円　その他助成金・地元負担金等2,771千円　自己負担106千円)　

補助率25.8％
事業内容：平家の里地内の町野地区における交流人口拡大イベント(8月15日)

鴨ヶ浦魅力創出事業費 ○
2,808千円

・工事請負費 17,523千円
内 繰越明許 ・調査設計費

17,469

事業
評価

翌年度の完成後に評価。

【平家の里活性化事業】

【平家の里活性化事業】
事業主体：平家の里ふるさと五千人の祭典実行委員会　実行委員長　池田　幸平

事業
評価

　全国平家会との情報交換やイベント参加による交流促進、また、地元の行事開催等での「平家の里」の発信
により、観光入込客の増加に努めている。

36,000 18,531 17,469 鴨ヶ浦海岸周辺の地域資源を活用するとともに、魅力発信することにより地域の活性化を図る。

(観光費) 530 1,943 1,907 36 能登平家物語などの地域資源を活用するとともに、「平家の里」を発信することにより地域の活性化を図った。

差引
事業内容(成果･実績)・評　価(流用額含む)

(H29) A B A－B

予算額
決算額

目の名称 事業名
前年度
決算額款 項 目

観 光 課
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 4 ○

・ 補助対象団体 雪割草･門前そば振興協議会　会長　沢田　隆
・ 補助金額 1,550千円 （総事業費　1,966千円）
・ 開催場所 門前町総持寺通り、門前総合支所前、猿山岬
・ 開催日
・ 事業内容 雪割草展示や写真展及び作品展、即売会。

門前そばを主に地域の特産品の出品、販売。
・ 入込客数 延約7,000人(前年約9,000人)

○ 「全日本ダートトライアル選手権第5戦ダートスプリントin門前」の後援及び大会運営の補助等

・ 開催日
・ 開催場所 輪島市門前モータースポーツ公園
・ 入場者数 1,200人(主催者発表)　参加車両 136台(前年145台)
・ 機械機材等借上 1,994千円(前年度決算額 2,022千円)
・ その他通常管理費等 3,685千円(前年度決算額 3,754千円)
・ 利用実績 2,078人(前年1,664人)

観 光 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評　価(流用額含む)
(H29) A B A－B

(観光費) 雪割草まつり・そばの市開催費
補助

1,550 1,550 1,550 0 雪割草を通して、貴重な自然遺産の保護と猿山山系の環境保全の啓発を図るとともに、地域農産物の振興
と地域産業の活性化を図った。

3月23日、24日

事業
評価

　市内外に向けて「雪割草群生地」をＰＲすることができ、誘客も図ることができた。また、昨年に
引き続き「門前そば　そば打ち体験」や地域特産物を販売し、地域の活性化が図られた。

門前モータースポーツ公園管理
費

5,776 6,185 5,679 506
全国大会を開催することで、全国各地から参加者(選手・関係者約200名)が集まり、モータースポーツ公
園をＰＲすることができ、市内宿泊施設の利用にも繋がった。

6月17日

事業
評価

　門前モータースポーツクラブに管理委託することで、タイヤテストや練習走行をする企業団体等が
多数集まり、地域の活性化が図られた。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

7 1 4 ○

【禅の里賑わい創出事業】
・ 補助対象団体
・ 補助金額 1,500千円 （総事業費　2,910千円）
・ 事業内容 峨山道巡行　9月29日（30日は台風のため中止）参加者67名

峨山道修繕
松明の夕べとタイアップした食まつり等を実施　8月13日
ＴＨＥ禅の市を毎月第3土曜日総持寺通り商店街にて開催
アマメハギ、雪割草を題材とした商品デザイン開発

【門前夏まつり開催事業】
・ 補助対象団体 震災復興感謝のつどい実行委員会　会長　三谷　法男
・ 補助金額 5,000千円 （総事業費　5,262千円）
・ 開催場所 輪島市門前グラウンドゴルフ場、鹿磯地内
・ 開催日
・ 事業内容 禅の里大花火　15,252発打ち上げ
・ 入込客数 5,000人

旅費 167千円（横浜市鶴見区訪問、兵庫県篠山市視察）

○ 国定公園等環境整備事業(環境省)による猿山遊歩道整備事業補助

・ 遊歩道整備工事 (遊歩道整備工　L=650m、階段工　500段)

観 光 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評　価(流用額含む)
(H29) A B A－B

のと猿山雪割草の道整備事業費 15,606 12,086 12,086

(観光費) 禅の里づくり推進事業費 6,670 6,670

0
老朽化した遊歩道の安全対策(転落防止柵設置、階段工等)

12,086千円

禅の里づくり構想として、「禅」をキーワードとして雰囲気ある空間づくりを行い、都市部住民等の癒し
を求める「域（ゾーン）」として整備・活用し、交流人口及び滞在時間の増加を図る。

峨山道巡行実行委員会　会長　谷内　加映

8月13日

事業
評価

　まつり会場から近い鹿磯を花火打ち上げ場所としており、他とは違う花火が実施できた。また入込
もお盆の帰省客及び地元住民、近隣市町から多くの来訪者があり、地域の一つの目玉として、交流人
口の拡大、交流の場の創出となった。

0
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 4 1 ○ 客船のマリンタウン岸壁への入港及び出港の補助業務。 千円

客船「にっぽん丸」 千円
客船「ぱしふぃっくびいなす」 千円
客船「ぱしふぃっくびいなす」 千円
客船「にっぽん丸」 千円

千円
・備品購入 千円

前年度入港実績 1 回 客船「ぱしふぃっくびいなす」 2 回客船「にっぽん丸」

事業
評価

　輪島港における客船の受け入れ体制は全国的にも高い評価を得ており、クルーズ客船の寄進のみならず取
り組み状況の行政視察等も増加している。今後も同様の取り組みを継続する必要がある。

H30.6.2
H30.8.2

H30.10.3

33

H30.9.15

客  船  名

計

1,438
1,348
6,567

委託料金

2,145

港湾費 船舶寄港支援事業費 6,003 6,600 6,600

(H29)

差引
予算額

事業内容(成果･実績)・評価

0

(流用額含む)
A B A－B

決算額

客船入港日
1,636

6,600

都 市 整 備 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
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一般会計主要施策
(単位：千円)

2 1 8 ○　事業目的

○　助成対象・・・次の各号のすべてに該当する者とする。
(1)市に住所を有し、かつ、市に住所を有する6歳未満の乳幼児を養育する者
(2)同一世帯内に市税等の滞納者がいない者

○　助成額・・・購入費の1/2を助成。ただし、上限10千円
○　助成実績(件数)

※出生数については、住民基本台帳登録者数である。

3 1 1 〇事業目的

○　助成対象・・・次の各号のすべてに該当する者とする。
(1)出生による住民登録地が輪島市である乳幼児の父又は母
(2)出生児と同一の世帯に登録されている父又は母

○助成・・・1子あたり　　30,000円
助成実績　93人×30千円＝2,790千円

3 2 2 ○事業目的

○助成対象・・・70歳以上の者(65歳以上の後期高齢者医療被保険者を含む)
○助成・・・マッサージ施術費の１ヵ月(1枚)あたり1千円の助成券を発行。

助成券作成　　12枚綴り×280冊(9,330円)
助成券発行枚数　　2,355枚(253人)
助成実績　　1,509枚×1千円＝1,509千円

684

Ｈ28 41 117 754 ※6歳未満児数については、4月1日現在の住民基本台帳
登録者数である。Ｈ29 53 122 739

事業
評価

　時間外の受付など届出と同時に申請が無かった場合なども電話や郵便による勧奨を行い、対象者には確実
に助成を行うよう努める。

子どもの誕生へのお祝い及び保護者のワークライフバランスや子育て環境の充実へ支援することにより、人口減少
傾向の緩和を目的とする。

助成件数 出生数(人)
Ｈ３０ 93 97

保険適用外のはり、きゅう又はマッサージの施術に係る費用の一部を市及び施術者が助成することにより、高齢者の
健康の保持及び在宅福祉の増進に寄与することを目的とする。

交付件数、助成件数が増加。今後も「広報わじま」等で広報に努めていく。

Ｈ27 47 124 788

Ｈ30 44 97

社会福祉総務費 出産お祝い事業費 3,600 2,790 810

チャイルドシート購入助成金を交付することにより、市民の交通安全意識の高揚と自動車乗車中の乳幼児の
安全確保を図ることを目的とする。

助成件数 出生数(人) 6歳未満児数(人)

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

1,518

市 民 課

款 項 目 目の名称 事業名
差引

B

0

112チャイルドシート購入助成事業費

前年度
決算額

予算額
決算額

A－B

交通対策費 480 500

(H29) A

388

事業
評価

はり・きゅう・マッサージ施術助成
事業費

事業
評価

　自動車乗車中の乳幼児の安全確保を図るため、出生届時に制度の説明を行う等、広報に努めていく。

1,234 1,518高齢者福祉対策費

- 88 -



一般会計主要施策
(単位：千円)

4 1 3 ○ 後期高齢者医療被保険者(75歳以上及び65歳～74歳の一部障害者)を対象とした健康診査事業。
医療保険者である石川県後期高齢者医療広域連合が実施主体で、市は委託を受けて実施する。

Ｈ29

市 民 課

事業内容(成果･実績)・評価

Ｈ30
6,400 904 14.13%

受診者数(人) 受診率
Ｈ26

6,307 921 14.60%

Ｈ27 6,581 940

対象者数(人)

947 14.60%

H20年度の国の医療制度改革により、それまでの基本健康診査に代わって実施されるが、実施は努力義務とされ
ているため、特定健康診査のような受診率等の目標は課されていない。

年　度

6,486

15.57%
14.28%

Ｈ28

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額

(流用額含む)
(H29) A B

3037,618 8,028 7,725後期高齢者医療健康診査費

差引

A－B

事業
評価

特定健康診査のような受診率等の目標は課されていないものの、受診率は県内でも低い方となっており、受
診率の向上には更なる努力が必要。

6,564 1,022

保健事業費
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 1 ○ 民生委員児童委員及び主任児童委員の活動費等　
民生委員児童委員　 119名 委嘱期間　H28.12.1～R1.11.30
主任児童委員 15名
地域福祉推進員　　　 343名

○ 地域福祉の拠点である社会福祉協議会の運営費に係る補助
交付先：輪島市社会福祉協議会

○

交付先：輪島市社会福祉協議会

○ 相談員2名を配置し、ＤＶ被害者の保護や相談支援を行った。また、地域への啓発を行った。
相談件数

3 件
2 件

○

運営委託先：くらしサポートセンターわじま(輪島市社会福祉協議会)
・ 9,769千円
・ 3,149千円
・ 2,303千円
＊ 住居確保給付金については実績なし

H28
H29
H30 676人 18人 83人

事業
評価

事業の定着により、相談者1人に対して関わりを持つ回数が確実に増加している。年齢や性別を問わず、多
様な困り事を抱える人が多く、今後も更に重要性が増す事業である。

就労準備支援事業
家計相談支援事業 自立相談支

援事業
就労準備支

援事業
家計相談支

援事業
801人

H30年7月1日事業開始
1,013人

生活困窮者自立支援事業費 19,738 15,932 15,221 711

H29
H30

事業
評価

　石川県女性相談支援センターや関係機関との連携を要するケースの相談が多く、重要な事業である。

事業
評価

　ボランティア団体の育成・連携が図られ、新たに3団体が立ち上がった。

生活保護に至る前の段階の自立支援策の強化を図るため、生活困窮者に対し、自立相談支援事業を実施する。

自立相談支援事業費

ＤＶ対策等総合支援事業費 966 1,000 935 65

事業
評価

　輪島市社会福祉協議会へ運営費の補助を行うことにより、安定した運営に行うことができ、目的である地域
福祉の向上に寄与できた。

ボランティアセンター事業費補助 1,665 1,665 1,665 0 市内73団体のボランティア活動の拠点となるセンターへの補助であり、ボランティア団体の育成・研修を行ってい
る。

事業
評価

　本市は、国の基準(民生委員106名、主任児童委員14名)を上回り委嘱しており、各地域の要援護者に対する
見守り活動等に成果を上げている。

社会福祉協議会運営費補助 24,835 23,520 22,848 672

社会福祉総務費 民生委員費 13,108 13,240 13,218 22

(H29) A B A－B

前年度
決算額

予算額
決算額

福 祉 課

款 項 目 目の名称 事業名
差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 2 ○
(介護給付費)

・介護給付費支払手数料

○
(訓練等給付費)

・訓練等給付費支払手数料
209,569

284千円
合　計 172 178 1,744

事業
評価

　障害者総合支援法に基づき、サービスの案内や支給決定を行い、必要な支援等が受けられるものであり、
重要な事業である。H30年度、市内でグループホームが開設したことにより、利用者、給付費が増加した。

1,899 199,403

398
特定障害者特別給付費 － － － － 5,018 5,528

105,680
就労継続支援Ａ型 23

地域移行 0 1 0 6 0
就労継続支援Ｂ型 90 93 884 945 100,427

就労移行支援 2 1 22 10
23,715

5,587

23 219 260 25,622

7,512
3,275

宿泊型自立訓練 2

4,868 1,366
自立(生活)訓練 6 5 47 54
自立(機能)訓練 2 2 20 22 3,307

共同生活援助 47 52 532 598
407

H29

1 20 4 2,593

H30

0

51,981 61,688

就労移行支援や自立訓練といった、障害者本人が社会で自立するための障害福祉サービスを提供する。

サービス名
支給決定者

数(人)
延べ利用者数(人)

給付費
(千円)

H29 H30

4,714 4,638 513,133

H30 H29

 障害者自立支援給付費 199,664 209,853 209,853

19
特定障害者特別給付費 －

511,652
514千円

事業
評価

　障害者総合支援法に基づきサービスの案内や支給決定を行い、必要な介護サービスが受けられるものであ
り、重要な事業である。H30年度は、近隣事業所が行動援護サービスの提供を開始したことにより、給付費が
増加となった。

合計 668 673
高額障害ｻｰﾋﾞｽ等給付費 － － － － 0

相談支援 313 320 1,081 1,028
12,701

31

－ － － 13,374

0
121,964

短期入所 45

18,357 19,468
重度訪問介護 1 0 1 0
施設入所支援 106 101 1,253 1,230 124,349

生活介護 157 147 1,780 1,744
10,511

27,510

57 144 181 10,276

25,833
816

行動援護 0

312,001 312,909
療養介護 9 8 104 96
同行援護 3 4 19 33 658

11 0 46 0

H29 H30
6,120
1,311

居宅介護 34 25 332 280 6,577

1,355 重度の心身障害のために常時介護を必要とする人に対して、日常生活における負担を軽減するために、居宅介
護や施設入所などの障害福祉サービスを提供する。

サービス名
支給決定者

数(人)
延べ利用者数(人)

給付費
(千円)

H29 H30 H29 H30

障害者福祉費  障害者自立支援給付費 513,642 513,521 512,166

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

前年度
決算額款 項 目 目の名称 事業名

予算額
決算額 差引

福 祉 課

- 91 -



一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 2 ○
(補装具費)

【購入】 【修理】

座位保持装置
補聴器
車いす

車いす

○ 18才未満の障害児を対象に、放課後等の居場所の提供や療育支援を行う。

・障害児給付費支払手数料

福 祉 課

目の名称 事業名 事業内容(成果･実績)・評価目
前年度
決算額

予算額
決算額

(H29)
款 項

A B A－B

46,339
高額障害通所給付費 －

79千円

事業
評価

　児童福祉法に基づき、障害児に対し福祉サービスの支給決定を行い、必要な支援が受けられるものであり、
重要な事業である。H30年度、市内で放課後等デイサービス提供施設が開設したことにより、利用者、給付費
が増加した。

合　計 48 56 373 517 35,468
－ － － 0 25

4,686 2,818
3,807相談支援 24 28 124 193 2,262

3 40 25
39,68925 209 299 28,520放課後等デイサービス 20

児童発達支援 4

サービス名
支給決定者

数(人)
延べ利用者数(人)

給付費
(千円)

H29 H30 H29 H30 H29 H30

事業
評価

　障害者総合支援法に基づき、補装具費の支給は、失われた機能を補完または代替する用具の支給又は修
理の支給決定を行うものであり、重要な事業である。

障害児給付費 35,524 46,429 46,418 11

0 7 0
合計 38 23 1,347 855

2 119 169
合計 25 29 2,615 3,292 歩行器 1

1 4 341 703 電動車いす 2
補聴器 7 18 548 887 12 15 461

151 39
2 362 134
2

491
眼鏡 0 2 0 41 7
盲人安全つえ 0 1 0 6 3

1 0 4 0
1 2 243 22

座位保持装置 3 2 1,118 1,541 装具
装具 4 2 608 114 義肢

H29 H30 H29 H30
種類

件数
(件)

給付費
(千円) 種類

件数
(件)

給付費
(千円)

H29 H30 H29 H30

障害者自立支援給付費 3,962 5,320 4,147 1,173 身体障害者手帳所持者に対して、身体機能を補完又は代替する補装具(車いす、補聴器、義足など)の購入・修
理費用を支給する。

差引
(流用額含む)

(障害者福祉費)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 2 ○
(療養介護医療費)

○
(更生医療費)

【支給決定者数】
心臓機能障害 人 人

人 人
人 人

　　　 免疫機能障害 人 人
人 人

○
(育成医療費)

【支給決定者数】
1 人 1 人
0 人 2 人
3 人 1 人
1 人 0 人

　　　 1 人 0 人
肢体不自由
その他内部機能障害

事業
評価

　障害の程度の軽減や、残存機能の回復に必要な医療費の助成を行う重要な施策であり、児童福祉法に基
づくものである。

H29 H30
聴覚・平衡機能障害
視覚障害
音声、言語、咀嚼機能障害

事業
評価

　障害の程度の軽減や、残存機能の回復に必要な医療費の助成を行う重要な施策であり、身体障害者福祉
法に基づくものである。じん臓機能障害による透析治療者の増加により、医療費が増額となった。

障害者自立支援医療費 471 557 168 389 身体に障害がある児童、またはそのまま放置すると将来障害を残すと認められる疾患がある児童で、その障害を
除去・軽減する手術等の治療によって、確実に治療効果が期待できるものに対して、その医療費を支給する。

肝臓機能障害 1 1
1 0

肢体不自由 1 0

H29 H30
14 5

じん臓機能障害 107 102

事業
評価

　障害者総合支援法に基づき、長期に入院している障害者のために、経済的負担の軽減を図るため、重要な
事業である。

障害者自立支援医療費 42,205 50,484 49,237 1,247 身体障害をもたらしている一定の症状(放置すればその身体障害の状態が永続する)に対し、医学的処置を行うこ
とによって日常生活活動を回復又は向上する可能性の認められる場合に、その医療費を支給する。

H29 105 9
H30 96 9

8,706 8,019 687(障害者福祉費) 医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、看護、介護及び日常生活の世話を行
う。

利用延べ
人数

実人数

差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B

福 祉 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額

障害者自立支援医療費 8,450
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 2 地域生活支援事業費 ○
(相談支援事業費)

・相談支援事業(基礎部分)

合　　　計

・相談支援機能強化事業(強化部分)

合　　　計

・相談実人員

人 人
人 人
人 人

○ 聴覚障害者のコミュニケーションの円滑化を支援する。

※手話通訳設置事業･･･奥能登2市2町で、人口割(50％)と聴覚障害者数割(50％)で負担を按分

予算額
決算額

合　　計 150 34 3,110 221

事業
評価

　聴覚障害者にとって、他者とコミュニケーションをとる場合に必要な事業である。H30年度から輪島市単独で
手話通訳者を設置したことにより、事業費が減額となった。

消耗品 － － 20 10

手話通訳等派遣事業 5 4 77 24
要約筆記派遣事業 16 30 317 187

H29 H30 H29 H30
手話通訳設置事業 129 0 2,696 0

3,199 647 221 426

(コミュニケーション支援事業費)
事業名 利用回数 金額(千円)

ピアサポート北のと(穴水町) 121 137
相談支援キララ　(穴水町) 136 135

事業
評価

　相談支援事業は、相談内容に応じ必要な支援を行って、最適なサービスに繋げる上で重要な役割を担って
おり、障害者(児)の地域での自立、社会参加を支援するために必要な事業である。

地域生活支援事業費

4,764千円

H29 H30
日本海倶楽部(能登町) 54 28

日本海倶楽部(能登町) 1,588千円
2市2町で按分

(人口50％＋障害者数50％)
ピアサポート北のと(穴水町) 1,588千円
相談支援キララ　(穴水町) 1,588千円

198.5千円
596千円

委　託　事　業　所 金　額 備　　考

2市2町で按分
(人口50％＋障害者数50％)

ピアサポート北のと(穴水町) 198.5千円
相談支援キララ　(穴水町)

委　託　事　業　所 金　額 備　　考
日本海倶楽部(能登町) 198.5千円

(障害者福祉費) 5,387 5,430 5,360 70 地域の障害福祉に関するシステム作りに関し、中核的な役割を果たす協議の場としてH20年10月に奥能登2市2
町で広域設置。その中で地域の障害者の福祉に関する諸般の問題につき、障害者、保護者等からの相談に応じ
必要な情報及び助言等を行うため3事業所に委託している。

差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B
款 項 目 目の名称 事業名

前年度
決算額

福 祉 課
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 2 ○

○ 視覚障害等で移動が困難な人に対して、円滑に社会活動に参加できるよう、移動を支援する。

○ 障害者地域生活支援センター運営費を負担することにより、障害者の生活を支援する。
・「ピアサポート北のと」　

→運営費については、奥能登2市2町で人口割(50％)、利用者割(50％)で負担する。

○ ピアサポート北のと以外の施設利用負担分
・ピアサポートのと、地域活動支援ｾﾝﾀｰかが、地域活動支援ｾﾝﾀｰたかまつ

事業
評価

　障害者にとって身近な活動場所として定着している。自宅で過ごしがちな障害者(特に精神障害者)にとって
貴重な外出先である。

ピアサポート北のと 917 1,155 2,945 2,771

2,324千円

(地域活動支援センター事業費)

事業所
利用件数 金額(千円)

H29 H30 H29 H30

地域生活支援事業費 5,570 5,417 5,095 322

H30 43 10 270

事業
評価

　障害者の外出を支援する方法で、特に単身の障害者にとっては、はなくてはならない事業である。

H29 17 4 132
(移動支援事業費)

利用延べ
人数

実人数 延べ時間

地域生活支援事業費 376 654 654 0

合　　　　　計 648 714 6,811 6,556

事業
評価

支給額のうち、80%以上がストーマ装具等の排泄管理支援用具が占めている。H30年度は特殊寝台や特殊
マット購入にかかる給付費は増加したが、視覚障害による新規認定者数が減少したため、情報支援用具にか
かる給付費は減少となった。

排泄管理支援用具(ストーマ装具、紙おむつ等) 632 697 5,143 5,503
居宅生活動作補助用具 1 0 191 0

在宅療養等支援用具(盲人用体重計等) 1 1 53 14

情報・意思疎通支援用具(情報・通信支援用具、視覚障害者用ﾎﾟｰﾀ
ﾌﾞﾙﾚｺｰﾀﾞｰ、拡大読書器、盲人用時計、人工咽頭等)

12 8 1,396 565

介護・訓練支援用具(特殊寝台、特殊マット、入浴担架、体位変換器
等)

0 7 0 385

自立生活支援用具(入浴補助用具等) 2 1 28 89

在宅重度障害者に対し日常生活用具を給付し、障害者の日常生活の便宜と介護者の負担軽減を図る。
(日常生活用具給付等事業費)

種　　　目 件　数 金額(千円)
H29 H30 H29 H30

地域生活支援事業費 6,811 6,556 6,556 0(障害者福祉費)

差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B

予算額
決算額

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

福 祉 課
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 2 ○ 自宅の浴槽では入浴が困難な方に対し、移動入浴車で入浴介助を行うサービス。

○

＊平成21年度から奥能登広域で実施(人口割50％＋障害者割50％で按分)

○

福 祉 課

事業内容(成果･実績)・評価
予算額

決算額 差引
(流用額含む)款 項 目 目の名称 事業名

前年度
決算額
(H29)

(障害者福祉費)

H30 28 2,635

事業
評価

障害者(児)の介護にあたる家族の介護負担を軽減し、地域生活ができるようにするために、生活支援として
本事業は重要である。

2,625

事業
評価

　視覚・聴覚障害者に対し、日常生活上必要な訓練・指導等を行い、日常生活の質的向上を図り、社会復帰に
繋げるとともに、集いの場の提供ができた。

人数

H29 29

地域生活支援事業費 6,219 6,483 6,278 205
(日中一時支援事業費)

聴覚障害者生活訓練教室
奥能登行政センター等で6回開催

合　　計 44

24

利用者の日中活動の場を提供するとともに、家族など介護者の就労や休息を図るためのサービスを提供する。

回数

326

441 437
手話、料理教室、健康講座、交流会等

768 76348

26

相談､点字､パソコン､歩行､用具紹介指導等
視覚障害者生活訓練教室

市文化会館等で20回開催
20 22 327

訓 練 教 室 名 事業内容
参加者数 金額(千円)
H29 H30 H29 H30

H30 2 58

事業
評価

　対象者の健康管理・維持、介護に携わる家族の介護負担軽減に大きく寄与している。

(生活訓練等事業費)
視覚及び聴覚障害者を対象に日常生活のために必要な歩行、パソコンなどの基本技術を学ぶ機会を提供し、自
立と社会参加を促進する。

地域生活支援事業費 768 764 763 1

(訪問入浴サービス事業費)
人数 回数

H29 2 60

地域生活支援事業費 849 816 816 0

A B A－B
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 2 ○ 障害者の社会参加の促進を図る。
・委託料

平成21年度から奥能登広域で実施(人口割で負担按分)

・身体障害者介助用自動車改造費助成事業

○ 障害程度区分認定基準に照らして審査及び判定を行い、障害者福祉サービス支給の指標とする。
(障害支援区分認定審査会費) ・審査会開催件数 回

・審査会委員数 名
・判定件数 件

○
(自立支援協議会運営費)

・主な事業内容

研修会 ・内容：精神障害者の理解と対応　(H31.3.3　県生涯センターで開催)
・対象者：障害福祉サービス事業所等職員 83名参加

事業所巡回訪問 ・精神障害の専門知識所持者が、障害福祉サービス事業所(8カ所)
　へ巡回訪問し、アドバイス等を行う。　

サポートブック ・障害福祉サービス提供事業所等を紹介するサポートブック(1,500部)
　を作成

437千円

660千円

事業
評価

　事業者向研修会の開催により、障害サービスの質の向上につながった。H30年度は福祉サービスの情報を
まとめた「サポートブック」を作成し、民生委員等に配布することにより啓発につとめた。

160千円

奥能登2市2町と委託相談支援事業所(3事業所)が事務局の協議会で、障害福祉サービスの調整等を行う。

事　業　名 内　　　　容 金　額

63千円

地域生活支援事業費 428 740 660 80

差引

777 661 116

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

福 祉 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額

6 (開催日　5/28、8/20、10/1、11/26、2/18、3/25)
5

事業
評価

　イベントや自動車の改造等で障害者の外出する機会を増やし、社会参加促進につながるものである。

57

事業
評価

　介護給付を受ける場合、審査会を経て支援区分の認定を受けることが必須である。

合　　　計 51 45 49 43 750 478

業務委託先：石川県聴覚障害者協会

1件 167千円

2734

190
手話奉仕員養成講座事業 10 11 8 9 30 23 515 288
要約筆記奉仕員養成講座事業 41 34 41 34 4 4 235

H29 H30H29 H30 H29 H30 H29 H30

業務委託先：まんなか・ばんばざき商店会

事　業　名 受講者 修了者 開催回数 金額(千円)

事　業　名 内　　容 金　額
障害者芸術・文化講座開催等事業 カルチャー教室開催、交流イベント、サロンの開催 5,500千円

地域生活支援事業費 6,718 6,388 6,145 243
(社会参加促進事業費)

地域生活支援事業費 1,299

(障害者福祉費)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 2 ○ 福祉ホーム運営事業者に、運営費の1/4を負担する。(地域生活支援事業のため国1/2、県1/4)
(福祉ホーム運営事業費) ・利用者数 2 人

○ 手話通訳者を目指す方に、金沢市で開催される研修の交通費を助成する。
・申請者数 人

○ 精神障害者福祉手帳交付に必要な診断書の作成費用の半額を助成する。
・申請者数 人

○ 心身障害者に対し医療給付を行い、保健の向上に努めるとともに社会福祉の増進を図る。

○

根拠法令：特別児童扶養手当等の支給に関する法律

特別障害者手当

養成講座受講者交通費等補助

福 祉 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

10
1,502
1,566

3,915 H29 9

人数
支給額
(千円)

人数
支給額
(千円)

14
19 4,335 H30

0 重度の重複障害を持った在宅障害者で、常時特別な介護を要する者の所得保障の一助として手当を支給する。
支給額は物価スライド制。

障害児福祉手当

事業
評価

　常時介護を要する在宅の障害者(児)の所得保障により、経済的負担を軽減するため、必要な制度である。

H29
H30

5,901特別障害者手当等給付費 5,417 5,901

合計 739 110 390 1,239

事業
評価

　障害者の医療費の一部を助成することにより、本人またはその家族の経済的負担を軽減することにつな
がった。

65歳未満 262 20 113 395
65歳以上 477 90 277 844

(単位：人)
年令区分 1･2級、Ａ ＢⅠ 3級、ＢⅡ 合　計

2

1

事業
評価

　精神障害者福祉手帳交付に必要な診断書作成料を、経済基盤が不安定である障害者に対して助成し、負
担軽減を図る本事業は必要な事業である。

心身障害者医療費助成事業費 99,815 92,380 92,230 150

事業
評価

　福祉ホームは、低額な料金で、居室、その他の設備や日常生活に必要なサービスを提供する施設であり、
収入が少ない障害者にとっては必要なサービスである。

80 182 136 46

地域生活支援事業費 133 133 133 0(障害者福祉費)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 2 ○ あすなろふたばぱいんの会利用者への交通費補助
事業所利用の通所者へ、バス賃に応じた交通費の補助を行う。

あすなろふたばぱいんの会

○ 輪水会(輪島・穴水精神家族会)への活動費補助 ･･･ 46千円

○

・会員数　　 名(H31年3月31日現在)

○

・助成対象者 人

○

H30 8 2,129

事業
評価

　食事作りが困難な障害者に対して、食事を提供することにより、食生活の向上と併せて安否確認を行い自立
生活を支援するために有効な事業である。

在宅の障害を持つ方に対して、食の自立の観点から調査及び評価を行った上で、配食サービスの利用調整又は
提供を行うことにより、当該障害者が健康で自立した生活を営めるよう支援する。

利用人数 延べ配食数

H29 9 2,786

在宅心身障害者配食サービス事
業費

1,170 1,200 894 306

302 106 石川県心身障害者扶養共済制度の加入者(障害者の保護者等)に対し、掛け金の2割分を助成することにより、加
入者の経済的負担の軽減を図ることを目的とする。

9

事業
評価

　扶養共済制度加入者の経済的負担を軽減することにより、障害者の生活の安定と福祉の増進につながっ
た。

事業
評価

　市内の就労継続支援施設に通所する障害者の交通費を支援することにより、経済的負担を軽減するととも
に、社会参加にもつながっている。

温泉療養や県身体障害者スポーツ大会等の行事に参加することで、自立及び社会参加の促進を図る。

50

事業
評価

　スポーツ大会やイベント等に積極的に参加し、会員同士や他市町福祉協議会会員等との交流につながって
いる。

身体障害者福祉協議会運営費補
助

131 134 130 4

H30 3 270 H30 1
H29 3 389 H29 0 0

支給額
(千円)

障害者扶養共済掛金助成事業費 302 408

※9月1日から「輪島市路線バス運賃助成事業」が実施されたことにより、補助対象額が減となった。

輪島ＫＡＢＵＬＥＴ

人数
支給額
(千円)

59

障害者支援施設通所交通費等補
助

435 681 375 306

人数

差引
事業内容(成果･実績)・評価

(H29) A B A－B
事業名

前年度
決算額

予算額
決算額

福 祉 課

款 項 目 目の名称 (流用額含む)

(障害者福祉費)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 1 2 ○

○ 個人及び集落で除雪対応が困難な高齢者及び障害者宅の除雪を行い生活道路を確保する。

○

・ 先進地視察(神奈川県平塚市)　1回 〇相談実績
・ 保育士、教員、保護者向け研修会　2回
・ 各保育所への巡回相談　24回
・ ポーテージ教室の開催　48回

H30 191 375

事業
評価

　保育所や小中学校、保護者から子どもの発達に関する相談を受ける環境が整い始めた。今後も職員のスキ
ルアップが必要であり、引き続き研修等開催する。

実人数 延回数

H29 69 224

事業
評価

　各年度の積雪量により利用頻度は違うが、高齢者の独居世帯等除雪困難世帯にとって、必要である。

発達相談支援事業費 1,684 2,300 1,963 337 H29年度、切れ目のない支援体制を確立するために発達支援室を設置した。先進地視察や保育士・児童クラブ職
員向け研修会を実施し、関係者の支援技術の向上を図った。さらに、H30年度は「教育と福祉」においても連携強
化に取り組んだ。

利用件数

H29 53
H30 2

H30 38 680

事業
評価

公共交通機関の利用が困難な障害者にとって、タクシー料金助成制度の存在意義は大きく、移動手段確保
に有効である。

121 925除雪困難世帯生活道路除雪支援
事業費

2,397 1,046

外出のための移動手段の確保が困難な障害者が医療機関への通院のためにタクシーを利用する場合の料金を
助成し、福祉の増進を図る。

利用人数 延べ利用件数

H29 43 679

障害者福祉タクシー利用料金助
成事業費

475 651 466 185

差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B

福 祉 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額

(障害者福祉費)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 3 1 ○

○ 利用状況(H30年4月1日～H31年3月31日)＊児童センター・子育て支援センター

開設日数 日 来館者数
開設時間

平日　午前8時30分～午後5時まで
土日　午前8時30分～午後4時まで
休館日　毎週月曜日

祝日・年末年始

○ 平成30年度から直営

○

○ 利用状況(H30年4月1日～H31年3月31日)
開設日数 日 来館者数
開設時間

平日　午前9時00分～午後6時まで
土日　午前8時30分～午後5時まで
休館日　毎週月曜日

祝日・年末年始

○ 業務委託者　輪島市社会福祉協議会

11,707

事業
評価

平成30年度より指定管理者制度から業務委託事業に変更し、輪島市社会福祉協議会が運営している。業務
委託となったことで、施設の維持管理を市で行い、委託事業者と連携しながら経費の削減、設備の更新、運営
の見直し等を行いながら、地域の子育て支援の拠点として更なる有効活用を図っている。

H30 1,432 8,272 246 1,316 441

ボランティア他 合計

H29 1,190 8,473 156 1,286 577 11,682

297

乳幼児 児童 中高生 保護者

事業
評価

平成30年度、輪島市社会福祉協議会への委託事業から市直営による運営に変更し、経費の削減と子育て支
援センターとの一体的運営を実現したことで、児童の健全育成、子育て相談の対応等子育て支援の拠点とし
て運営できている。

もんぜん児童館管理費 7,220 8,556 8,545 11 地域において児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操をゆたかにすることを目的とする児童福祉施
設の機能と乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報の提供、助
言その他の援助を行う地域子育て支援拠点事業の機能を有する施設の運営費

25,935
H30 8,215 7,419 320 7,114 2,403 25,471
H29 7,762 7,956 437 6,879 2,901

地域において児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操をゆたかにすることを目的とする児童福祉施
設の運営費

298

乳幼児 児童 中高生 保護者 ボランティア他 合計

児童センター事業費 7,689 5,735 5,130 605児童福祉総務費

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

目の名称 事業名
前年度
決算額款 項 目

福 祉 課
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 3 1 ○

○ 事業内容
開設時間 月曜日～金曜日　放課後～午後6時30分まで　

第二・第四土曜日　午前8時00分～午後5時00分まで
夏期・冬期及び学年末年始の学校休業日　午前8時00分～午後6時30分まで

利用料 月額6千円(8月は8千円)

○ 補助実績

○ 利用実人員
H29　288人　　H30　305人

○支援員数
H29　29人　　H30　　33人

事業
評価

支援員を増員したことで、安全の確保や配慮の必要な児童へ手厚い支援ができた。

開  設  日  数 263 262
補助金交付先 輪島市社会福祉協議会 輪島市社会福祉協議会

支援員数 3 2
利用実人数(人/月) 8 20

利用料等収入 432千円 1,162千円
補助金額 4,339千円 3,357千円

クラブ名 南志見児童クラブ まちの児童クラブ
総 事 業 費 4,863千円 4,817千円

補助金交付先 輪島市社会福祉協議会 輪島市社会福祉協議会 輪島市社会福祉協議会 輪島市社会福祉協議会 輪島市社会福祉協議会

開  設  日  数 263 263 263 263 263
利用実人数(人/月) 25 15 19 25 28

支援員数 2 3 2 3 3
補助金額 2,525千円 3,906千円 2,784千円 2,446千円 5,330千円

利用料等収入 1,572千円 962千円 1,152千円 1,728千円 20,141千円
総 事 業 費 4,425千円 5,016千円 4,200千円 4,278千円 7,531千円

クラブ名 大屋第2児童クラブ 鵠巣児童クラブ 三井児童クラブ 河原田児童クラブ もんぜん児童クラブ

補助金交付先 輪島市社会福祉協議会 輪島市社会福祉協議会 輪島市社会福祉協議会 輪島市社会福祉協議会 輪島市社会福祉協議会

開  設  日  数 263 263 263 263 263
利用実人数(人/月) 35 21 45 39 25

支援員数 3 3 3 3 3
補助金額 4,628千円 4,221千円 6,146千円 6,791千円 5,116千円

利用料等収入 2,536千円 1,645千円 3,377千円 2,957千円 1,911千円
総 事 業 費 7,164千円 5,866千円 9,523千円 9,748千円 7,027千円

児童福祉法第６条の２第２項の規定に基づき、保護者が労働等により昼間家庭にいない小学生に対し、放課後
適切な遊び場・生活の場を与えて健全育成を図る。

(単位：円)
クラブ名 鳳至児童クラブ 鳳至第２児童クラブ 河井児童クラブ 河井第2児童クラブ 大屋児童クラブ

放課後児童健全育成事業費 47,471 56,132 52,216 3,916(児童福祉総務費)

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

福 祉 課

- 102 -



一般会計主要施策
(単位：千円)

3 3 1 ○

○ 活動 ○ 交付先
(1)親子及び世代間の交流、文化活動 三井みらいクラブ
(2)児童養育に関する研修活動 どんぐりクラブ
(3)児童の事故防止等活動 すくすくクラブ
(4)その他、児童福祉の向上に寄与する活動 もこもこクラブ

太陽の子クラブ
○ 交付額 1クラブあたり170千円×5クラブ

○ 児童手当制度は、次代の社会を担う子ども達の健全な育成を支援することを目的にしている。

○ 支給対象
15歳到達後最初の3月31日までの間にある児童(中学校修了前の児童)を養育する監護者に支給。
(公務員は職場より支給)

○ 支給額(月額)
3歳未満　15千円(一律)
3歳以上小学校終了前　10千円(第3子以降は15千円)
中学生 　10千円
特例給付対象者　 5千円

事業
評価

　少子化により支給対象世帯、児童数は年々減少しているが、子ども達の健全育成に寄与している。

支給延べ
人数

H29 21,480
H30 20,596

児童の健全な育成を図るため、母親など地域住民の積極的参加による地域組織活動の促進を図る。

事業
評価

　親子の交流やこどもの遊びを通じて児童の健全育成を図っている。今後も地域の子育て支援活動の活性化
につなげていきたい。

児童手当費 238,193 230,892 229,180 1,712

(児童福祉総務費) 地域組織活動育成事業費 850 850 850 0

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B

前年度
決算額

福 祉 課

款 項 目 目の名称 事業名
予算額
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 3 1 ○

○ 補助対象者

○ 補助金の額
市内の転居による三世代同居・近居の場合　　　　300千円
市外からの転入による三世代同居・近居の場合　　500千円(200千円の市外転入加算あり)

○ 事業実績

○

○ 輪島市子ども・子育て会議
委員15名
委嘱期間　H29年11月1日～R1年10月31日まで
会議開催　H30年度1回(H31.2.1)

福 祉 課

項 目 目の名称 事業名
A－BB

款
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

(流用額含む)
(H29) A

事業
評価

　子ども・子育て会議を開催し、子育て支援事業や計画について報告・審議を行った。今後とも子育て支援の
推進を図っていく。

子ども・子育て支援事業費 137 236 130 106

H30 5 3

事業
評価

　今後も制度の周知を継続して行い、子育てしやすい環境整備の促進につなげたい。

H27年度からスタートした子ども・子育て支援制度について、輪島市子ども・子育て会議を開催し、特定保教育・保
育施設の利用定員に関すること、輪島市子ども・子育て支援事業計画に関することなどを審議する。

平成28年4月以降に新築・増築・改修等の契約をして、工事完了後に三世代同居・近居のために住所異動をした
者。

市内の
転居

市外からの
転入

H29 1 0

(児童福祉総務費) 三世代ファミリー同居・近居促進
事業費

300 3,000 3,000 0 共働きの親が祖父母世帯から直接サポートを受けられるような子育て環境を拡大させるため、三世代が同居また
は近居を始めるための住宅の新築・増築・改修等に補助金を交付する。

事業内容(成果･実績)・評価
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 3 1 ○

○ 実績 (単位:人)

※ひとり親家庭は所得制限あり

3 3 2 ○ 通常管理分：市内7ｶ所の公立保育所の施設管理・運営を行う。

○ 施設管理費の主な支出
・任期付短時間勤務職員(3名分)給与等 ・三井保育所改修工事(雨樋・手摺改修)
 2節　給料 15節　工事費
 3節　職員手当等 ・公立保育所小型除雪機購入(7台)等
・嘱託職員(8名分)臨時職員(6名分) 18節　備品購入費
パート職員(11名分)賃金等
 4節　共済費
 7節　賃金

○

○ 事業実績(H30年4月1日～H31年3月31日)

輪島市子育て支援センター利用状況　
子育てに関する相談
子育てに関する講座等の開催　　
乳幼児の遊びの提供(親子ふれあい活動)　　
利用者支援事業　　相談件数
子育てに関する情報収集及び提供

子育て情報誌「ふれあいこどもセンターだより」
地域支援・サークル活動の育成支援
乳幼児親子と保育所入所児の交流　
市内保育所開放　
ファミリー・サポート・センター　利用件数　

事業
評価

本市の子育て支援の拠点施設として事業実績のとおり育成支援を行うことができた。今後、情報の提供や支
援の紹介などの子育て支援事業の活性化を進める。

236人 247人
40組 96組
13件 34件

毎月1日発行 毎月1日発行

756人 1,030人
1,917人 1,980人

19件 12件

市の子育て支援の拠点施設として、子育て家庭等に対する育児不安等についての相談指導、子育てサークル等
への育成支援を行う。

H29 H30
13,955人 14,604人

102件 66件

子育て支援センター事業費 12,425 18,270 17,878 392

25,067千円

3,484千円

4,717千円

5,452千円 1,242千円
1,305千円

事業
評価

　ひとり親家庭や多子世帯などへの放課後児童クラブの利用料を軽減することにより、子育て世帯の経済的
な負担軽減を図っていきたい。

保育所費 保育所施設管理費 89,148 86,627 77,019 9,608

ひとり親家庭 入所1人目3千円、入所2人目以降全額 497 454
生活保護世帯 全額 0 0

種別 軽減額 H29 H30
多子世帯 同時入所2人目半額、3人目以降全額 467 511

放課後児童クラブ利用支援事業
費

3,259 3,259 3,259 0 多子世帯やひとり親家庭などを対象に放課後児童クラブの利用料を軽減し、子育て世帯の経済的な負担の軽減
を図る。

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

福 祉 課

(児童福祉総務費)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 3 2 【保育所】

施設型給付費(保育所)の内訳

かわい保育園
わじまミドリ保育園
まちの保育園

【認定こども園】

施設型給付費(認定こども園)の内訳

和光幼稚園・あいこう園
認定こども園　海の星幼稚園

【管外】

施設型給付費(管外)の内訳

神杉保育園(穴水町)
平和こども園(穴水町)
平和こども園かぶと(穴水町)
松波保育園(能登町)
みさき保育所(珠洲市)
若草幼稚園(愛媛県松山市)
あおば保育園(中能登町)
とぎ保育園(志賀町)

合　　計 69 72 7,218 5,471

事業
評価

　子どものための教育・保育給付事業費については、国が定める公定価格に基づき保育所・認定こども園に
給付している。この給付により、保育の質の向上や保育士の処遇改善などが実施されている。

20 24 1,635 1,352
0 12 0 294

3 0 255 0
4 0 138 0

6 0 1,665 0
12 0 1,074 0

12 12 1,705 1,535
12 24 746 2,290

延児童数(人) 給付費(千円)
H29 H30 H29 H30

合　　計 2,332 2,274 200,096 213,341

児童の受け入れを委託している市外の保育所・認定こども園に、教育･保育を提供するために必要な経費として、
子ども・子育て支援法による施設型給付費を支払う。

1,290 1,238 109,232 111,285
1,042 1,036 90,864 102,056

市内にある私立認定こども園に、教育･保育を提供するために必要な経費として、子ども・子育て支援法による施
設型給付費を支払う。

延児童数(人) 給付費(千円)
H29 H30 H29 H30

344 343 43,345 43,320
合　　計 3,237 3,150 269,946 274,795

1,211 1,166 101,494 99,848
1,682 1,641 125,107 131,627

延児童数(人) 給付費(千円)
H29 H30 H29 H30

(H29) A B A－B

(保育所費) 子どものための教育・保育給付
事業費

477,260 495,400 493,607 1,793

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

市内にある私立保育所に、教育･保育を提供するために必要な経費として、子ども・子育て支援法による施設型給
付費を支払う。

福 祉 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 3 2 ○

1.延長保育事業
開所時間11時間を超えて保育を実施する保育所・認定こども園に対する補助。

2.地域子育て支援拠点事業
子育て支援のため、育児相談、親子の交流の場の提供、各種子育て情報の提供を行う。

3.健やかふれあい保育事業
軽度の障害を持つ児童の健やかな成長を支援することにより、児童福祉の向上を図る。

○

事業
評価

在宅保育の母親と妊婦が保育所見学や育児体験、保育士への育児相談を通じて、育児不安の解消を図る
とともに、一時保育の利用などを通じて育児負担の軽減が図られた。

消耗品 51 50
合　計　 146 108

石川カトリック学園 認定こども園 海の星幼稚園 24 19 21 17

体験入所券1枚
につき900円

15 13 14

町野福祉会 まちの保育園 21 4 19 4
和光学園 和光幼稚園･あいこう園 11 5 9 5

11
町野福祉会 わじまミドリ保育園 35 23 32 21
町野福祉会 かわい保育園

妊娠中から出産後の育児不安を解消するために、身近な保育所で育児教室や育児相談を受けることができる制
度。また、「体験入所券」を使って一時保育(半日)を無料で３回受けることができる。

交付先 施設名 補助基準額
実施回数

交付額
(千円)

H29 H30 H29 H30

マイ保育園登録事業費 146 194 108 86

合　計　 2,109千円

事業
評価

私立保育所・認定こども園が行う延長保育、子育て支援拠点事業、マイ保育園登録事業、軽度障害児保育
の子育て支援事業を補助することにより、安心して子育てができるような環境整備を総合的に推進することで
きた。

石川カトリック学園 認定こども園 海の星幼稚園 0 0 0千円
町野福祉会 かわい保育園 87,870円 2 12 2,109千円

合　計　 8,588千円

交付先 施設名 補助基準額(月額) 児童数 実施月数 交付額

町野福祉会 地域子育て支援室「たんぽぽ」 わじまミドリ保育園 一般型・5日型 7,842千円 5,960千円

交付額
町野福祉会 地域子育て支援ひろば「めばえ」 まちの保育園 一般型・3～4日型 3,785千円 2,628千円

交付先 施設名 実施保育所 施設の種類 補助基準額

合　計　 600千円

町野福祉会 わじまミドリ保育園 30分 300千円 300千円
和光学園 和光学園･あいこう園 30分 300千円 300千円

私立保育所・認定こども園が行う通常保育以外の特別保育事業等を補助し、安心して子育てができるような環境
整備を総合的に推進する。

交付先 施設名 延長時間 補助基準額 交付額

14,594 11,297 3,297(保育所費) 私立保育補助事業費 13,100

差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B

福 祉 課

目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額

款 項 目
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 3 2 ○

○

鵠巣保育所　　4,482千円　
三井保育所　　3,294千円
鳳来保育所 　14,191千円

3 3 3 ○

○ 助成額
・高校生までの児童は全額助成。
・その他は医療費の自己負担分１ヶ月の合算額から1,000円を控除した額。

○ 助成の範囲
・18歳到達後最初の3月31日まで
・障害児については20歳まで

※所得の制限あり

○ 助成件数

款 項 目 目の名称 事業名
A

前年度
決算額

予算額
差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) B A－B

決算額

事業
評価

ひとり親家庭等の経済的な負担の軽減や保健の向上などを図っている。こどもの医療費の現物給付開始に
伴い助成額は増加しているが、早期の受診による病気の重症化の予防につなげていきたい。

H29 1,760
H30 1,870

事業
評価

　公立保育所の施設管理・運営を適正に行うことができた。今後は、施設の長寿命化及び老朽機器等の整備
を行っていく必要があるため、年次計画に基づき施設整備を行っていく。

母子福祉費 ひとり親家庭等医療費助成事業
費

7,645 8,830 8,815 15 ひとり親家庭の母または父と児童、父母のいない児童に対して医療費の一部を助成することにより、ひとり親家庭
等の保健の向上、母子福祉の増進を図る。

保育所施設改修事業費 14,258 22,500 21,967 533 施設整備分：老朽化した公立保育所の良質な保育環境の維持・向上及び良質な保育を提供するため
　　　　　　の施設機能の向上を図る。

292 167
合　計　 536 401

事業
評価

244 234

交付先

認定こども園が行う在宅育児家庭通園保育モデル事業費に補助することにより、満3歳未満の子どもを持つ
在宅育児家庭が安心して子育てができる環境整備を推進することができた。

石川カトリック学園 認定こども園 海の星幼稚園 1 1 119 14
和光学園 和光幼稚園･あいこう園 1 1 78 70

施設名
児童数 延利用回数

交付額
(千円)

H29 H30 H29 H30 H29 H30

在宅育児家庭通園保育モデル事
業費

536 401 401 0 満3歳未満の子どもを持つ在宅育児家庭が安心して子育てができる環境の整備に向けて、認定こども園におい
て、通園に準じた保育サービスをモデル的に提供する。

福 祉 課

(保育所費)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 3 3 ○

○ 事業内容
児童扶養手当

・ 全額支給(月額)42,500円
・ 一部支給(月額)10,030円～42,490円(※所得に応じて支給)
・ 加算分　全部支給の2子目加算(月額)10,040円

　　　　一部支給の2子目加算(月額)5,020円～10,030円(※所得に応じて支給)
　　　　全部支給の3子目以降加算(月額)6,020円
　　　　一部支給の3子目以降加算(月額)3,010円～6,010円(※所得に応じて支給)

○ 延月人数

事業
評価

母子・父子家庭等の経済的な支援を行い、自立の促進につなげている。H30年の制度改正により、全部支給
の所得制限が緩和され、全部支給者が増加した。

H30 945 1,063 1,049 322

2子目加算
3子目以
降加算

H29 775 1,193 1,024 292

(母子福祉費) 児童扶養手当費 78,076 87,084 87,084 0

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

父母の離婚などにより父親又は母親と生計を同じくしていない児童(18歳に達する日以降の最初の3月31日まで
の間)を扶養している母子・父子家庭等の生活の安定と自立を助け、児童福祉の推進を図る(H.22年8月より父子
家庭についても支給対象となる)。

全部支給 一部支給

福 祉 課

前年度
決算額

予算額
款 項 目 目の名称 事業名

(H29) A B A－B
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一般会計主要施策
(単位：千円)

3 4 1 ○

要保護者数

世帯類型別被保護世帯数

扶助費別支給額の内訳

(H29) A B

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)款 項 目 目の名称 事業名

合　計
300千円

出産扶助 生業扶助 葬祭扶助 施設事務費等 就労自立給付
0千円 27,358千円 115千円

341,698千円
進学準備給付

事業
評価

管内の被保護世帯数及び被保護者数は微減傾向であり、保護の廃止に至る理由としては、被保護者の高
齢化に伴う死亡や施設入所が大半を占めてはいるものの、経済的自立による保護脱却も微増している。扶助
費についても被保護者世帯の減少に併せて減少した。

358千円

生活扶助 住宅扶助 教育扶助

258千円

介護扶助 医療扶助
84,071千円 22,493千円 572千円 10,452千円 195,721千円

その他世帯 11 6 17
合　計 160 26 186

障害者世帯 20 2 22
傷病者世帯 20 3 23

13 122
母子世帯 － 2 2

H30 187世帯 222人

区　分 単身世帯 2人以上世帯 合　計

被保護世帯数 被保護者数
H29 186世帯 231人

高齢者世帯 109

生活保護費 法内扶助費 387,151 384,605 341,698 42,907 要保護世帯に対して必要な扶助を行い、最低限度の生活を保障するとともにその自立を助長する。要保護世帯
の状況に応じて、住宅扶助や教育扶助、介護扶助などが行われる。

A－B

福 祉 課
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一般会計主要施策
(単位：千円)

4 1 1 ○ 乳幼児及び児童の保健の向上と福祉の増進を図ることを目的とする。

○ 助成対象費 〇 助成件数
０歳児から高校生までの児童の保護者

○ 助成額
・全額助成。
　県内医療機関は現物給付。

○

○ 事業内容

○ 事業実績

事業
評価

　未熟児に対する医療費の給付を行っており、保護者の経済的な負担の軽減を図っている。

医療費及び食事療養費(医療保険各法の適用を受けた後の自己負担分)を公費負担する。前年(若しくは前々年)
の所得税額に応じ、負担金を徴収する。

件数
給付費(千

円)
11件 1,142

事業
評価

平成28年10月より助成対象年齢を18歳年度末までに拡大。少子化に伴い、助成対象者数は減少しているが
現物支給の開始により助成件数及び助成額は増加しているが、この事業によって、子育て家庭の経済的な負
担の軽減を図り、早期の受診による病気の重症化の予防につなげていきたい。

養育のため、病院又は診療所に入院することを必要とする未熟児に対し、その養育に必要な医療の給付を行う。

H30 9件 895

1,142 925 914 11

保健衛生総務費 こどもの医療費助成事業費 57,502 63,989 58,731

養育医療費

(H29) A B A－B

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

(流用額含む)

5,258

款 項 目 目の名称 事業名

福 祉 課

H29

H29 29,251件
H30

件数

28,383件

事業内容(成果･実績)・評価
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一般会計主要施策

3 2 1 ○ 要支援1、要支援2の介護予防サービス計画を介護予防支援事業所に委託して作成する。

事業状況
委託先 事業所
新規加算件数　　 件
委託件数 2,975件(延べ) 委託料 円

3 2 2 ○

6 円 6 円
上記事務費等 円 上記事務費等 円
合計 円 合計 円

○

クラブ 円 円
(事業費の主な財源)
会費 円
市補助金(前金払い) 円
県老連等 円

65歳以上の者で環境上の理由及び経済的理由により居宅において養護を受けることが困難な者を市が養護老人
ホームに入所させ、その者の生活費・事務費を負担し、施設での安定した生活の維持を図った。

13,204,800

事業
評価

14,402 70

82 4,407,736

差引
事業内容(成果･実績)・評　価

13,949

　要支援1、要支援2の介護予防サービス計画作成を介護予防支援事業所に委託することで、円滑なサービス
の提供に努めることができた。今後も同事業の委託を推進することで地域包括支援センターの業務体制強化
を図る。

高齢者福祉総務費

款 項 目

18
136

4,460,416

29,680

(前年度決算額)

4,407,736
178,000

高齢者の生きがいと健康づくりのための多様な社会活動を支援した。
(補助状況) (前年度決算額)

888,600

事業
評価

 H29より単位クラブ数は1クラブ減、会員数は85人減となった。各クラブが継続して活動し、高齢者にとって充
実した生活につながるよう支援していく。

老人クラブ活動費補助 4,461 4,461 4,408 53

予算額

施設 70 人入所 161,803,337 施設 157,930,910

161,833,017

事業
評価

　養護老人ホーム入所者はH29の退所者が増加し待機者が入所した影響で、入退所件数は減少した。一方
で、猛暑による熱中症患者が増加したり災害も多発したため、相談件数も増加し待機者が増加した。環境的理
由や経済的理由により在宅生活が困難な高齢者が対象で、緊急対応が必要なケースも増加している。高齢
者福祉における支援の一つとして重要な位置づけがされている。

30,300

健 康 推 進 課

157,961,210

3,828

B A－B

(単位：千円)

決算額

69 人入所

161,834

(措置状況)

高齢者福祉対策費 老人保護措置費 157,962 165,662

(流用額含む)

(Ｈ29) A

前年度
決算額

14,472

目の名称 事業名

地域包括支援センター事業費
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一般会計主要施策

3 2 2 ○

(前年度決算額)
3 円 2 件 円

○
(H29決算額) 参加人数

のと里山空港杯高齢者スポーツ大会補助 円 円 H30 延べ55名
※財源は市補助金のみ H29 延べ48名

高齢者と障害者のさわやか運動会補助 円 (H29決算額)
(事業費の主な財源) 円
市補助金 円 参加人数
市老連 円 H30 342名
市身障団体 円 H29 403名
合計 円

(単位：千円)

事業内容(成果･実績)・評　価

286,544

事業
評価

高齢者の生きがいにつながるスポーツ活動に対する補助を行った。
(補助状況)

50,000

150,000

50,000

224

高齢者生きがい活動支援事業費 200 200

A－B

0

(助成状況)
件 1,476,000 310,000

事業
評価

200

高齢者自立支援型住宅リフォー
ム推進事業費

310 1,700 1,476

(流用額含む)

(Ｈ29) A B
事業名

(高齢者福祉対策費)

前年度
決算額

介護を要する高齢者等及び身体障害者の居住する住宅のリフォームに要する費用に対し、一部助成を行うことによ
り、当該高齢者等または身体障害者の在宅生活の維持向上を図った。

　生活保護世帯または市民税非課税世帯に対し、リフォームに要する費用の一部を助成しているが、H28→3
件、H29→2件、H30→3件と利用実績は少ない状況ではあるが、相談件数は増加傾向にある。要介護者等が
住み慣れた場所で在宅生活を継続できるように住環境整備の推進に努めたい。

 高齢者の健康保持と交流をはかり親睦を深め、スポーツを通じて生きがいづくりや介護予防につなげること
ができた。また、運動会を開催することで、自宅で閉じこもりがちな高齢者や障害者の心身のリフレッシュを図
ることができたので、今後も事業を継続して高齢者の生きがい活動を支援していく。

150,000
150,000
126,544
10,000

款 項 目 目の名称

健 康 推 進 課

予算額
決算額 差引
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一般会計主要施策

3 2 2 ○

タクシー利用料金助成事業 (延べ) 枚 円
軽度生活援助サービス (延べ) 回 円
寝具類洗濯乾燥サービス (延べ) 回 円
訪問理美容サービス (延べ) 回 円
緊急通報体制等整備サービス 件 円
生活管理指導短期宿泊サービス (延べ) 日 円
リハビリ指導事業 (延べ) 回 円
有償運送事業 (延べ) 人 円
有償運送リフト車購入事業補助 円
上記事務費等 円

上記のうち、「有償運送事業」は補助金であり、事業費等は次のとおり
● 事業費 円

(財源) 利用料 円
市補助金 円

● リフト車購入事業補助 円

○

歳 名 輪島塗 椀・箸セット 円
歳 名 輪島塗 小判盆 円

事務費等 円

上記の外、80歳以上全員に和紙慶祝はがき郵送

事業
評価

 高齢者に慶祝の意を表するとともに、記念品を贈呈することにより高齢者の福祉の増進を図ることができた。
 H30より記念品贈呈対象者を88歳及び100歳のみに変更した。

869,796

3,100,000
300,000

輪島市に住民票を有する80歳以上の高齢者に対し、長寿をお祝いした。
(贈呈状況)

88 310
100

3,552,645
1,625,800
1,926,845
4,380,000

事業
評価

2

介護予防・地域支え合い事業費 4,707 10,468

(Ｈ29)

8,849

15

17長寿者祝品贈呈事業費 7,501 4,287 4,270

4,380,000

145,600

(実施状況)
1,409

1,896,845

1,619

差引
事業内容(成果･実績)・評　価

 高齢者が寝たきりなどの要介護状態に陥ったり、状態がさらに悪化することのないよう予防し、住み慣れた地域にお
いて可能な限り自立した生活を営む事が出来るよう高齢者の生活支援、介護予防、生きがい活動支援等を行った。

64
25

112

70
1,110,256

1,646

100,800
0

204,500
0

 高齢者が要介護状態となることを予防したり、要介護状態となった場合でも可能な限り在宅生活を続けること
ができるよう生活に密着した支援を行った。

23,760

17,000

予算額
決算額

(流用額含む)

A B A－B

(単位：千円)
前年度
決算額款 項 目 目の名称 事業名

(高齢者福祉対策費)

970,010

健 康 推 進 課
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一般会計主要施策

3 2 2 ○
(H29決算額)

円 円
(利用実績)
Ｈ26 延べ 人 ※1 Ｈ27 延べ 人 Ｈ28 延べ 人 ※2
Ｈ29 延べ 人 Ｈ30 延べ 人
※1　2浴場1ヶ月休業
※2　1浴場6ヶ月休業

○

■ 実利用者数 2名
(利用内訳) ケアプラン2人、福祉用具2人

　
■ 助成額 53,460円 (全額一般財源)

3 2 3 ○

(事業状況)
ふれあいプラザ鵠巣施設管理費 円
ふれあいプラザ二勢施設管理費 円
(うち、エアコン取替工事費) ( 円 )
ふれあいプラザ曽々木施設管理費 円
(うち、エアコン取替工事費) ( 円 )

 介護予防や世代間交流活動を通じ、高齢者の健康の保持増進、社会参加を図ることができたので、今後も介
護予防の拠点施設として高齢者の生きがい活動の場等になるよう努めていく。

事業
評価

介護予防を通じ高齢者の健康の保持及び増進を図り、高齢者に対して、やさしいまちづくりを推進するための地域拠
点施設として設置した。

0(高齢者福祉対策費)

事業内容(成果･実績)・評　価

329,425
0

486,074
5,274,400
1,274,400

ふれあいプラザ管理費 6,375 6,179 6,090 89

介護保険関連施設や病院に入居・入院中の方が一時外泊したときの介護保険制度に規定されるホームヘルパー
や福祉用具などの在宅サービスを利用したときの費用補助。(従来は、保険の二重適用となるため、これに要する
費用の全額を本人負担しなければならないが、通常の介護保険サービスと同じ負担となるように９割分を助成す
ることにより、一時外泊や在宅復帰に向けた取組みの推進を図ることとしている)

事業
評価

 事前に在宅で必要なサービスの確認が出来たことにより、スムーズに退院に繋げることができた。
ただ、利用者が少ないため周知方法などの見直しが必要。

在宅復帰支援事業 56 545 54 491

1,844 1,970 2,115
2,060 1,781

事業
評価

 ふれあい入浴デーを定めて、高齢者との世代交流を促進し、老人福祉の向上を図ることができたので、今後
も継続していく。

公衆浴場が、高齢者と家族とのふれあいの場となるように支援した。
(補助状況) 月一回　10,000円
石川県公衆浴場業衛生同業組合輪島支部加盟施設(4施設) 480,000 480,000

ふれあい入浴デー実施助成事業費 480 480 480

(流用額含む)

(Ｈ29) A B A－B
事業名

前年度
決算額

予算額
決算額

(単位：千円)

差引
款 項 目 目の名称

健 康 推 進 課

高齢者福祉施設費
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一般会計主要施策

4 1 1 ①健診・訪問指導 
　・医療機関委託妊産婦・乳幼児健診(妊婦17回、産婦2回、1か月児・10か月児健診、精密検査)　
健診委託料　10,439,361円　
　・乳幼児集団健診(4か月児･1歳6か月児･3歳児健診):毎月1回

②母子健康相談・教室
　・乳幼児健康相談　実101名　延べ266件
　・妊婦等教室　　参加者：妊婦37名、家族10名

③母子保健推進員活動
　・先輩ママのお祝い訪問　80件

④歯科保健事業
　・妊婦歯科健診　37件(受診率34.1％)
　・フッ素洗口　対象者261人、実施者245人(実施率93.9％)

○ 一般不妊治療助成　　　■県補助金　市補助額の2分の1　122千円
保険適用(自己負担の5割助成、上限5万円)　助成実績延べ15件　130,295円
保険適用外(自己負担の7割助成、上限70万円)　助成実績延べ10件　519,263円　

○ 特定不妊治療助成

助成人数　実24人、延べ64人　　　　合計金額　10,470,770円

Ｈ26 助成利用者数
Ｈ27 実　108人
Ｈ28 延　226人
Ｈ29 出産数　67人
Ｈ30 24人(8) 5人 10,000,000 10,470,770

  これまでに108組の夫婦が利用され、利用者の6割が子宝に恵まれている。近年、決算額が1千万円を超え、
43歳以上のケースについては治療効果が得られない状況が続いている。このため、助成対象の年齢制限、回
数制限について見直しを行った結果、平成31年4月1日付けで子宝支援事業実施要綱の改正に至った。今後
とも子宝を希望する方が早いうちに利用できるよう事業の周知に努める必要がある。

21人(7) 7人 6,450,000 11,629,806
26人(6)

保険適用外(自己負担の8割から県補助引いた額 上限100万円) 助成実績延べ49件 9,795,242円

年度 利用実数(新規) 利用者出産数  当初予算(円) 決算額(円) 過去18年間の実績

15人(9) 4人 2,940,000 5,495,777
5人 7,200,000 9,147,592

3人

乳② 84 84

事業
評価

　・母子訪問　実214件、延べ241件

　平成30年4月より産婦2週間健診を実施。要支援者に早期から関わり、医療機関と連携することができた。医
療機関も、1か月健診時に再度支援を実施することができるようになった。

12,987 11,563 10,471

産婦 153

(単位：千円)
健 康 推 進 課

(流用額含む)

1,092

138
乳① 95 95 3歳 107 102

97.9
95.3

9,200,000 12,986,763

保険適用(自己負担の5割助成、上限5万円) 助成実績延べ18件　25,970円

1歳6か月 141

 24人(13)

事業
評価

100妊婦 103 1,091 4か月 105105
受診率(%)

95

実人員 延人員 対象者

子宝支援事業費

保健衛生総務費 母子保健推進事業費 18,999 18,839 17,071 1,768

事業名
前年度
決算額

予算額

(Ｈ29) A

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評　価

B A－B
款 項 目 目の名称

実人員
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一般会計主要施策

4 1 2 ○

○

①インフルエンザ 1歳～中3 人 人
②おたふく 1歳～就学前 人 人
③ロタ 2～6ヶ月 人 人

○

風疹予防接種助成(助成額：6,300円上限)　 H29 件 H30 件

125

先天性風疹症候群の予防を目的とし、妊婦を希望する女性とその同居家族に対し、風疹予防接種に係る費用の
一部を助成する。

11

109
89

6,643 3 1,117

二種混合
(ジフテリア・破傷風)

第2期

125

26

事業
評価

92
99

H29 H30
2,290 2,279

事業
評価

任意予防接種促進事業費 6,631

129
H29

239 19

第2期 60～64歳
121 137 130 230

5,850 5,760 90

　H28年度にインフルエンザ予防接種対象者を拡大したことで、発症予防及び重症化予防を目指す。助成券の
利用者はほぼ横ばい。

感染症の発症及び重症化予防を目的とし、予防接種法に基づかない予防接種の費用の一部を助成する。
①インフルエンザ(1歳～小6) 2,000円を2回、(中1～3) 2,000円　②おたふく2,000円　③ロタ8,000円

6,730 0

　適切な時期に適切な予防接種ができるよう、接種勧奨を各乳幼児健診、各年齢毎に個別案内で実施してお
り、今後も継続していく。

22
1,076130 102H30

65歳～ 60～64歳 65歳～

108108 102

水痘
高齢者インフルエンザ 高齢者肺炎球菌

第1期

108 107 104 138

麻しん・風しん(混合)
ＢＣＧ

2
130 106 1 0123 128

140 2 1
0

第3回 第4回 第1回
123 128 130 105

第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第2回

0 1 108 107

小児肺炎球菌ワクチン

0 1

第3回
子宮頸がん予防ワクチン

106

ヒブワクチン

H30
H29

178 224
145 157 158 274 1 1H29

H30
1270 5 125

137 128
129

追加
接種

初回接種 追加
接種第1回 第2回 第1回 第2回 第3回

第2期
第1期

第1回 第2回初回接種 第3回

0

急性灰白髄炎(単抗原)

0 0 0

B型肝炎日本脳炎

第1期

0
109 104 103 124
127 129 135 112 0 0H29

H30

第1回 第2回 第3回 第1回 第2回 第3回
追加
接種

初回接種 追加
接種

0

四種混合(百日咳・ジフテリア・
破傷風・不活化ポリオ)

三種混合(百日咳・ジフテリア・破傷風)

第1期 第1期
初回接種

予防費 予防接種費 51,392 53,861 53,861 0 感染症の発症を予防し、まん延を防止することを目的とし、予防接種法に基づき実施する定期予防接種である。

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

(流用額含む)

(単位：千円)

款 項 目 目の名称 事業名
(Ｈ29) A B A－B

健 康 推 進 課

事業内容(成果･実績)・評　価
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一般会計主要施策

4 1 3 ○ 健康増進法に基づくがん検診とがん検診受診率向上のためのクーポン事業を実施した。    
平成29年度より40.50.60歳を対象にがん検診の無料化と総合健診を実施している。

○ 40．50．60歳を対象にがん無料クーポン券を交付し、受診のきっかけづくりとする。
クーポン券利用率

○

健康教育　 79回　延1,896人 116回　延1,649人
健康相談　
訪問指導　    72人 31人
健康増進事業費補助金：県2/3補助

○

輪島市自殺防止対策計画 策定
こころの授業　 11小中高校　918人 10小中学校　768人
ゲートキーパ育成講座 2回　30人受講 3回　36人受講
こころの健康に関するパンフレットの配布 特定年齢市民　961人 40歳市民　236人
自殺防止緊急対策事業費補助金　国　1/2～2/3

事業
評価

H30 H29

10.2% 12.4% 23.9%

事業
評価

H30

事業
評価

自殺防止を目的とし、こころの健康づくりに関する啓発及び支援体制の強化を図る。こころの相談事業費 415 2,562 2,346 216

9.0% 9.8% 24.2%
60歳

健康指導費 1,151 1,274 1,220 54

50歳

H30 胃がん 大腸がん 子宮がん
40歳 25.2%

18.6%

24.2%
24.3%

乳がん
13.5% 13.5% 27.9%

10,928
子宮がん 20歳以上 12,699 906 女20～69歳

932 女40～69歳乳がん 40歳以上

肺がん 40歳以上 19,841 2,063
男40～69歳
女40～69歳

大腸がん 40歳以上 19,841 1,663
男40～69歳
女40～69歳

21.5%

10.6%
5.9%
10.5%

6.7%
10.9%
6.0%

受診
者数

受診率

胃がん 40歳以上 19,841 1,081
男50～69歳
女50～69歳

事業内容(成果･実績)・評　価

H30 対象者
対象
者数

(Ｈ29) A B A－B

保健事業費 がん・結核検診費 20,834 20,414 20,292 122

目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

(流用額含む)

健 康 推 進 課

款 項 目

 がんは本市の死亡原因の第1位である。がんによる死亡を防ぐためには早期発見が最も重要であり、そのた
めにはがん検診の受診率向上が課題である。検診体制や周知方法の工夫、クーポン事業等対策を講じ、令
和5年度の受診率40%を目指す。

 生活習慣病対策として、健診受診者に対し健康相談、訪問指導を重点的に行っており、生活習慣病に関する
訪問、相談件数が年々増加している。今後も継続して取り組んでいく。

 自殺防止対策を総合的に推進するために本市の計画を策定した。関連機関、関連施策との有機的な連携に
より、自殺者の減少を目指す。

健康増進法に基づき、壮年期からの健康づくりと、脳血管疾患、心血管疾患等の生活習慣病予防や疾病の早期発
見・早期治療を図る。

骨粗153人、生活習慣427人、こころ5人 骨粗136人、生活習慣157人、こころ4人

H29

(単位：千円)
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一般会計主要施策

4 1 4 ○ 一斉清掃活動の支援や環境美化活動の普及、啓発を行う
・環境ポスター作成による環境意識の向上(応募作品数：379点)
・海岸清掃や市内一斉清掃のごみの回収・処分

○ 道路歩道沿い花壇に花植栽、花の苗購入等
春植栽　花苗25,290本　堆肥17ｔ ・ 秋植栽　花苗12,685本　堆肥12ｔ

【H29】 (単位：本) 【H30】 (単位：本)

春植栽 花苗24,600本 (12地区30か所) 春植栽 花苗25,290本 (12地区36か所)
秋植栽 花苗12,700本 (10地区17か所) 秋植栽 花苗12,685本 (10地区18か所)

○ 街路灯のLED化による低炭素社会の促進及びランニングコストの削減を図る。
街路灯等賃貸借契約　リース代　480千円/月
平成28年3月から10年間リース(長期継続契約)

LED街灯照明等導入促進事業費 5,761 5,761 5,761 0

事業
評価

　各地区の協力により、道路沿いを華やかな花で彩り、緑と花に包まれたうるおいのあるまちづくりを推進する
ことができた。今後も各地区の協力により事業を継続していく。

　街路灯のＬＥＤ化により、維持管理費の抑制及び低炭素社会に向けた省エネルギーの推進を図ることができ
た。今後もＣＯ2排出量削減に努めていく。

事業
評価

門前地区 2,300 850 門前地区 2,810 850
諸岡地区 1,200 1,500 諸岡地区 1,200 1,500
仁岸地区 700

三井地区 3,300
大屋地区 1,900

350 仁岸地区 660 350

1,200 三井地区 1,200

河井地区

大屋地区 1,500
3,280

本郷地区 2,300 本郷地区 2,300

250
鳳至地区 700 鳳至地区 705 655650
河原田地区 3,800 4,300 河原田地区 3,800 4,300

町野地区 1,100 400 町野地区 1,250

河井地区 300 250 820
鵠巣地区

400
南志見地区 4,200 400 南志見地区 4,215 380

2,800 2,800 鵠巣地区 2,750

春植栽 秋植栽 地　区 春植栽

2,800

環境衛生費 環境美化推進事業費 252 432 334 98

　市内一斉清掃活動に協力・支援することにより環境美化の推進を図った。また、環境ポスターの作成により
未来を担う児童を主として、環境意識の向上を図ることができた。今後も環境美化に関する活動の維持に努め
たい。

フラワーロード整備事業費 3,486 3,776 3,684 92

事業
評価

地　区

B A－B

秋植栽

環 境 対 策 課

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
A

決算額 差引

(単位：千円)
予算額

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)
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一般会計主要施策

4 2 1 ○ 指定袋の作成や販売管理
指定袋作成費 千円
指定袋取扱手数料 千円
収集指定券(シール) 千円
収集カレンダー等作成 千円
分別表・カレンダー配布業務委託 千円

○ コンポスト等の購入助成によりごみの減量化を図る
助成額

ごみステーション購入助成 基 千円(1/2補助　20千円限度)
コンポスト購入助成 基 千円(1/2補助　 4千円限度)
生ごみ処理機購入助成 基 千円(1/2補助　20千円限度)

○ 組合運営費、施設維持管理費等 千円
うち輪島市負担分 千円

1 総務費分担金 千円 千円
2 衛生費分担金

最終処分場費 千円 千円
火葬場費 千円 千円
RDFセンター費 千円 千円

3 廃棄物処理施設整備事業費 千円 千円
4 公債費 千円 千円
5 使用料等精算額 千円 千円

千円 千円

○ 海岸漂着物(木造船含む)の回収・運搬・処分
【H29】 【H30】

・ 委託事業：県管理海岸 千円 t t
　実施延長 L=14.7km 千円 隻 隻

・ 補助事業：市管理海岸 千円 t t
　実施延長 L=4.0km 千円 - 隻 - 隻

(通常) 137
(木造船) 1,093 62

(木造船) -

21,996 116

(通常)

△ 21,701

海岸漂着物等地域対策推進事業
費

30,528 30,735

6,927

30,016

39,268

　国内外に由来する海岸漂着物を適正に処理することができた。今後も良好な自然景観及び漁場保全が図れ
るよう努めたい。

事業
評価

事業
評価

35 60

0

27,575

2

719

3,922
37,292

260,786 203,651
8,778

　RDFセンター及び火葬場の運営管理を組合が行うことにより、効率的で適切な施設運営を図ることができ
た。今後も住民サービスの向上が図れるよう努めたい。

△ 14,441
合計

6,583

418,917 264,582

4,939
197

0 418,917
264,582

52,427

29,015
50,344

　ごみの減量化や分別の徹底のための啓発活動等の対策により、円滑なごみ処理を行うことができた。今後
も循環型社会形成の推進に努める必要がある。

376

40

清掃総務費 廃棄物減量化対策事業費 20,580 16,496 15,518

事業
評価

輪島市・穴水町環境衛生施設組
合負担金

319,899 264,582 264,582

26 362

9,375

環 境 対 策 課

978

130

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

5 14

款 項 目 目の名称

(単位：千円)

事業名
前年度
決算額

予算額

(H29) A B A－B
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一般会計主要施策

4 2 2 ○ クリーンセンター焼却処理場の運営費
施設総処理量 【H29】 【H30】

もえるごみ t t
衣類・プラスチックごみ t t

焼却処理施設耐火物修繕 千円
光熱水費(電気料、重油等) 千円
委託料(環境測定、保守点検等) 千円
焼却処理施設修繕料 千円
焼却処理施設消耗品費(焼却用薬品等) 千円

○ クリーンセンター埋立処分場の運営費
施設総処理量 【H29】 【H30】

もえないごみ t t
金属・皮革ごみ t t

地下水観測井設置 千円
光熱水費(電気料等) 千円
委託料(環境測定、保守点検等) 千円
埋立処分場施設修繕料 千円
埋立処分場施設消耗品費(水処理施設用薬品等) 千円

○ 資源ごみの処理を行ったほか、資源ごみ回収団体に奨励金を交付
資源ごみ処理量

資源ごみ回収団体奨励金
8団体：118千円

○ 廃棄物処理施設整備事業費
地質調査・生活環境影響調査等 千円
うち輪島市負担分 千円

0ごみ焼却施設整備事業負担金

(単位：千円)

A－B

事業
評価

8,343

新廃棄物処理施設の建設に向けて順調に計画が進んでいる。

87

3,984

79,283
32,073

260 258
ペットボトル

11,124

82 76
空きビン

8,343

空き缶

紙類 1,041 938
発砲スチロール 18 17

8,343

244 276

1,134
2,388
2,872

9,908

事業
評価

　埋立処分場の延命化を図るため、減量化や有効利用方策を総合的な観点から検討していく必要がある。

再資源化促進事業費 25,173 25,971 24,710 1,261

事業
評価

　老朽化している施設であることから、設備の効果的な補修や修繕・更新が必要となっている。今後も計画的
な補修等の対策により、適正な管理運営に努めたい。

種　類 H29(ｔ) H30(ｔ)

4,822 4,996
621 680

1,007

ごみ処理費 クリーンセンター焼却処理施設管
理費

147,059

クリーンセンター埋立処分場管理
費

39,476 32,773 24,499

1,703 1,620

8,274

事業
評価

　資源ごみの回収を行う各種団体への奨励金交付により、リサイクル意識の向上を図ることができた。今後も
循環型社会の形成に向けて、リサイクル率の向上に努めていく。

90

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

16,953
9,239

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
A B

172,929 168,262 4,667

環 境 対 策 課
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国民健康保険特別会計主要施策

2 4 1 ○ 被保険者が出産したときは出産育児一時金を支給する。
H21年10月より直接払い制度が始まり、実費用額は、直接、分娩機関に支払えることとなった。
被保険者には、申請により、一時金額より実費用額を差し引いた差額のみを支払うこととなる。
※H30年4月に「輪島市国民健康保険条例」及び「輪島市国民健康保険条例施行規則」改正。

①H30年3月31日以前分娩分 ②H30年4月1日以降分娩分

①＋②＝5,260千円

・ 国保連合会への直接払い事務手数料　　　210円×12件＝2,520円

2 5 1 ○ 被保険者が死亡した際に遺族に葬祭費50千円を支給する。

31人　　1,550千円

2 6 1 ○ 結核及び精神に係る医療費の一部負担金を免除する。

4,419件　　　4,752千円

出産育児一時金出産育児一時金

合計 － 840千円 220千円 4件 1,060千円
死産

1,000千円

0千円
第3子以降 550千円

420千円

60千円 420千円第1子 2件
支給額

450千円 60千円

合計

第2子 500千円

件数
単価

直接
支給額

差額
支給額 件数 支給額

0千円
840千円 160千円 2件

差額
支給額

4,085千円 115千円 10件 4,200千円

合計
単価

直接
支給額

5,955 6,724

事業
評価

　結核公費及び精神通院公費の対象となる被保険者の負担軽減につながった。

事業
評価

　国民健康保険法第58条の規定により葬祭費の支給を行った。

結核精神給付金 結核精神給付金 4,884 4,969 4,752 217

事業
評価

　国民健康保険法第58条の規定により出産育児一時金の支給を行った。

葬祭費 葬祭費 2,150 3,200 1,550 1,650

5,263 1,461

決算額 差引
前年度
決算額

予算額
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B

市 民 課
(単位：千円)

款 項 目 目の名称 事業名
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国民健康保険特別会計主要施策

4 1 1 ○ ４０歳以上の被保険者を対象に実施する生活習慣病の予防に重点を置いた健康診査事業。

※H29までは法定報告値
※H30は見込

4 2 1 ○ 医療費通知
被保険者に対し１年間にかかった医療費を通知する。(年3回)

配布世帯数　　　 H30年5月(H29年12月診療分)：3,421世帯　
H31年2月(H30年1月～11月診療分)：4,647世帯　　
H31年3月(H30年12月診療分)：3,346世帯

○ ジェネリック差額通知
被保険者に対しジェネリック医薬品に切り替えた場合の差額を通知する。(年1回)

配布世帯数 H30年8月：580世帯　　

○ 被保険者で３５歳以上７５歳未満を対象に人間ドック、脳ドック検査費用の助成を行う。

・ 人間ドック(市立輪島病院を指定検査機関とし、検査費用の約8割を助成。)

※ 特定健診対象者は7,300円別会計払いのため差し引く

・ 脳ドック(検査機関の指定はせず検査費用の8割を償還払いで助成。ただし、上限40,000円。)

事業
評価

　人間ドックにおいては、申請件数が増加しており、疾病の早期発見に繋がった。引き続き、輪島病院との連
携を強化する。

Ｈ29 17人 649千円
H30

Ｈ27 22人
1,127千円

Ｈ29

28人 947千円

665千円
Ｈ28 31人 1,093千円

年　度 人数 金　額
Ｈ26 32人

160人 8,593千円
H30 167人 8,896千円

6,069人 2,771人

Ｈ27 126人 6,444千円
Ｈ28 154人 8,287千円

年　度 人数 金　額
Ｈ26 131人 6,998千円

事業
評価

　ジェネリック医薬品の使用割合の増加により医療費の抑制が図られると思われる。また、差額通知に加え希
望シール等の発行も行い、ジェネリック医薬品の普及に努めていく。

人間ドック等助成事業費 9,242 9,843 9,843 0

保健事業費 保健衛生普及事業費 2,932 2,700 1,044 1,656

Ｈ29
H30 5,898人 2,662人 45.1% 47.0%

事業
評価

　特定健診の受診率は交付金算定の指標となる「保険者努力支援制度」の評価項目となっている。年々受診
率は向上しているが、更なる努力が必要である。

Ｈ28 6,390人 2,770人 43.3% 43.0%
45.7% 45.0%

41.0%
6,980人 2,828人 40.5% 39.0%

Ｈ27 6,691人 2,742人 41.0%

国の医療制度改革により平成２０年度から医療保険者に実施が義務づけられ、実施にあたっては、受診率等の目標
が課されている。

年　度 対象者数 受診者数 受診率 受診率(目標)

特定健康診査事業費 特定健康診査事業費 25,740 25,644 25,279 365

Ｈ26

(単位：千円)
予算額

市 民 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B
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介護保険特別会計主要施策

3 1 1 ○

(事業状況)

元気デイサービス 人 人
介護予防アクティビティ教室 人 人
高齢者筋力向上トレーニング 人 人
通所介護(予防) 件 件

○

(事業状況)
利用延べ人数等

在宅機能訓練(訪問リハビリテーション)派遣 人 1 人
訪問介護(予防) 件 件

○

事業状況 【H29】
要支援1・2のケアプラン作成件数 件 件
基本チェックリスト該当者のプラン作成委託件数 件62

基本チェックリスト該当者及び要介護認定の申請をして要支援1・2の認定を受けた方に地域包括支援センター又は
地域包括支援センターから委託を受けた介護予防事業者が、個別にアセスメントを実施して介護予防プランを作成す
る。H29.4より要支援の認定を受けた者のプラン作成(国保連への負担金)

－

　高齢者が要介護状態等となることを予防するため、介護予防事業、その他適切な事業が包括的かつ効果的
に実施されるよう必要な支援を行うことができた。Ｈ29からは、要支援認定者のサービス計画作成も介護予防
給付から移行のため規模は拡大した。

【H30】
1,484 704

介護予防ケアマネジメント事業費 8,498 9,950

1,067

事業
評価

472

　H29から総合事業となり、より早い段階から高齢者が要介護状態等となることを予防することを通じて、一人
一人の生きがいや自己実現のための取組みを支援し、活動的で生きがいのある生活や人生を送ることができ
るよう支援することができた。今後も事業を維持し介護予防を推進する。

　　　　　　【H30】 　　　　【H29】

9,318 632

要支援者･基本チェックリスト該当者に訪問により必要な相談指導を実施する。
また、H29.4より日常生活支援総合事業が始まり、今までの介護予防事業に要支援者の訪問介護が加わった。

　H29から総合事業に位置付けられ、より早い段階から高齢者が要介護状態等となることを予防することを通
じて、住み慣れた地域で在宅生活を継続できるよう支援することができた。うち、筋力向上トレーニングについ
ては参加者が減少している。事業効果の周知や必要に応じて事業内容を見直しを行い、専門職や委託事業
所の職員等と連携し効果的な介護予防事業を提供したい。

1,502 700
1,506 2,117
3,504 3,925

事業内容(成果･実績)・評　価
B

482

通所型予防サービス事業費 50,529 72,149 70,989

利用延べ人数等

事業
評価

3

要支援者・基本チェックリスト該当者にデイサービス及び筋力向上トレーニングを提供することで介護予防を図る。

事業
評価

2,143 1,843

【H30】 【H29】
利用延べ人数等 利用延べ人数等

健 康 推 進 課

1,160

訪問型サービス事業費 9,260 19,656 19,174

(流用額含む)

(Ｈ29) A A－B

(単位：千円)

目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

款 項 目

介護予防・生活支援
サービス事業費
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介護保険特別会計主要施策

3 1 2 ○ 特定年齢に基本チェックリストを配付することで介護予防事業対象者の把握に努める。
事業状況 【H30】

介護予防事業対象者数 人 人

○

事業状況

介護予防普及活動 人 人
運動自主グループ支援・育成 人 人
いきいき百歳体操グループ数

○ 介護予防事業に取り組むボランティア及びボランティアグループの育成及び支援を行う。
事業状況

傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修 人 人
地域住民グループ支援 人 人
地域住民グループ育成 人 人0 0 1

5,671
20

33

事業
評価

【H30】 【H29】
利用延べ人数 利用延べ人数

【H29】

9,595

延べ人数 ｸﾞﾙｰﾌﾟ数 延べ人数

33 6,314

事業
評価

【H30】 【H29】

グループ 24 グループ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ数

17,307
40

－ 9 － 34

381 361

2,953 3,174 3,010 164

介護予防普及啓発事業費 165

地域介護予防活動支援事業費

　介護予防に関するボランティア等の人材育成及び地域住民グループ活動の支援を行う事で介護予防に向け
た取組みを推進することができた。今後もボランティアの育成及び支援を強化することで、早期段階における
介護予防事業を強化する。

　高齢者が自ら活動に参加して介護予防に向けた取組みが主体的にできるような地域社会の構築に向けて
事業を行うことができた。いきいき百歳倒体操グループ数及び参加人数が年々増加してきている。

　基本チェックリスト等により予防事業対象者を選定し、早期の介護予防に取り組むことができた。今後も同事
業に取り組むことで、早い段階での介護予防の推進を図る。

事業
評価

広く一般高齢者に介護予防の必要性を啓発することで、高齢者の介護予防への主体的な取組を促す。

2,972 3,074

健 康 推 進 課

事業内容(成果･実績)・評　価

1,044 693 528

介護予防対象者把握事業費 316 560 441 119一般介護予防事業費

B A－B

(単位：千円)

決算額

A
款 項 目 目の名称 事業名

前年度
決算額
(Ｈ29)

差引
予算額

(流用額含む)
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介護保険特別会計主要施策

3 2 1 ○

事業状況 【H30】 【H29】
地域包括支援センター運営協議会開催 1 回 1 回
総合相談件数 件 件
総合相談業務等に関する業務委託事業所 13 13

○ 高齢者虐待などの困難な問題を抱える高齢者の権利を護るため、専門的な立場から支援する。
事業状況

虐待相談件数 12 件 13 件
成年後見制度相談件数 13 件 7 件

○

地域ケア会議実施回数(課題解決型) 5 回 15 回
地域ケア会議実施回数(自立支援型) 2 回

○

事業状況
在宅医療・介護連携推進協議会開催　 2回 委員　　 8名

在宅資源部会開催 6回 委員　　11名
情報共有部会開催 5回 委員　　12名

わじまケアネット連絡協議会活動費補助金 円

【H30】 【H29】

【H30】

260,000

【H30】 【H29】

事業所

事業
評価

636
事業所
792

事業
評価

事業
評価

事業
評価

　在宅医療・介護連携推進協議会の開催及びわじまケアネット連絡協議会の活動支援を行った。また、地域
課題の抽出と対応策の検討を行うための作業部会として、在宅資源部会・情報共有部会を立ち上げた。

在宅医療・介護連携推進事業費 3,316 3,575 3,381 194

包括的・継続的ケアマネジメント
事業費

2,881 2,527 2,368 159

権利擁護事業費 4,167 3,141 3,070 71

総合相談事業費 10,472 9,759 8,437 1,322 高齢者からの相談を受け付ける総合相談事業を行うと共に地域包括支援センターの運営に必要な業務を行う。

　地域包括支援センターが専門的・継続的な視点から高齢者の権利擁護のための必要な支援を行った。今後
も、必要に応じて随時支援を行っていく。

　高齢者及びその家族等のワンストップ窓口として相談を受け、適切な保健・医療・福祉サービス、機関又は
制度の利用につなげるなどの支援を行った。相談窓口業務の介護事業所への委託を、Ｈ29からは市内全域
で実施している。

医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう在宅医療と
介護事業所等関係者の連携を図る。

　介護支援専門員・主治医・関係機関等の地域における連携・協働の体制づくりや介護支援専門員に対する
支援を行った。今年度より、自立支援型の地域ケア会議を開催し、多職種からの様々な助言を受け改善策を
検討した。

困難事例を抱える介護支援専門員への支援を行うと共に、必要に応じて関係機関とも連携を図ることで問題解決を
図る。また、県のモデル事業として要支援等の生活行為の課題解決等、状態の改善に導き自立を促すことを目的とし
た自立支援型の地域ケア会議も開催した。

事業内容(成果･実績)・評　価

健 康 推 進 課

(流用額含む)

(Ｈ29) A B A－B

(単位：千円)

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

包括的支援事業費

予算額
決算額 差引
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介護保険特別会計主要施策

3 2 1 ○

生活支援体制整備事業地元説明会開催 市内の公民館区域18カ所中　9地区
研修会、市民フォーラム開催 各 １回

○

事業状況
認知症カフェ運営事業補助金

3 2 2 ○

事業状況

家族介護支援事業(紙おむつ助成券) 枚 枚
家族介護人材育成 人 人
家族介護交流教室
成年後見制度利用支援事業 人 人
シルバーハウジング生活援助員派遣事業
食の自立支援事業(配食サービス) 食 食
生活・介護支援サポーター養成事業 人 人
介護給付費通知書作成 件 件
認知症高齢者みまもり声かけ訓練 ： 34 人 ： 22 人

18 6
5,771 6,041

36戸対象 36戸対象
64,030 54,682

78人(延べ) 43人(延べ)
13 7

5,893 5,779
0 11

【H30】 【H29】
実績値 実績値

支援件数　4件 支援件数　3件

【H30】 【H29】
9ヶ所 6ヶ所

町野

　H29.4より「認知症初期集中支援チーム」を設置し、認知症の人やその家族に早期に関わり、早期診断・早期
対応に向けて活動した。

家族介護者への支援及び配食サービス、認知症高齢者とその家族への支援を行うことで、高齢者が住み慣れた自
宅で暮らし続けるための環境を整える。

認知症初期集中支援チーム

事業
評価

事業
評価

任意事業費

427

生活支援体制整備事業費

事業
評価

　高齢者が要介護状態等となることを予防することを通じて、一人一人の生きがいや自己実現のための取組
みを支援し、活動的で生きがいのある生活や人生を送ることができるよう支援することができた。今後も同事
業を推進することで、在宅介護を支援する体制を強化する。

任意事業費 35,413 42,650 40,878 1,772

認知症総合支援事業費 3,791 3,364394

　生活支援体制整備事業において、地域への説明会や市民フォーラムを開催した。協議体及びコーディネー
ターについて当市の実情に合った体制づくりに向けて準備を進めた。

5,986 5,982 4 高齢者等が可能な限り住み慣れた地域で暮らし続けられるように、住民主体で介護予防や生活支援に取り組み、お
互いを支え合うことのできる体制を、既存の互助の力を組織化することで強化する。

228

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らせるよう医療、介護及び生活支援を行う
サービスが連携したネットワークを形成する。

差引
事業内容(成果･実績)・評　価(流用額含む)

(Ｈ29) A B A－B

健 康 推 進 課
(単位：千円)

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額

(包括的支援事業費)
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病院事業会計主要施策

資本的支出
1 1 1 医療機器等整備事業 ○ 医療機器等整備

電子カルテシステム更新

その他医療機器の更新(主なもの)
電動油圧手術台

超音波診断装置
糖尿病検査機器システム

導入から6年経過したシステムの更新
(国民健康保険調整交付金 40,000千円)

事業内容(成果･実績)・評価

事業
評価

医療機器等については、市立輪島病院改革プランに基づき計画的に更新を進めることができた。今後も、計
画的な更新により医療の質の向上を図るとともに、経営改善に努めていく。

62,315

千円236,520

11,016

目 目の名称 事業名
予算額

(流用額含む)

A

前年度
決算額
(H29)

298,461 289,027 9,434

病 院
(単位：千円)

決算額 差引

B A－B

10,692
8,554

(国民健康保険調整交付金 2,700千円)
千円

千円
千円

営業設備費

款 項
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 1 2 ○

◇ 市内県立高等学校への補助金の交付
・ 輪島高等学校 千円

「確かな学力の基礎となる力」の養成に向けた取組 千円
「ふるさと活性化プロジェクト」の取組 千円
教員の「授業力向上」に向けた取組 千円
ふるさとに誇りを持ち地域に貢献できる人間の育成に向けた取組 千円
「開かれた学校づくり」推進に向けた取組 千円
「心豊かで地域に貢献できる人材育成」に向けた取組 千円
「地域理解プログラム」の取組 千円

・ 輪島高等学校(定時制) 千円
ものづくりを通して豊かな情操を養う事業 千円
自らの進路を主体的に切り開く力を身につける(キャリア教育)事業 千円
ふるさとを知り、地域愛を育む事業 千円

・ 門前高等学校 千円
部活動活性化事業 千円
ボランティア活動活性化事業 千円
中高一貫教育事業 千円
資格取得応援活動事業 千円
市外通学者通学費助成 千円

○

対象生徒数 名 (生徒1名につき、月額10千円) 千円

○

◇ 千円
輪島高等学校 名
門前高等学校 名

名

事業
評価

計

市内高等学校に通学し、かつ、市内に居住する生徒の保護者への補助金の交付

39

事務局費 6,160 5,000 5,000 0県立高等学校活性化支援事業費

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

市内の県立高等学校の生徒等が行う研修、研究その他の学習活動に係る費用の全部又は一部を支援すること
により、優秀な人材の育成及び特色ある学校づくりを通じた地域教育の充実発展を図る。

2,900
(1,192)

(394)

2,400

  生徒の学習意欲を喚起させ、個々の優れた能力を一層伸ばすとともに、地域に貢献する優秀な人材の育成
及び「魅力ある学校づくり」に寄与している。

(97)

1,920

款 項 目 目の名称 事業名

31

20

事業
評価

  下宿費を補助することにより、保護者の負担軽減を図っている。

事業
評価

(1,034)

(12)
(177)

(176)
(539)

(91)
(59)

(600)

(470)
(66)
(63)

180
(30)

門前高等学校生徒支援事業費 1,800 2,640 2,400 240 県立門前高等学校に在学する生徒の学校生活等を側面から支援し、生徒が同校に在学するために必要な費用
(下宿費)の一部を支援することにより、地域教育の充実発展を図る｡

259高校生通学費補助 1,790 796 537

  通学費を補助することにより、保護者の負担軽減を図っている。

市内県立高等学校に就学している生徒で、公共交通機関を利用し当該高等学校に通学しているものの保護者が
負担する通学費の負担軽減を図る｡(9月から輪島市路線バス運賃助成事業実施に伴い当補助事業は8月まで)

537

8

教育総務課(庶務課)
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 2 1 ○

・ 需用費 千円
・ 役務費 千円
・ 工事請負費 千円
・ 原材料費 千円

10 2 3 ○

・ 委託料 千円
・ 工事請負費 千円

 
10 3 1 ○ 市内3中学校(輪島中、東陽中、門前中)の校舎等の営繕を行い、教育環境の整備を図る。

・ 需用費 千円
・ 役務費 千円
・ 工事請負費 千円

10 3 3 ○

・ 委託料 千円
・ 工事請負費 千円

286,713
16,416

款 項 目 目の名称 事業名
差引

事業内容(成果･実績)・評価
(H29)

前年度
決算額

A B A－B

予算額
決算額

(流用額含む)

9,985

36,100
4,028

学校管理費 校舎等営繕費(小学校) 31,363 25,524 24,208 1,316 市内10小学校(河井小、鳳至小、鵠巣小、大屋小、河原田小、三井小、南志見小、町野小、門前西小、門前東小)
の校舎等の営繕を行い、教育環境の整備を図る。

学校管理費 校舎等営繕費(中学校)

13,512
24

事業
評価

　「輪島市教育振興基本計画」に基づき、安全で快適な教育環境を確保するとともに、教育活動に支障をきた
すことがないよう、各小学校からの要望、意見等を聴取しながら、学校施設設備の改修を行ってきており、学
校運営の円滑な遂行につなげている。

学校建設費 小学校空調設備整備事業費

8,491 5,690 5,690

27,400

0 333,000 43,816 市内9小学校(河井小、鳳至小、鵠巣小、大屋小、河原田小、三井小、町野小、門前西小、門前東小)の普通教室
等に空調設備の整備を進めることにより、教育環境の整備を図る。内 繰越明許

289,184

2,193

事業
評価

　「輪島市教育振興基本計画」に基づき、安全で快適な教育環境を確保するとともに、教育活動に支障をきた
すことがないよう、各中学校からの要望、意見等を聴取しながら、学校施設設備の改修を行ってきており、学
校運営の円滑な遂行につなげている。

学校建設費 中学校空調設備整備事業費 0 108,211 40,128 68,083 市内2中学校(東陽中、門前中)の普通教室等に空調設備の整備を進めることにより、教育環境の整備を図る。

0

3,357
140

687

内 繰越明許

58,033

教育総務課(庶務課)
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一般会計主要施策

10 1 2 ○ 小中学校図書館司書等に係る人件費　18,739千円
図書館司書　3名、司書補　4名

※　閲覧・貸出環境の改善による利用数等の拡大、朝読書の習慣化
前年度決算額 18,728千円

○ 外国語指導助手の配置に係る人件費等　3名分　14,735千円
市内小中学校、保育所、幼稚園での英語教育補助等
１校当たり年30日程度

※　外国語学習の充実を図るための生の英語に触れる機会の提供
前年度決算額 13,982千円

○ 特別支援教育支援員の配置に係る人件費　10名　12,904千円
※　障害等を抱える児童生徒に対する教育環境の整備

前年度決算額 12,104千円

○ 複式授業解消講師の配置に係る人件費　1名　660千円
※　複式学級がある学校に対する教育環境の整備 前年度決算額 585千円

○ 学校ごとの特色を発揮するための独自事業の実施
小学校分　821千円、中学校分　387千円

※　裁量予算の配当による学校独自の企画力、経営力の醸成

○ 市独自の学力調査の実施　 1,348千円
小学校全学年及び中学校1年、2年対象

○ 中学生英検受験料　1,216千円
※継続的な実施による児童生徒の学力変容等の把握、再学習への活用、学力調査結果の向上

○ 門前中学校・門前高校の連携による英語の学力向上
英語能力テスト(GTEC)受験料の補助　150千円

10

事業
評価

事業
評価

　市学力検査では把握した課題を十分に授業改善に繋げることが必要である。また、門前高校が先に取り組
んでいる英語能力テスト(GTEC)の受検料を補助することにより、計画的・継続的な教育指導方針の統一が図
られている。

　各学校で裁量予算を持つことにより、学校運営に関し創意工夫が図られている。

45,399 47,040 47,038 2

事業
評価

　授業等における個別支援の必要性から、特別支援教育支援員の更なる配置が望まれる。
　また、複式授業解消講師についても、現在の配置校以外での複式授業の教育格差是正の必要性から、更な
る配置が望まれる。

1,230 1,218 1,208

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

(単位：千円)
予算額

特色ある学校づくり支援事業費

学力向上推進事業費

事務局費 教育支援員等費

決算額 差引

3,457 3,138 2,714 424

教育総務課(学校教育課)
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一般会計主要施策

10 1 2 ○ 市独自の教育番組の制作費
算数4番組
ケーブルテレビで放送

※　教科の重点項目を分かりやすく示すことによる学力の向上

○ 学力向上のための土曜日の授業実施
対象者：小学校3～6年生、中学校全学年　各校年10回
外部講師招聘謝金等

※ 生徒の学習到達度や意欲に沿った習熟度別学習の実施等

○ 市独自の奨学金制度(大学生等向け)　年額420千円
12名に対し5,040千円

※　経済的支援による安定した学生生活の確保

事業
評価

850 558 292

事業
評価

土曜授業推進事業費

A B A－B

680

5,040 05,040

400

款 項

事業
評価

　学資支弁が困難な学生に対し、奨学金を貸付することにより、大学等への進学支援に繋がっている。

目 目の名称 事業名
前年度
決算額

決算額 差引

(H29)

　土曜授業では、外部講師と担任教師による複数指導を行うことにより、児童生徒の到達度に応じた学習指導
が可能となっている。

事業内容(成果･実績)・評価

9,240

(流用額含む)

　塾に通うことが出来ない児童生徒の教育格差の是正に繋がっている。また、複製DVDを作成し各学校等に
配布しており、ケーブルテレビが視聴できない児童生徒にも対応している。

予算額

育英資金貸付事業費

(事務局費) 324 76

(単位：千円)

テレビ寺子屋事業費 335

教育総務課(学校教育課)
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一般会計主要施策

10 2 2 ○ 授業に必要となる消耗品、教材備品、教具、図書の購入費等

○ 教育委員会主催事業の実施経費等　391千円
陸上大会、合唱の集い、読書感想文コンクール

○ 卒業制作沈金指導委託　756千円
輪島沈金業組合へ委託

○ 校外活動参加に係るバスの借上費　515千円
小学生陸上大会、合唱の集い、いしかわっ子駅伝　ほか

※　校外活動等を通じた健全な心身の育成や伝統文化の体験等による教養の醸成

10 3 2 ○ 授業に必要となる消耗品、教材備品、教具、図書の購入費等

○ 教育委員会主催事業の実施経費等　380千円
輪島市中学校体育大会開催費ほか

○ 部活動の公式大会参加に係るバス等の借上費　5,759千円
選手等搬送、楽器搬送

○ 石川県中学校体育大会への選手派遣費　3,874千円
輪島市中学校体育連盟との共同実施

※　部活動等の活性化による生徒の健全な心身の育成

10 5 1 ○ 学校給食共同調理場における調理、配送等の業務の委託費
調理場5か所の運営委託

※　安全性の高い安定的な学校給食の提供

事業
評価

　児童数、学級数等により各学校に配分しており、学校規模に応じた適正な予算執行が行われている。

10,473

　実施経費や移動に伴うﾊﾞｽ借上費等を負担することにより、校外活動等を通じた健全な心身育成や伝統文
化の体験等による教養醸成の推進が図られている。

事業
評価

事業
評価

　生徒数、学級数等により各学校に配分しており、学校規模に応じた適正な予算執行が行われている。

事業
評価

　中学校体育連盟関係大会への参加経費(ﾊﾞｽ借上費等)のみを対象としているが、各競技協会主催大会等の
対象拡充を検討する必要がある。

10,748

事業
評価

　専門的な知見を有する民間業者に調理等業務を委託することにより、適正な管理による安全な給食を継続
して提供することが出来ている。

事業内容(成果･実績)・評価

教育総務課(学校教育課)

学校給食共同調理場調理等委託
費

教材費

1,408

11,360

2841,662

992

72,090 72,090 72,090 0

9,616

款 項 目

887

1,548 1,946

10,01311,421

目の名称 事業名
前年度
決算額

学校活動振興費

教材費

学校活動振興費

教育振興費
(中学校費)

学校給食費

(流用額含む)
(H29) A B

6,219 6,660 5,668

教育振興費
(小学校費)

A－B

(単位：千円)
予算額

決算額 差引
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 4 1 ○

大屋地区三世代交流レクレーション大会
大屋の郷ソフトバレーボール大会
河原田小学校・地区合同運動会
河原田地区文化祭
河原田地区作品展
鵠巣小学校・地区レクリエーション大会
西保み～な集まらんかい
あての森かや～て
あての森フェスティバル
あての森三井の里山文化展
三井「田の神様」まつり
南志見地区納涼大会
町野すこやか運動会
能登平家の里グラウンドゴルフ交歓大会
ふるさと五千人の祭典
町野耐寒ロードレース
仁岸ふるさと交流会
くろしま交流まつり
松明の夕べ
くしひ郷まつり
あすなろ納涼祭
あすなろの里まつり
お小夜まつり

生 涯 学 習 課

款 項 目 目の名称 事業名
決算額

社会教育総務費 コミュニティ活動推進助成費 2,165 2,550

差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B

前年度
決算額

予算額

2,252 298 地区公民館で実施する地域コミュニティ活動事業に対し、予算内で40万円を限度に総事業費の30％以内で助成
を行った。

経由公民館 事　業　名 助成額 参加者数

大屋
25千円 200人
30千円 93人

河原田
50千円 300人
40千円 300人

鵠巣 60千円 300人
西保 150千円 300人

25千円 120人

三井

20千円 45人
312千円 1,500人
25千円 1,200人
20千円 87人

120人
30千円 280人

400千円 1,380人

南志見 40千円 300人

40千円 250人
剱地 100千円 130人
黒島 270千円 250人

町野

25千円

諸岡 90千円 800人
門前 100千円 545人

浦上
100千円 160人
150千円 350人

七浦 150千円 300人
計(23事業) 2,252千円 9,310人

事業
評価

　地域住民の参加型イベントを支援することにより、地域コミュニティの醸成に寄与した。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 4 2 ○花のまちづくり事業 千円
○公民館体験合宿事業 千円 参加者：202人
○コミュニティ活動推進事業 千円
○地域づくり事業 千円

○ 補助金計 千円
○ 消耗品費 千円

10 4 9 ○事業概要
能登の豊富な自然・文化を活用した体験活動を実施し、都市と地元の子ども達の交流を行った。
《体験活動の実施》

・実施期間　平成30年7月25日～8月4日まで　10泊11日
・参加者　小学校4年生から6年生　32名(輪島市11名、その他石川県5名、県外16名)
・運営補助大学生等　5人

○総事業費　4,950千円
・収入内訳 市補助金：3,200千円、参加者負担金等：1,750千円
・支出内訳 報償費：430千円、旅費：1,093千円、宿泊・食事料：1,868千円

その他：1,559千円(消耗品、施設使用料等)

生 涯 学 習 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B

予算額
決算額

公民館費 公民館活動事業費 9,491 9,947 9,106 841

18公民館 5,000

18公民館 2,050
16事業 872
23事業 985

199
公民館名 学級回数 参加者数 公民館名 学級回数 参加者数

剱地 98 回 2,330 人

8,907
中央 鳳至 80 回 2,200 人

大屋 65 回 628 人 阿岸 104 回 1,127 人
輪島 88 回 1,834 人

河原田 62 回 562 人 黒島 105 回 865 人

三井

鵠巣 106 回 2,080 人 諸岡 122 回 3,090 人
西保 43 回 430 人 門前 77 回 1,103 人

110 回 2,179 人 本郷 37 回 321 人
南志見 38 回 852 人 浦上 86 回 2,011 人
町野 57 回 765 人 七浦 120 回 3,650 人
港 50 回 631 人 計 1,448 回 26,658 人

事業
評価

　地域住民の多様な学習ニーズに応じた各種講座を開催することにより、地域住民に対し、「学び」「結びつき」
の機会を提供し、地域づくりにつながる学習活動支援を行った。

青少年対策費 子ども長期自然体験村事業費 4,000 4,400 3,200 1,200

事業
評価

　子どもたちが、共同生活を行うなど様々な交流を通じて、多様性を認識するとともに、他人への思いやりの感
情や、自立心、社会性を身につけるなど、一人一人の成長を促進した。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 4 10 ○事業内容
男女共同参画記事、随時広報に掲載 
６月輪島市民まつりパレードに参加 8名参加
男女共同参画推進審議会開催 1回開催
紙芝居による啓発活動 5/31～7/5実施　4会場　参加者43名
男性の料理教室 4･6・8・10・12月　H31年2月に実施(偶数月)
男女共同参画講演会開催 8/9実施(輪島市社会福祉大会と共催、講師：林家木久蔵)
高校文化祭でのデートＤＶ啓発 9/1実施 2会場
女性の暴力をなくす運動啓発 11/3,25実施　2会場
県主催研修会参加　2回

10 5 2 ○

開催期日 平成30年5月3日(木)～6日(日)　＜5月4日(金)は雨天中止＞
参加校 13校　　約260名
交付先 輪島市門前町高校女子ソフトボール研修大会運営協議会

○

交付先 輪島市スポーツ少年団
主催 輪島市スポーツ少年団 後援　輪島市教育委員会
・北陸近県ミニバスケットボール友好大会

開催日  平成30年6月16日(土)～17日(日)
参加チーム　24チーム　参加者約360人

・マリンカップ小学生バレーボール輪島大会
開催日 平成30年7月21日(土)～22日(日)
参加チーム　44チーム　参加者約500人

・北陸三県輪島招待スポーツ少年団交流野球大会
開催日 平成30年8月4日(土)～5日(日)
参加チーム　16チーム　参加者約250人

・輪島サッカースポーツ少年団交歓ジュニアサッカー大会
開催日 平成30年8月18日(土)～19日(日)
参加チーム　16チーム　参加者約350人

体育振興費

款 項 目 目の名称 事業名

生 涯 学 習 課

(H29) A B A－B

前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

事業
評価

事業
評価

男女共同参画推進費 男女共同参画社会づくり推進事
業費

392 657 316 341

高校女子ソフトボール研修大会
費

1,000 1,000 1,000 0 県内外の強豪13チームによる研修大会を開催することにより、ソフトボールによる交流人口の拡大と、門前高校ソ
フトボール部の強化を図った。

　多くの選手・関係者が訪れ、ソフトボールの町に活気を与えた。また、ハイレベルな交歓試合により門前高校
ソフトボール部の強化が図られ、ソフトボールへの関心を高めることができた。

県内外スポーツ少年団を招き、各種大会を開催することにより、交流人口の拡大と青少年の健全育成を図っ
た。

事業
評価

　多くの選手・関係者が訪れ、街に活気を与えることができた。
　また、市内からの参加チームの精神と技術の向上が図られた。

スポーツ少年団各種大会助成費 1,000 1,000 1,000 0

　平成29年3月に策定した「輪島市男女共同参画行動計画」に基づき、男女共同参画社会の
　推進に努めた。今後も啓発活動等を行い、男女共同参画の推進に努めたい。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 5 2 ○

総合型地域スポーツクラブ活動支援事業
・ＮＰＯ法人町野スポーツクラブ 千円
・南志見スポーツクラブ 千円
・ＮＰＯ法人もんぜんスポーツクラブ 千円

各種スポーツ大会開催費等
・石川県寿野球秋季大会助成費

交付先　石川県寿野球連盟秋季大会実行委員会
開催日　平成30年10月21日(日) 参加者　27チーム　250人

・輪島市民ウォーキング事業助成費
交付先　 能登平家の里ウォーク実行委員会
大会名称　能登平家の里ウォーク
開催日　平成30年10月7日(日)　※台風接近により中止

・全能登駅伝徒競走大会助成金
交付先　輪島市陸上競技協会
開催日　平成30年10月21日(日) 参加者　9チーム　90人

○

開催日　　平成30年10月14日(日)
出走者　　ロングコース(77km)　　　　 387名(エントリー428名)
　　　　　ショートコース(5km、10km)　103名(エントリー108名)

1,000

款 項 目

生 涯 学 習 課

事業内容(成果･実績)・評価

総合型地域スポーツクラブの活動及び各種スポーツ大会の開催費用の一部につき、補助金を交付することによ
り、子どもから高齢者までのスポーツの活性化を図った。

目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

予算額
決算額 差引

(流用額含む)

(体育振興費) 生涯スポーツ推進事業費 4,522 6,785 5,529

A B A－B

事業
評価

　羽咋市と共同で開催することにより、能登全体の魅力発信と交流人口の拡大に寄与することができた。

3,000 地域資源である峨山道を活用し、トレイルランニング大会を開催することにより、交流人口の拡大と峨山道及び總
持寺祖院の知名度向上を図った。

600
1,100

総合型地域スポーツクラブについては、事業内容が固定化の傾向にあるため、広く市民のニーズに対応で
きるよう自助努力を促す。また、各種スポーツ大会に対する支援については、参加者層や競技の特性を考慮
しつつ、公平性の観点から補助金交付基準を見直しを図る必要がある。

1,256

2,829 千円

事業
評価

0峨山道トレイルランニング大会助
成費

3,000 3,000
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 5 2 ○

･輪島市体育協会運営事業費補助金
･石川県民体育大会夏季大会選手派遣事業補助金
･石川県民体育大会冬季大会選手派遣事業補助金
･石川県民体育大会市町負担金 (地元開催のため)
･奥能登体育大会補助金
･奥能登体育協会市町負担金

・第70回石川県民体育大会夏季大会
開催期日      平成30年8月11日(土)～12日(日)
参加競技      21競技    役員16名　選手団　497名　　合計513名
開催地区      輪島市

・第71石川県民体育大会冬季大会
開催期日      平成31年2月23日(土)～24日(日)　　　　　　
参加競技      選手団　12名　
開催地区      白山市白峰

･第13回奥能登体育大会
開催期日      平成30年6月17日(日)
参加競技      18競技    役員14名　選手団　292名　　合計306名
開催地区      能登町

○ 平成30年4月14日(土)・15日(日)　日本陸連公認競歩コース　
全日本競歩輪島大会

男子10㎞、女子10㎞、男子高校1･2年3㎞、男子高校5㎞、女子高校1･2年3㎞、女子高校5㎞
第102回日本陸上選手権大会50㎞競歩

主力選手　谷井孝行(自衛隊体育学校)、山崎勇喜(自衛隊体育学校)
　　　　　の2選手

○ 競歩支援
スピードウォーク輪島大会の開催　のぼり旗、応援グッズの配布
開催期日 平成30年4月14日(土)
参加者 189人
開催地区 輪島市(ふらっと訪夢)

生 涯 学 習 課

款 項 目 目の名称 事業名
(H29) A B A－B

前年度
決算額

輪島市体育協会(加盟25競技団体)の活動を支援することにより、競技スポーツの振興を図った。

550 千円

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(体育振興費) 体育協会運営費等補助 4,951 3,545 3,379 166

1,605 千円
千円

387 千円
379 千円

107

全日本競歩輪島大会費 10,000 10,000 10,000 0

351 千円

事業
評価

奥能登大会、石川県民大会への参加を通して、本市の競技スポーツの振興と技術の向上に寄与することが
できた。また、ジュニア層の育成や指導者の資質向上に寄与することができた。

事業
評価

本市が競歩の聖地として定着し、特に、日本選手権50km競歩を引き続き開催できることは、本市のステータ
スシンボルとなっている。
　多くの参加者を得て、交流人口の拡大に寄与することができた。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 5 3 ○ 一本松総合運動公園、輪島地区体育施設指定管理
ミズノスポーツサービス(株) 千円

○ 町野地区体育施設指定管理
ＮＰＯ法人町野スポーツクラブ 千円

○ 門前地区体育施設指定管理
ＮＰＯ法人もんぜんスポーツクラブ 千円

○ その他体育施設管理費 千円

○ 委託料 ･一本松総合運動公園市民温水プール 千円
 「サン・プルル」改修工事に伴う設計業務委託料

○ 工事費 ･門前野球場スコアボード解体工事 千円
･輪島市マリンタウン競技場トラック改修工事 千円

○ 備品購入費 ･トランポリン台・マット購入 千円
･跳躍時間測定器具(トランポリン)購入 千円

生 涯 学 習 課

款 項 目 目の名称 事業名
予算額

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

(H29) A B A－B

前年度
決算額

体育施設費 体育施設管理費 144,166 151,408 150,811 597

4,778 2,106

103,287

13,365

25,009
9,150

事業
評価

　体育施設の管理・運営に民間活力を導入し、利用者のサービス向上に寄与することができた。

35,867
7,398

294

事業
評価

　施設・設備の改修整備により、利用者へのサービス向上が図られた。

体育施設整備事業費 10,656 53,500

3,057

48,722
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一般会計主要施策
(単位：千円)

8 1 2 ○

・舗装美装化工事 千円
・土地購入費 千円
・事務費 千円

10 4 3 ○ 文化振興事業の開催
1 自主事業等公演

・ミュージカル「北前ザンブリコ」【自主】 7/28(土) 輪島市文化会館大ホール
出演：わらび座、門前中学校生徒 ［入場者数］ 667人

委託料及び使用料等 千円
・OEK設立30周年記念スペシャルコンサート【共催】 9/2(日) 輪島市文化会館大ホール

出演：森山良子、OEK、輪島・和太鼓虎之介　他 ［入場者数］1,080人
使用料及び賃借料等 千円

・宝くじ文化公演事業ふるさとワクワク劇場【自主】 11/25(日) 輪島市文化会館大ホール
出演：吉本新喜劇、地元出演者　他 ［入場者数］ 650人

使用料及び賃借料等 千円
2 石川県芸術鑑賞推進事業

・古典芸能鑑賞教室「越後獅子」 5/28(月) 鳳至小学校体育館
鑑賞者：260人(鳳至小学校全学年、一般保護者等) 負担金等

・オーケストラ鑑賞教室 5/29(火) 輪島市文化会館大ホール
鑑賞者：570人(輪島市内中学校全学年、一般保護者等) 千円

3 その他　「中部航空音楽隊コンサート」関係費用　 千円
 次年度共催事業広告掲載料等

○ 第52回輪島市美術展の開催
市美術展の運営委託 委託先：輪島市美術展運営理事会
・会場　輪島市文化会館2F・3F展示室
・期間　5月31日～6月4日(5日間)
・出品数：工芸40点、絵画33点、書道33点、写真32点　　計138点
・入場者数：947人(前年1,096人)

建築総務費 街なみ環境整備事業費 9,733 31,150

文 化 課

5,137 7

重要伝統的建造物群保存地区(黒島地区)にふさわしい街なみの維持及び保全を図りながら良好な住環境づくり
を行った。

27,054
2,963
1,050

事業
評価

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

A B A－B

予算額
目の名称

文化振興事業費 1,520 5,144

(H29)

3,072

31,067 83

　舗装美装化等を行うことにより維持及び景観保全を図ることができた。

事業
評価

　自主事業、共催事業を行い、市民の多様なニーズに応じた様々な鑑賞機会の提供に寄与することができ
た。オーケストラ、古典芸能鑑賞教室に加え、航空音楽隊コンサートを通じて、児童生徒に対し優れた舞台芸
術鑑賞の機会を提供することができた。

文化振興費

前年度
決算額款 項 目 事業名

輪島市美術展事業費 1,000 1,000 1,000 0

事業
評価

　昭和42年に初展を開催して以来、地域に根ざした美術展として開催しており、市民の文化芸術の振興・発展
に寄与しているが、近年、入場者及び出品数の減少が課題となっている。

101

391

854

719
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 4 3 ○ 補助金交付先：輪島・和太鼓虎之介

・会場　輪島市文化会館大ホール
・期日　12月23日(日) 事業費総額 千円
・入場者数　880人 財源内訳 千円
　(有料入場者610人　出演者270人) 市補助金 千円

自己資金 千円
入場料等 千円

○ 補助金交付先：おくのと獅子舞文化継承事業実行委員会

・会場　門前町内保地区他
・期日　4月～12月 事業費総額 千円
・入場者数　250人 財源内訳 千円

市補助金 千円
自己資金 千円
入場料等 千円

○ 補助金交付先：輪島市文化協会
・第13回輪島市民文化祭「あいの風」の開催(10月28日～11月4日)
・会場　文化会館、門前東小学校、門前会館、漆芸美術館等
・観衆　2,840人 事業費総額 千円

財源内訳 千円
千円
千円

○ 補助金交付先：鵠巣公民館
・太鼓等の活動備品の整備
・購入備品　平太鼓2台、長胴太鼓3台、袢纏20枚

事業費総額 千円
財源内訳 千円

千円

2,500 2,500 0

2,500
地元負担 40

一般コミュニティ助成事業費

A－B

480 173 307

784

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)

予算額

A B

0

565
県文化振興基金 282

141

事業
評価

　活動備品の整備によりイベントへの参加機会が増加し、演奏する子ども達の活動意欲の向上や地域コミュニ
ティの形成に寄与することができた。

2,540
国補助金

文 化 課

県文化振興基金 391
32
31

文化協会事業費補助 1,000 1,000 1,000

(文化振興費) 文化活動支援事業費 283

会費
負担金等

141
1

事業
評価

　市内の文化団体が行う新たな文化活動への支援を通じ、文化芸術活動の裾野を広げることに寄与すること
ができた。

1,000
780
321

2,101

330

・おくのと獅子舞文化継承事業(獅子舞共演発表会や獅子頭作成体験等の獅子舞イベントの開催)

・クリスマス・エクスチェンジ・コンサートの開催(輪島市伝統芸能団体とのコラボコンサート)

市補助金

事業
評価

　毎年秋に行われる市民文化祭「あいの風」の他に、新たに「夏の文化祭」を開催し、会員の日頃の活動成果
の発表機会が得られたほか、姉妹協会の八尾町文化協会との交流や各種イベントへの参加などにより、市民
文化芸術活動の振興に寄与することができた。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 4 3 ○ 補助金交付先：三夜踊振興連絡会
・期間：平成30年8月14日(火)～16日(木) 事業費総額 千円
・場所：三角州 財源内訳 千円

寄附金 千円
負担金 千円
雑収入等 千円

3日間の総入込数(踊り手・観衆含)　　約3,700人(前年約4,800人)

○ 補助金交付先　市内小中学校および伝統芸能指導団体

三夜踊りの指導 【総額】100千円【財源】市補助金

三夜踊り・輪島まだらの指導 【総額】100千円【財源】市補助金
【総額】140千円【財源】市補助金

能登麦屋節の指導 【総額】60千円【財源】市補助金

前年度
決算額

A B A－B

文 化 課

款 項 目 目の名称 事業名

(文化振興費) 三夜踊り開催費補助 2,300 2,300 2,300 0

0

 枕唄コンテスト大会(出場12人)
20：00～21：00  連踊りコンテスト大会 (出場団体13団体)
21：00～23：00

20：10～20：50  鳳至小・大屋小・河井小・河原田小・鵠巣小児童による三夜踊り (約180名)
20：50～21：00  保存会による舞台踊り

15日(水)

輪島中学校 三夜踊り・輪島まだら・祭り太鼓の指導 100千円
鳳至小学校 100千円

伝統芸能伝承教室事業費補助 900 500 500

【総額】122千円【財源】市補助金＋22千円
大屋小学校 100千円
門前中学校 門前とどろの指導・能登麦屋節の指導 140千円

67

3,345

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価

19：50～20：00

市補助金 2,300
768
210

開催日 時　　　間

(流用額含む)
(H29)

19：25～19：30  振興連絡会副会長挨拶(区長会会長)
19：30～20：00

金　額

事業
評価

市指定無形民俗文化財「三夜踊」の振興を図るため、毎年8月14日から16日に三角州で実施している。最終
日は雨で中止となったが、新たに児童による三夜踊りに河原田小・鵠巣小、連踊りに日本航空学園留学生、
輪島高校ダンス部が加わり、賑わいを見せた。

 一般三夜踊り

16日(木)

事業
評価

児童生徒が地域の伝統芸能を知り、体験した上で、その伝統芸能の発表の機会を持つことにより、潜在的な
担い手を確保することに寄与した。

 一般三夜踊り

内　　　　　容

14日(火)

交付先 内　　　容

門前東・西小学校 60千円
合計 500千円

雨により中止

21：00～23：00

 市長・振興連絡会会長・副会長(会頭代理)挨拶
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 4 4 ○ 重要無形文化財輪島塗技術伝承者養成事業費の補助
交付先：重要無形文化財保持団体「輪島塗技術保存会」

事業費総額 千円 財源内訳 国補助金 千円
県補助金 千円
市補助金 千円
漆器組合 千円
保存会 千円

○ 全国重要無形文化財保持団体協議会輪島大会の開催費の補助
　 交付先：全国重要無形文化財保持団体協議会

総　会：輪島市文化会館(11/22)
秀作展：輪島漆芸美術館(11/10～12/10) 人
        しいのき迎賓館(11/20～11/26) 人

有形文化財保存事業費 ○ 有形文化財保存修理事業の補助

・ 阿岸本誓寺本堂茅葺屋根 千円 事業費総額 千円
保存修理工事 財源内訳 千円

千円
千円

※ガバメント・クラウド・ファンディング(GCF)を活用
目標金額 18,000千円
募集期間 平成30年8月22日～11月30日(101日間)
寄附額 18,497,555円(件数563人)
達成日

文 化 課

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
決算額 差引

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
(H29) A B A－B

文化財保護費 輪島塗技術伝承者養成事業費補
助

2,400 2,400 2,400 0

19,231 25,000 25,000 0

全国重要無形文化財保持団体協
議会輪島大会開催費補助

2,000 1,500 500

30,000
市補助金 25,000

総会及び秀作展を通じて、伝統文化を取り巻く課題を共有するとともに、協議会に所属する14団体の工芸技
術について、その高度な技と美の世界を広く一般に公開し伝統工芸の普及推進に努めることができた。

所有者 5,000

平成30年10月22日

事業
評価

阿岸本誓寺本堂茅葺屋根修理工事は平成29年度からの4カ年で工事を進め、その適切な保存を図ってい
く。

100
200

事業
評価

毎年度末に研修成果品の発表展示を行っており、若手・中堅技術者にとって技術向上のための道場として
認識されている。漆芸としては全国で2件しかない重要無形文化財を維持するため、木地部門の伝承者をさら
に獲得していくことが課題である。

2,645

伝承者数：12名(曲物木地1名、きゅう漆4名、呂色1名、蒔絵3名、沈金3名)

12,540 8,800
1,040

25,000 60,000
県補助金

1,803

事業
評価

2,400
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 4 4 ○

・環境整備等委託料 千円
・間垣整備委託料 千円
・間垣改修工事 千円
・間垣修理費補助 1件(北口家) 千円

事務費 千円

○ 黒島地区内における建造物等の修理・修景事業費の補助

・修理費補助 1件(星野家土蔵) 千円
事務費 千円

財源内訳 千円
千円
千円
千円

○

・ユネスコ登録関係 リーフレット印刷 千円
展示パネル作成 千円
懸垂幕作成 千円
展示用マネキン購入 千円
展示用モニター購入 千円

・能登のアマメハギ伝承活用等事業費補助 千円
　　(面、衣装、甲冑等の復元新調事業) 千円

千円
千円
千円

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額 (流用額含む)
(H29) A

文 化 課

大沢・上大沢地区における、間垣の保存技術の伝承や材料となるニガタケの育成及び間接補助による間垣補修
により保存を図る。

差引
事業内容(成果･実績)・評価

B A－B

事業
評価

　間垣の材料となるニガタケを確保し間垣修理事業費補助を行い、文化的景観としての価値を高めるとともに
適切な保存を図ることができた。

994
1,987

518
1,265

206

5,499
493

国補助金 3,601
県補助金 484
市補助金 1,460
一般財源 447

事業
評価

　地区内の建造物等を計画的に修理・修景事業を実施することよって価値を高めると同時に、適切な保存を図
ることができた。

164

予算額
決算額

伝統的建造物群保存地区保存対
策事業費

7,874 6,214 5,992 222

(文化財保護費) 文化的景観保存事業費 5,964 5,134 4,970

「能登のアマメハギ」保存継承事
業費

3,804 3,717 87 「来訪神：仮面・仮装の神々」(能登のアマメハギ)のユネスコ無形文化遺産登録にかかる行事等の実施、及び保
存伝承に必要な伝統的用具の復元新調への補助

97
76
62

398
409

国補助金 2,500
県補助金 625
市補助金 2,675
地元負担 200

合計 6,000

事業
評価

　能登のアマメハギのユネスコ登録を契機に、用具の新調及び展示等の市内外への情報発信等により、伝統
行事の保存継承に資することができた。
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一般会計主要施策
(単位：千円)

10 4 6 ○ 輪島漆芸美術館の運営・管理に係る委託費
指定管理者：公益財団法人　輪島漆芸美術館
主な企画展示と入館者数
(1) 第23回飛翔する輪島の漆芸作家たち H30/2/24～5/14 人
(2) 漆芸の未来を拓く－生新の時2018－ 5/19～7/16 人
(3) 東京国立近代美術館移転連携事業　 7/21～9/3 人
　　近代工芸のススメ
(4) 文化功労者 三谷吾一の世界 9/8～11/5 人
(5) 第26回重要無形文化財保持団体秀作展　 11/10～12/10 人
　　日本の伝統美と技の世界
(6) ハンズオン！－輪島塗のわざ－ 12/14～H31/1/14 人
(7) 第36回日本伝統漆芸展 2/2～2/25 人
(8) 第24回飛翔する輪島の漆芸作家たち 3/2～5/13 人

人

財源内訳 入館料 千円
図録売払 千円
諸収入 千円
基金繰入 千円
一般財源 千円

漆芸美術館収蔵庫整備事業費 ○ 開館から27年が経過し、収蔵庫が手狭になっていることから増築するものであり、
収蔵庫増築工事基本設計の策定を行った。

・収蔵庫等増築工事基本設計業務 千円

目の名称 事業名
前年度
決算額款 項 目

予算額
決算額 差引

(流用額含む)
(H29) A B A－B

美術館費 漆芸美術館運営委託等費 93,265 93,242 93,242 0

7,237

事業内容(成果･実績)・評価

文 化 課

事業
評価

　基本設計は平成30年度に策定し、翌年度に実施設計の策定を行う予定であり、令和3年9月竣工に向け、収
蔵庫等施設の建設を進めていく。

合計 29,487

会期 入館者(4/1～3/31)
2,925
4,728
6,777

　美術館の運営について、館長、学芸員、その他職員を配置し、適正に管理することができた。また、指定管
理者が有する専門的な知見により、質の高い企画展を実施できたほか講演会、漆文化セミナーなどの各種イ
ベントを実施し、美術館の魅力向上が図られた。

4,800 3,672 1,128

(前年27,521人)

5,293
1,669
1,468

37,777

3,672

2,645

1,553
1,820
1,802

47,035

事業
評価
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一般会計主要施策

2 1 1 ○ 行政事務事業補助(区長会長会活動の内、以下の3点について補助)
【交付先】輪島市区長会長会
【内容】 ①各地区区長会長、区長、町内会長への事務連絡経費

②石川県町会区長会連合会への負担金
③区長会長等共済費(災害補償)

【補助額】　783千円

○ 区長会研修費補助
【内容】 ①補助額は研修費(補助対象費用)の1/3で1人当たり5千円を上限とする

②のと里山空港を利用した場合には1人当たり5千円を加算
【補助額】 区長会長会 千円 河原田地区 千円 西保地区 千円

輪島地区 千円 鵠巣地区 千円 大屋地区 千円
本郷地区 千円 三井地区 千円
仁岸地区 千円 町野地区 千円 合計 千円

○ 事業実績
【石狩市】
　・道の駅「あいろーど厚田」オープンセレモニー及び開業式典(H30.4.20～4.27)
　・第45回厚田ふるさとあきあじ祭り(H30.9.22～9.24)
　・厚田との交流会(H31.3.23～3.24)
【萩市】
　・萩・明治維新150年記念式典(H30.10.22～10.24)
【鶴見区】
　・つるみ夢ひろばin總持寺出向宣言(H30.11.2～11.3)
　・大本山總持寺、横浜市鶴見区役所訪問(H31.1.24)
【輪島会】
　・大阪輪島会京都輪島会「合同懇親会」(H30.11.16～11.17)
　・東京輪島会総会(H30.11.23～11.24)

4,488 1,900 1,252 648

事業
評価

　コミュニティ活動を支えている区長会長会に対し事務事業補助を行うことで、住民自治組織である区・町内会
と市役所との連携が図られ、円滑に行政運営を行えた。また、視察研修費助成では、区長相互の交流、連携
とのと里山空港の利用促進を図ることができた。今後も住民自治の向上と効率的な行政運営の推進に努め
る。

　友好都市、姉妹都市等との交流・連携強化を図ることができた。また、本事業によりのと里山空港の利用促
進にも繋がった。今後も円滑な関係を継続し、相互発展の推進に努める。

事業
評価

一般管理費 区長会等活動費 1,771 1,991 1,655 336

款 項 目
決算額

目の名称 事業名
前年度
決算額

総 務 課

(H29)
事業内容(成果･実績)・評価

A－B

予算額

A
(流用額含む)

差引

B

(単位：千円)

友好都市等推進事業費

140 90 70
130 30 110
48 120
24 110 872
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一般会計主要施策

2 1 1 ○ 中部航空音楽隊コンサート開催費用に対する補助
【交付先】輪島市自衛隊友の会
【内容】 事業名称：中部航空音楽隊演奏会「ふれあいコンサートin輪島」

出演団体：中部航空音楽隊(隊員38名)
実施日時：H30年7月19日(昼の部、夜の部の2回実施)
　　　　　昼の部 14:00～15:30(主に小中学生対象で約1,200人の入場者)
　　　　　夜の部 18:00～19:30(主に市民対象で約800人の入場者)
実施場所：輪島市文化会館大ホール
経費内訳：隊員宿泊費 511千円、プログラム印刷費 56千円、広告費 39千円
そ の 他：会場入口では自衛隊の活動や装備に関するパネルの展示が行われた
　　　　　輪島分屯基地隊員の協力により駐車場や場内の整理が行われた

総 務 課

決算額 差引
事業内容(成果･実績)・評価

事業
評価

B A－B

国内最高レベルの吹奏楽を多くの小中学生や市民の皆様に鑑賞いただき、豊かな情操の涵養を図ることが
できた。また、日頃の自衛隊の活動に対する理解を深める機会となった。

(流用額含む)
(H29) A

航空自衛隊ふれあいコンサート
開催費補助

一般管理費 0 607 606 1

(単位：千円)
予算額前年度

決算額款 項 目 目の名称 事業名
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一般会計主要施策

2 1 1 〇
うち繰越

・輪島市本庁舎整備地質調査業務 千円

・輪島市本庁舎整備設計業務 千円
【債務負担行為】 (内訳) H30 千円

H30～R1年度 R1 千円

・輪島市本庁舎整備設計業務技術提案報酬 千円

本庁舎の増築及び既存庁舎の耐震等改修工事を実施し、防災拠点となりうる庁舎を整備するとともに、市民の利
便性向上及び業務の効率化を図る。

63,180
18,960
44,220

200

緊急防災事業債等の有利な財源を確保出来る期限がある本庁舎整備について、整備方針決定後、速やか
に設計業務に着手し、地質調査を実施することが出来た。引き続き早期完成を目指し、事業を推進していく。

決算額

A B

14,688

23,648

事業
評価

23,648

33,848 10,200

A－B

予算額
(単位：千円)

前年度
決算額 事業内容(成果･実績)・評価
(H29)

監 理 課

一般管理費 本庁舎整備事業費 0

款 項 目
差引

(流用額含む)目の名称 事業名
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一般会計主要施策

2 1 6 ○

【(学)北陸大学】　(H26 締結)
・ 医療保健学部による「能登半島地震被災者の11年経過後の精神的健康状態と生活機能に関する

実態調査」への助言・協力

【(学)総持学園　鶴見大学】　(H27 締結)
・ 市民セミナーの開催
・ 大学会館(鶴見)での物産展等の開催

【(学)東京農業大学】　(H28 締結)

企画費 大学連携推進事業費 89 1,000

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額

予算額
(流用額含む)

(H29)

差引
事業内容(成果･実績)・評価

地域産業の振興や環境保全、伝統の継承、人材育成のための相互協力をさらに深め、資源を生かす取り組
みにより双方の魅力を高める。

決算額

A－B

各大学との包括連携協定を結び、双方が有する人的資源の交流と、知的・物的資源の有効活用を図りながら、幅
広い分野で協力・協同した。

730 270

企 画 課
(単位：千円)

B

事業
評価

A
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一般会計主要施策

2 1 4 ○ 将来見込まれる公共施設の更新、改修、維持補修、解体などに備えるための積立て
純積立額　100,000千円　　利息積立額　203千円　 基金残高　300,310千円

12 1 1 ○
決算額中繰上償還額　316,770千円(利息軽減効果：27,278千円)

繰上償還により、将来の利払による負担を低減することで、財政運営の安定化に寄与した。

償還元金

事業
評価

今後の公共施設に係る更新や大規模修繕などに備えることで、財政運営の安定化に寄与した。

市債の定期償還に加え、次年度以降の公債費負担を逓減させるため、繰上償還等を実施した。

事業
評価

100,203 0100,107 100,203

元金 4,167,393 3,606,463 3,606,462 1

款 項 目 目の名称 事業名
前年度
決算額
(H29)

財務管理費 公共施設等総合整備基金費

B

財 政 課
(単位：千円)

事業内容(成果･実績)・評価(流用額含む)
A

予算額
決算額 差引

A－B
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一般会計主要施策

2 1 6 ○

・ 特産品発送等業務
・ ポータルサイト委託料・手数料
・ クレジット利用手数料
・ カタログ・チラシ製作
・ 事務費

(参考)“がんばる輪島”応援寄附金

※1　うち、ガバメントクラウドファンディング分　18,341,555円

○ ふるさと応援基金への積立金
(積立金内訳)

円
ふるさと応援基金運用利子 円

円 ①
H30年度取崩額 円 ②
H30年度積立額 円 ③

円 ④＝①－②＋③

8,175 8,175 0

10,028
“がんばる輪島”応援寄附条例第2条第5号事業 1,862

316,326,555 8,730 359,299,600

事業
評価

ふるさと納税の返礼品に地元特産品を採用することで、市内生産者に新たな需要が生まれ、地域経済の活
性化に繋がっていることから、引き続き推進する。

件数

2,389 109,246,555 2,472 147,705,000
48,396,000 2,056 82,059,000

102,047,500 1,405 46,632,000
充当事業

133,022

自然環境保全事業費 1,199 28,325,000 1,516 38,831,500

事業名
(H29) A－BB

決算額 差引

1,281

26,051

漆 器 商 工 課

【H30】
金額 件数

(件、円)

3,572
金額

ふるさと納税(“がんばる輪島”応援寄附)の寄附者への返礼品の費用や、寄附を募るポータルサイトの委託料な
どの関係経費

102,548 千円

事業内容(成果･実績)・評価

【H29】 (件、円)

2,766 千円
133,022 千円

千円

款 項 目 目の名称
前年度
決算額

予算額
(流用額含む)

(単位：千円)

A

19,317

8,175,406
H30年度末残高(H31.3.31現在) 180,884,585

「伝統工芸及び地域文化の保存及び継承事業費」

1,006 28,311,500

地域福祉事業費

8,000,000
175,406

3,426 千円
4,965 千円

教育環境事業費 44,072,100

事業
評価

“がんばる輪島”応援推進事業費 144,315

伝統工芸及び地域文化の保存及び継承事業費　※1

ふるさと応援基金費 30,247

ふるさと納税(“がんばる輪島”応援寄附金)の寄附金を適正に管理し、寄附者の意向を反映した施策を実施
するため必要額を積み立てた。

H29年度末残高(H30.3.31現在) 172,709,179
0

159,073企画費
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